


国立大学法人
東京海洋大学長

井関　俊夫

東京海洋大学は、
海洋に関する最先端の「科学」と「技術」
（Marine Science and technology）を
身に付け、グローバルな視点で
海洋の未来を切り開く逞しい人材を
社会に送り出したいと思っています。
本学では、各学部・学科および大学院の各専攻において充実し
た教育カリキュラムを用意しているだけではなく、さまざまな
取組みを通して、諸君の自律的な学びとチャレンジを応援して
います。

【グローバル教育】
学部学生を対象とした海外派遣プログラム「海外探検隊」では、
グローバル企業における実務と海外の大学等における研究を体
験することができます。
大学院生を対象として種々の海外派遣プログラムを提供してい
る「OQEANOUS Plus」では、中国、韓国、ASEAN のトップレ
ベルの大学と協定を結び、本学と相手大学の両方で学位を取得
できるダブルディグリープログラムのほか、関連する短期派遣
プログラムを実施しています。

【データサイエンス教育】
学部全体を対象とした数理・データサイエンス・AI 教育プログ
ラム（リテラシーレベル）を設定し、数理・データサイエンス・
AI を学ぶことの意義や社会における利用動向・問題、基礎的な
技術の概要に関する教育を行っています。
大学院生を対象とした「海洋産業 AI プロフェッショナル育成
卓越大学院プログラム」では、海洋、海事、水産の専門知識と
フィールドに関する豊富な経験を元に、的確に人工知能を用い、
AI の社会実装を主導する人材を育成しています。

【アントレプレナーシップ教育】
実践的な海洋アントレプレナーシップ養成セミナー「海の起業
論」では、海洋に関する社会的課題にアプローチし、起業や企
業内での新規プロジェクトの立ち上げ等を担う人材の養成を目
指しています。

東京海洋大学の理念と目標等
大学の理念
人類社会の持続的発展に資するため、海洋を巡る学問及び
科学技術に係わる基礎的・応用的教育研究を行う。

大学像
海洋分野において国際的に活躍する産官学のリーダーを輩出する世界
最高水準の卓越した大学。

大学の人材養成と目標
我が国が海洋立国として発展し、国際貢献の一翼を担っていくためには、国内唯一の海洋系大学である東京海洋大学が、「海を知り、
海を守り、海を利用する」ための教育研究の中心拠点となって、その使命を果たす必要がある。このような基本的観点に立ち、本学は、
研究者を含む高度専門職業人養成を核として、海洋に関する総合的教育研究を行い、次の能力・素養を有する人材を養成する。

１．海洋に対する科学的認識を深化させ、自然環境の望ましい活用方策を提示し、実践する能力
２．論理的思考能力、適切な判断力、社会に対する責任感をもって行動する能力
３．現代社会の大局化した諸課題について理解・認識し、対応できる実践的指導力
４．豊かな人間性、幅広い教養、深い専門的知識・技術による課題探求、問題解決能力
５．国際交流の基盤となる幅広い視野・能力と文化的素養



海を知り、海を守り、
海を利用する
－ Voices from the Ocean －
日本の海洋分野のトップランナーを育んできた東京海洋大学は、
海洋生命科学部、海洋工学部、海洋資源環境学部の 3 つの学部から成る。
都心にある 2 つのキャンパスと、豊かな自然に囲まれた 5 つのフィールド、
そして、広大な海を巡る練習船において実学重視の教育・研究を行っている。
海洋の未来を担う人材を育成することは本学の使命であり、
それは、世界へひろがり地球規模課題の解決へとつながっていく。

海洋生命科学部
海洋生物資源学科

食品生産科学科
海洋政策文化学科

海洋生命科学部
ホームページ

品川
キャンパス

海洋資源環境学部
海洋環境科学科
海洋資源エネルギー学科

海洋資源環境学部
ホームページ

品川
キャンパス

海洋工学部
海事システム工学科
海洋電子機械工学科
流通情報工学科

海洋工学部
ホームページ

越中島
キャンパス
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海洋生命科学部
海洋生命科学部では、生命科学をはじめとする自然科学、人
文・社会科学の深い理解を基盤に、人類社会の持続可能な発
展に資するために、海洋を含む水圏に関するグローバルな諸
課題に関心を持ち、ディプロマポリシーにおいて掲げる専門
的学識、 自ら考え判断する能力、 豊かな国際性と教養、およ
び現場で適用する実践力を卒業時までに修得することができ
る素養、 能力を有する学生を求めています。

品川キャンパス

アドミッションポリシー

海洋政策
文化学科

食品生産 
科学科

海洋生物
資源学科

●海洋政策
●海洋法
●海洋産業
●水産経済
●沿岸域・海洋管理
●海洋保全
●海洋文化
●マリンスポーツ
●環境教育
●生命・環境倫理

●食品の物性
●保存方法
●冷凍工学
●微生物の利用
●食の安心・安全
●栄養と健康
●未利用資源
●食品加工
●美味しさ

●水生生物の生理
●水生生物の生態
●水生生物の保全
●水生生物の飼育技術
●生物多様性
●バイオテクノロジー
●ゲノム科学
●生物資源動態
●持続可能な漁業

東京海洋大学

学べること

●高等学校教諭一種免
許状（理科・水産）

●学芸員
●三級海技士（航海）※ 1

●技術士補

●高等学校教諭一種免
許状（理科・水産）

●学芸員
●食品衛生監視員
●食品衛生管理者
●三級海技士（航海）※ 1

●技術士補

●高等学校教諭一種免
許状（理科・水産）

●学芸員
●三級海技士（航海）※ 1

●技術士補

大学院
進学

海洋科学
専攻科 進学

就職

その他

69.6%

1.4%

23.2%

5.8% その他 2.8%

卒業後の進路
大学院
進学
海洋科学
専攻科 進学

就職

68.6%

ー
28.6%

大学院
進学
海洋科学
専攻科 進学

就職

その他

16.7%

8.3%

72.2%

2.8%

令和 3 年度卒業者のデータより

身につく知識・資格

※ 1 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び海洋科学専攻科（p.43）
を修了すれば、筆記試験が免除されます。
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アドミッションポリシー アドミッションポリシー
海洋工学部 海洋資源環境学部

流通情報
工学科

海洋環境
科学科

海洋資源
エネルギー

学科

海洋電子
機械工学科

海事
システム

工学科

●船舶運航
●運航管理
●船舶工学
●情報・通信
●海上交通システム
●システム工学
●衛星測位工学
●海洋気象学
●海事法規
●国際法
●海事英語
●海上危機管理

●エンジン
●ロボット
●動力システム
●制御システム
●電気・電子機器
●新材料
●省エネ技術
●環境対策技術
●設計・製造技術

●ロジスティクス
●物流管理
●国際物流
●交通計画
●交通経済
●流通経営
●数理情報
●プログラミング
●データサイエンス

●気候変動
●地球温暖化
●環境保全
●海流
●波
●混合・拡散
●物質循環
● 海洋生物の分類と生理・生態・

生化学
●生物多様性
●海洋生態系
●海洋生物からの有用物質

●海底資源開発・探査技術
●再生可能エネルギー
●自動制御技術
●国際海洋管理
●地震活動・津波・海底地殻変動
●超電導・電気電子デバイス
●海洋・沿岸構造物
●水中音響センシング・測位技術
●環境保全技術
●船舶・海上労働安全

学部・学科 早見表

学べること 学べること

●高等学校教諭一種免
許状（商船・工業）

●第一級海上特殊無線
技士

●三級海技士（航海）※ 1

●船舶衛生管理者※ 3

●電子海図情報表示装
置（ECDIS）講習の資
格※ 4

●高等学校教諭一種免
許状（商船・工業）

●三級海技士（機関）※ 2

●船舶衛生管理者※ 3

●高等学校教諭一種免
許状（工業）

●授業で関係する内容
を 学 べ る 資 格： 情
報処理技術者、通関
士、 中 小 企 業 診 断
士、ビジネス・キャ
リ ア 検 定（ ロ ジ ス
ティクス管理、ロジ
ス テ ィ ク ス・ オ ペ
レーション）

●中学校・高等学校教諭一種免許
状（理科）

●高等学校教諭一種免許状（水産）
●  技術士補
●  学芸員
●  三級海技士（航海）※ 1

●中学校・高等学校教諭一種免許状
（理科）
●高等学校教諭一種免許状（水産）
●  技術士補
●  学芸員
●  三級海技士（航海）※ 1

海洋工学部では、海上輸送に関連する海、船舶、省エネルギー
技術、物流、情報システム等のグローバルな諸課題に関心を
持ち、ディプロマポリシーで掲げている専門的知識を含む幅
広い教養と豊かな人間性、課題の発見・理解力と解決力、国
際的に活躍できる能力を卒業時までに修得することができる
素養を有する者を求めています。

海洋資源環境学部では、海洋環境の保全、海洋の資源とエネ
ルギーの持続的開発・利用に関心を持ち、ディプロマポリシー
において掲げる専門的学識、自ら考え判断する能力、豊かな
国際性と幅広い教養、および現場で通用する実践力を卒業時
までに修得することができる素養・能力を有する学生を求め
ています。

越中島キャンパス 品川キャンパス

令和 3 年度卒業者のデータより

卒業後の進路
大学院進学 63.9%

海洋科学専攻科進学 8.2%

就職 24.6%

その他 3.3%

卒業後の進路
大学院
進学
乗船実習科
進学

就職

その他

8.5%

54.9%

32.4%

4.2%

大学院
進学

就職

その他

34.4%

乗船実習科
進学 24.6%

34.4%

6.6%

大学院
進学

就職

12.8%

85.1%

その他 2.1%

令和 3 年度卒業者のデータより

身につく知識・資格 身につく知識・資格

※1 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、海事システム工学科を卒業後、
乗船実習科（p.43）を修了すれば、筆記試験が免除されます。

※2 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、機関システム工学コースを卒
業後、乗船実習科（p.43）を修了すれば、筆記試験が免除されます。

※3 海事システム工学科、海洋電子機械工学科機関システム工学コースのいずれかを卒業
し、乗船実習科（p.43）を修了後、講習受講により取得できます。

※4 三級海技士に合格することで、電子海図情報表示装置 (ECDIS) 搭載船舶に乗船でき
る資格を取得できます。

※ 1 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び海洋科学専攻科（p.43）
を修了すれば、筆記試験が免除されます。

大学院進学 61.0%

海洋科学専攻科進学 19.5%

就職 17.1%

乗船実習科
進学 ー

その他 2.4%
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私立三菱商船学校が東京に設立

三菱商船学校は官立となり、東京商船学校と改称

東京高等商船学校と改称

東京、神戸、清水の三高等商船学校を統合して、
高等商船学校を設立

商船大学が設置され、高等商船学校及び海務学院
を包括することとなった。商船学部が置かれた

東京商船大学と改称

大学院商船学研究科を設置

大日本水産会水産伝習所が東京に設立

水産講習所の官制が発令され、農商務省は水産講
習所を開設

第一水産講習所と改称

国立学校設置法により、第一水産講習所を包括し
て東京水産大学を設置、水産学部が置かれた

大学院水産学研究科を設置

1875

1882

1888

1897

1925

1945

1947

1949

1957

1964

1974

2003

2017

東京水産大学 東京商船大学

大学院海洋科学技術研究科
海洋科学部／海洋工学部

海洋資源環境学部を設置
海洋科学部を海洋生命科学部に改称

東京海洋大学ゆかりの著名人

東京海洋大学

鈴木善幸
第 70 代内閣総理大臣
水産講習所卒業

高碕達之助
日中貿易（LT 貿易）の開始
通商産業大臣
水産講習所卒業

岩崎彌太郎
三菱財閥創業者
三菱商船学校を設立

米窪満亮
初代労働大臣
商船学校卒業

沿　革
東京海洋大学は 2003 年 10 月に東京商船大学と東京水産大学が統合した大学です。両大学の前身はそれぞれ 1875
年と 1888 年に設立されており、本学は 140 年を超える歴史と伝統を誇っています。東京海洋大学は両大学の伝統
と個性・特徴を継承すると共に、時代の要請に応えて、新たな教育研究分野への展開を図り、国内唯一の海洋系大
学として、世界最高水準の卓越した教育研究拠点の形成を目指しています。
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海
洋
生
命
科
学
部

TOPICS

※グローバル人材育成支援プログラムは、海洋生命科学部と海洋資源環境学部の共通のプログラムです。

グローバル人材育成支援プログラム

海洋生命科学部の※グローバル人材育成支援プログラム
本学部の前身である海洋科学部の「グローバル人材育成支援プロ

グラム」は、2012 年に文部科学省の「経済社会の発展を牽引するグ
ローバル人材育成支援事業（特色型）」に採択され、最終評価（2017
年）で高い評価を受けました。2017 年に海洋生命科学部となってか
らも、国立大学理系学生のグローバル人材育成改革を先導し、より
優れたプログラムになるように改善に努めています。
● 詳細　https://www.kaiyodaiglobal.com/

JABEE 認定教育プログラム

国際化に対応した技術者教育プログラム
日本技術者教育認定機構（JABEE）は、技術者を育成する教育プログラムを審

査し認定する組織です。東京海洋大学の前身である東京水産大学水産学部の水
産学プログラムは、2004 年に農学一般関連分野として初の JABEE 認定を受けま
した。大学統合により東京水産大学水産学部を継承した東京海洋大学海洋科学
部も 2008 年に継続認定され、2017 年度に改称 ･ 設置した海洋生命科学部 ･ 海
洋資源環境学部は、2018 年度に認定されています。

JABEE 認定課程修了者には、「技術士」の一次試験が免除され、「修習技術者」
として就職活動で大きな強みを持ちます。さらに実務経験を積んで国家資格
「技術士」試験に合格すれば、高度な技術者として確たる評価を受けることに
なります。JABEE は、2005 年か
ら ワ シ ン ト ン 協 定（Washington 
Accord：技術者教育の実質的同
等性を相互承認するための国際
協定）に加盟していることから、
認定者には国際的に活躍する機
会が広がります。

STEP 1
社会が求める国際人として基礎英語力の向上
学部 4 年次への TOEIC スコア 600 点の進級要件化

グローバルな視野でキャリアを見渡せる学士力
学部３、４年次での海外派遣キャリア演習

STEP 2

大学院レベルでの高度な論理的英語討論力
大学院（博士前期課程）授業の完全英語化

STEP 3

食品生産科学科

海洋政策文化学科

海洋生物資源学科

先輩が東京海洋大学に
入学を決めた理由



後藤　直宏海洋生命科学部長

海
洋
生
命
科
学
部

品川キャンパス

入学定員総数

170 名

海洋生物資源学科

71 名

食品生産科学科

58 名

海洋政策文化学科

41 名

海洋生命科学部は、海洋生物資源学科、食
品生産科学科、海洋政策文化学科の 3 つの学
科で構成された学部です。生物資源、食品生
産、政策文化という関連がなさそうな教育研
究分野に分かれている３学科ですが、海洋・
水圏の生命科学や水産およびそれらに関わる
人の営みなどで強いつながりを有し、しかも
各分野がお互いを刺激合うことで非常に特色
ある学部になっています。

海洋生物資源学科では、主に海洋生物の安
全・持続的利用に関する教育研究を行ってお
り、具体的には、生態系・生物多様性、持続
可能な漁業、水産資源管理、増養殖技術の開
発、海洋生物の機能などの教育研究を実施し
ています。水の中に暮らす生物を総合的に理
解して、これらを守りながら持続的に利用す
る方法を日々教育研究しています。

食品生産科学科では、食の安全・安心・お
いしさに関する教育研究を行っており、具体
的には、シーフードサイエンス、冷凍・加熱
技術の利用、食品衛生と品質保持、食品加工
利用技術の開発と利用、食品分析のための各
種方法の開発などの教育研究を実施していま
す。これらの教育研究では、持続可能な食資

源確保を念頭に食資源を余すことなく利用す
る技術開発や研究を行っています。

海洋政策文化学科では、主に持続可能な海
洋産業と海洋文化振興に関し教育研究を行っ
ており、具体的には、マリンスポーツ・海洋
文化振興、沿岸域利用・管理、水産経済・
マーケティング、漁村振興、環境教育などの
教育研究を実施しています。海洋の保全と人
間生活の豊かさを両立させることを目標に、
多種の学問分野からアプローチした教育研究
を行っています。

現在、世界は気候変動、エネルギー問題、
食糧不足、地域紛争など数えきれないぐらい
の問題に直面しています。海洋生命科学部で
はこれら問題に対し、「海洋生物資源の利用・
管理を通し人類社会の持続可能な発展」とい
う切り口で向かい合い、よりよい社会の実現
に取り組んでいます。皆さん、海洋生命科学
部で一緒に学び、このような世界の諸問題に
正面からぶつかり、明るい未来を一緒に作る
研究をしてみませんか。東京海洋大学 海洋
生命科学部はそのような熱い気持ちを持った
学生をお待ちしています。

海洋生物資源の利用・管理を通し

人類社会の持続可能な発展に貢献します
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海 洋 生 物 資 源 学 科
Undergraduate Course of Marine Biosciences

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。

４年間で学ぶ授業例

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

総
合
科
目

共通導入科目
文化学系科目
哲学・科学論系科目
社会科学系科目
健康・スポーツ系科目
外国語系科目

基
礎
科
目

● 物理学＊
● 化学＊
● 生物学＊
● 水産海洋概論Ⅰ＊
● 水産海洋概論Ⅱ＊
● 基礎微積分Ⅰ
● 基礎微積分Ⅱ

● 数理解析
● 線形代数
● データサイエンス

入門 A
● データサイエンス

入門 B

● 統計学＊
● 情報処理概論
● 陸水学

● 物理学実験
● 地学
● 地学実験

グ
ロ
ー
バ
ル
・

キ
ャ
リ
ア

関
連
科
目

● TOEIC 入門＊
● グローバルキャリア入門
● キャリア形成論Ⅰ

● TOEIC 演習＊
● 海外派遣キャリア演習Ⅰ
● キャリア形成論Ⅱ

● 海外派遣キャリア演習Ⅱ

専
門
科
目

コ
ア
課
程
科
目

● 有機化学Ⅰ＊
● 分子生物学＊

● 生物化学Ⅰ＊
● 微生物学＊
● 微生物学実験＊

● 公衆衛生学＊

ア
ド
バ
ン
ス
ト
課
程
科
目

基
礎
教
育

● 海洋動物学
● 海洋植物学

● 生物化学Ⅱ
● 有機化学Ⅱ
● 海洋動植物学実習
● 水族生理学
● 動物発生学
● 動物組織学

● 遺伝子工学
● 動物生態学
● 集団生物学
● 漁具漁法学
● 応用統計学
● 遺伝子工学実験

● 海洋生物資源実務実習
● 水族生理学実験
● 職業指導

生
命
科
学
系

● 水族遺伝育種学
● 応用藻類学
● 応用藻類学実習
● 水族病理学
● 水族養殖学
● 水族養殖・育種学実習Ⅰ

● 水族栄養学
● 栄養生物化学実験
● 水族薬理学
● 応用微生物学
● 応用微生物学実験

● 水族病理学実習
● 水族養殖・育種学実習Ⅱ

生
物
資
源
学
系

● 漁業科学実習 ● 魚群行動学
● 生物資源モデリング
● 鯨類資源論
● 集団生物学実習
● 漁業解析学
● 生産システム学

● 漁業科学演習
● 応用保全生物学
● 生物資源解析学
● 生物資源解析学演習
● 漁業科学実験

卒業研究科目
● セミナー＊
● 卒業論文＊

海だけでなく広く水の中に暮らす生き物（水生生物）を対象として「生命科学」と「資源生物学」を教育・研究しています。
具体的には、これらの生き物について遺伝子のレベルから、細胞、個体、群れ、生態系のレベルまでそれぞれに学ぶこ

とができる講義や、それぞれの生き物と環境との関係について学ぶことができる講義などがあります。また、学んだ内容
をさらに深めるための実習や実験も充実しています。

このような講義や実習・実験を通して、水生生物を守りながら、これらを利用していくための方法と考え方を習得する
ことができます。

教育内容の概要
海洋生命科学に関する基礎及び専門的知識と技術を修得させるとともに、海洋生命科学における

課題設定能力と解決能力、及び高度専門職業人としての基礎を修得させるために、総合科目、基礎科
目、専門科目等の授業及び実験・実習等を体系的に編成し、組織的教育を行います。

総合科目及び基礎科目では、幅広い教養・論理的思考能力・文化的素養・国際的視野・コミュニケー
ション能力を養うこと、大局化した諸課題を総合的に理解・判断できる能力が修得できることを目標
として講義・演習等を編成し、組織的に教育を行います。

また、専門科目では水圏に棲息する生物を対象として、生態系のなかでの多様性を保全しつつ、
持続的に利用するための「生命科学」と「資源生物学」に関する深い専門的知識・技術を修得します。
さらに、海洋生命科学に関する諸課題を多面的に探求・分析・解決できる能力を修得できることを目
標に講義・演習・実験・実習等、及び卒業論文等を体系的に編成し、組織的な教育を行います。

学科の情報はこちら
（大学HP）

海洋生命科学部 7



1 週間の時間割例 学科担当教員の
研究分野・内容
■ 水族生理学
水生生物の発生と繁殖、保全についての研究

■ 水族病理学
水生生物の病気と予防・治療についての研究

■ 水族栄養学
水生生物の栄養要求と飼料開発についての研究

■ 水族養殖学
水生生物の遺伝形質と育種技術、養殖技術と飼育
装置開発に関する研究

■ 応用藻類学
海藻の生理・生態、遺伝・育種、養殖技術につい
ての研究

■ 集団生物学
資源生物の多様性と保全についての研究

■ 増殖生態学
資源生物の増殖と生態・進化についての研究

■ 資源解析学
資源生物の変動機構と制御についての研究

■ 魚群制御学
資源生物の行動と制御技術についての研究

■ 生産システム学
資源生物の採集技術の開発と評価についての研究

■ ゲノム科学
水生生物のゲノム情報と遺伝子についての研究

■ 先端魚類防疫学
水生生物の免疫機構解明とその応用、薬物動態お
よび毒性に関する研究

■ 応用微生物学
水中の有用微生物の探索とその応用についての研
究

令和 3 年度卒業者（％）

取得可能資格
● 高等学校教諭一種免許状（理科・水産）
● 学芸員
● 三級海技士（航海）※

● 技術士補
※ 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び海洋科学専攻科（p.43）

を修了すれば、筆記試験が免除されます。

括弧付きの科目は、資格取得のための科目です。

［２年次］総合科目、基礎科目中心、実験科目中心

［３年次］応用専門科目、実験科目中心

MON TUE WED THU FRI

1 Interactive EnglishⅡ 漁具漁法学

2 Effective EnglishⅡ （理科教育法Ⅱ） 集団生物学 生物化学Ⅱ

3 応用統計学 微生物学実験 動物組織学実験 海洋動植物学実習 遺伝子工学実験

4 情報処理概論 微生物学実験 動物組織学実験 海洋動植物学実習 遺伝子工学実験

5 微生物学実験 遺伝子工学実験

MON TUE WED THU FRI

1 魚群行動学 水族養殖学 生物資源解析学

2 水族病理学 応用藻類学 漁業解析学 応用微生物学 応用保全生物学

3 応用微生物学実験 漁業解析学 比較生理学実験 漁業科学実験

4 応用微生物学実験 水族病理学 比較生理学実験 （博物館学Ⅳ） 漁業科学実験

5 応用微生物学実験 生物資源解析学 比較生理学実験 公衆衛生学 漁業科学実験

公務
17.6

その他
17.5

卸売業、
小売業
11.8

情報
通信業
11.8

製造業
11.8

サービス業
11.8

漁業
5.9

生活関連
サービス業、
娯楽業
5.9

医療、福祉
5.9

就職先 就職先業種
味の素、いであ、ANA フーズ、オ
リエンタル酵母、海洋高校（教員）、
海遊館、カゴメ、葛西臨海水族園、
キユーピー、極洋、栗田工業、グ
ローブライド、小林製薬、JF 共済、
島津製作所、商船三井客船、水産
庁、水産研究・教育機構、都道府
県水産試験場、東京久栄、東洋水
産、ニチモウ、ニチレイフーズ、
日揮、日清丸紅飼料、日本ハム、
日本 IBM システムズ・エンジニア
リング、日本食品分析センター、
ニッスイ、ニップン、ハウス食品、
マルコメ、マルハニチロホールディ
ングス、三井製糖、三菱商事ライ
フサイエンス、明治、モンベル、
ヤクルト本社、ヤマサ醤油、山崎
製パン、雪印メグミルク、横浜・
八景島シーパラダイス、理研食品、
理研ビタミン、ロッテ　等

大学院進学 69.6
海洋科学専攻科 1.4
就職 23.2
その他 5.8

卒業後の進路

水族養殖育種学実習Ⅰ

漁業科学実習

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照

海洋生物資源学科
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研究紹介

■ 増殖生態学

水産資源と希少生物を保全する
変動する環境のなかで、水生生物はどのように影響

を受けながら生活し、子孫を残しているのか。そして、
水産資源や希少生物を維持・保全するためには、どの
ような方策が求められるのか。

私たちは、水生生物の保全・増殖を進めるための基
礎として、人工繁殖技術の開発とともに、生活史初期
の分散・回帰戦略、対捕食者戦略、および摂餌生態の
解明に取り組んでいます。また、環境変動や地球温暖
化が水生生物の繁殖や分散に及ぼす影響を予測・評価
するための研究を行っています。

■ 水族養殖学

養殖魚の耐病性メカニズムを解明する
養殖魚において、個体間の耐病性形質の違いをゲノム解析

し、耐病性メカニズムの解明を行っています。
これまでに、個体の耐病性形質の有無を識別できる遺伝マー

カーを開発し、その技術を使った “ 世界初 ” となる種苗を作出
しました。このように、研究成果を活用し社会に還元・産業に
利用するための研究を行っています。

今後は、耐病性責任遺伝子の探究から、野生集団の遺伝的多
様性保全のための研究に展開したいと考えています。

■ 生産システム学

絶滅危惧種のウミガメを守る
漁業において、対象としない生物種を誤って漁獲してしまうことを

混獲（コンカク）と言います。私たちの研究室では、ウミガメや海鳥
といった希少な生物の混獲を防ぐための手法の開発に取り組んでいま
す。

まぐろ延縄（ハエナワ）漁業では、ウミガメの混獲を防ぎながらマ
グロ類の漁獲を向上させる新しい漁具（中立ブイ・システム）の開発
や、海鳥の混獲を防ぐために、釣針を早く沈められるような漁具の改
良を行っています。

また、定置網漁業では、網に迷い込んで溺死してしまうウミガメを
網の外へ逃がす手法（ウミガメ脱出支援システム）の開発を行うなど、
絶滅危惧種の生物を守るために様々な混獲問題に取り組んでいます。

■ ゲノム科学

サメの力を利用する
魚類が生息する水中は、生物の生存を脅かすような病原微生

物も含んでいます。そのような環境で、魚類は脊椎動物の中で
最も繁栄した動物となりましたが、その繁栄には病気にならな
いための仕組みが大事であったと考えられます。

我々は、サメやチョウザメなどの魚が、他の魚がもつ病気に
ならない仕組みとは違うことを明らかとしてきました。

現在はこのような仕組みを理解し、様々な分野に応用する方
法を研究しています。

野生アユを用いた耐病性ゲノム研究

ドチザメ

水槽内で人工繁殖させた頭足類、
甲殻類、および貝類の卵と幼生

世界初となる耐病性ヒラメ系統の作出

ウミガメ脱出支援
システム

チョウザメ

環境応答実験や行動実験に用いる甲殻類、
頭足類、および貝類の成体と稚仔

海洋生命科学部 9



海洋生物資源学科 2 年（女子）
　吉祥女子高等学校卒業

◆学科の特長、ユニークなところは？
生き物が好きな人が多く、自然と生物の話題で盛り上がったり

みんなで釣りや採集へ行ったりと、生き物という共通の話題を通
して仲が深められます。また先生方がとても親切です。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
１年次に魚の解剖やクルージングをしました。解剖のスケッチ

や魚類検索を使った分類は難しかったですが、友人と試行錯誤し
ながらの作業がとても楽しかったです。また、実習を通して親睦
を深めることもでき、入学後すぐに打ち解けることが出来ました。

◆将来の夢、目標は？
絶滅危惧種の保全のための研究に携わりたいです。また、教職

課程を取っているので、生物の魅力や保全の重要性について教育
を通してアウトリーチ出来るような教員を目指したいです。

◆ 受 験 生 に 向 け
て、ひとこと
海洋大では生き

物や海のことが幅
広く学べるだけで
なく、同じものが
好 き な 人 と 巡 り
会 っ た り 興 味 を
持ったことを探求
できます！

海洋生物資源学科 4 年（男子）
　福島県立会津高等学校卒業

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
もともと興味があった生物に関してさらに知識が増えたり、新

しい発見をしたときです。知らなかったようなおいしい魚の話、
料理の話を友人から聞けるのも楽しいです。

◆学科の特長、ユニークなところは？
海や魚、水族館が好きな人がとても多いところです。海洋大の

中では人数の多い学科で、生き物にとても詳しい人、釣り大好き
な人など、本当に様々な人がいておもしろいです。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
座学とは違いフィールドに行くことで新しい気づきがあった

り、生き物に関する知識を増やせたりと、貴重なことを体験でき
るところが楽しいです。

◆ 受 験 生 に 向 け
て、ひとこと
海洋大だからこ

そ で き る こ と が
い っ ぱ い あ り ま
す。生き物につい
て楽しく学ぶこと
ができる環境が十
分に揃っているの
で、ぜひ挑戦して
みてください。

卒業生からのメッセージ
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研究・
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自由
時間

Time Schedule

伊藤　さくらさん

　2018（平成 30）年度　海洋科学部海洋生物資源学科卒業
　2020（令和２）年度　大学院海洋科学技術研究科海洋生命資源科学専攻修了
長崎県水産部漁業振興課（水産庁から出向中）

現在は長崎県庁で資源管理の推進に関わる業務を担当しています。現場漁業者の声を聞きな
がら、水産資源を今後も利用するための漁獲可能量（TAC）制度について日々勉強中です。

海洋大の魅力は、専門性の高い授業はもちろん、様々な実験・実習が用意されていることが
大きな一つと思います。水産業関連の施設見学やフィールドに出て生物を扱う課題研究等、実
験・実習に参加して得た知識や経験は、働く中で大きな基礎となっています。また海が好きな
人が集まる大学ならではの部活動・サークルも多く、日常会話から得られる海にまつわる情報
も大変面白いです。在学中に得られる学びや経験、友人は大きな財産になるはずです。

在学生の声

オーケストラ部の演奏会 海外探検隊で研修に行ったシンガポールのマーライオン

東京都
出身

福島県
出身

海洋生物資源学科
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1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

総
合
科
目

共通導入科目
文化学系科目
哲学・科学論系科目
社会科学系科目
健康・スポーツ系科目
外国語系科目

基
礎
科
目

● 物理学＊
● 化学＊
● 生物学＊
● 水産海洋概論Ⅰ＊
● 水産海洋概論Ⅱ＊
● 基礎微積分Ⅰ
● 基礎微積分Ⅱ
● 数理解析
● 線形代数
● データサイエンス入門 A
● データサイエンス入門 B

● 統計学＊
● 物理学実験＊
● 情報処理概論
● 陸水学

● 地学
● 地学実験

グ
ロ
ー
バ
ル
・

キ
ャ
リ
ア

関
連
科
目

● TOEIC 入門＊
● グローバルキャリア入門
● キャリア形成論Ⅰ

● TOEIC 演習＊
● 海外派遣キャリア演習Ⅰ
● キャリア形成論Ⅱ　

● 海外派遣キャリア演習Ⅱ

専
門
科
目

コ
ア
課
程
科
目

● 有機化学Ⅰ＊
● 分子生物学＊

● 生物化学Ⅰ＊
● 微生物学＊
● 微生物学実験＊

● 公衆衛生学＊

ア
ド
バ
ン
ス
ト
課
程
科
目

基
礎
教
育

● 食品生産科学入門実験＊
● 生産物理学＊

● 食品化学＊
● 化学実験＊
● 食品工学＊
● 生物化学Ⅱ
● 有機化学Ⅱ
● 物理化学

実
践
教
育

● 食品微生物学
● 応用統計学
● 食品生産システム調査

● 食品生産学実習＊
● 食品分析学
● 食品化学基礎実験
● 食品衛生学
● 衛生微生物学
● 食品加工学
● 食品貯蔵学
● 食品保全化学
● 食品冷凍学
● 食品工学実験
● 食品機能学

● 資源利用化学
● 食品化学実験
● 食品微生物学実験
● 食品流通安全管理論
● 食品包装論
● 食品殺菌工学
● 食品工学演習Ⅰ
● 食品工学演習Ⅱ
● 食品生産システム論
● 食品物性学
● 職業指導

卒
業
研
究
科
目

● セミナー＊
● 卒業論文＊
● 自己啓発型食品生産科学アドバンスト

 プログラム＊

Undergraduate Course of Food Science and Technology

食 品 生 産 科 学 科

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。

４年間で学ぶ授業例

安全で信頼性の高い食品を持続的に供給するため、食資源を余すことなく利用する技術について、化学、微生物学、物
理学の視点から教育・研究を行っています。また、栄養や美味しさ、さらには健康に役立つ機能を引き出し、アレルギー
や食中毒などの危険のない安全な食品を生産するための理論と技術について教育・研究しています。水産生物資源の食品
としての有効利用、食品の原料から消費に至るまでの安全性の確保・向上、食品の美味しさや栄養価の向上、食品の新し
い機能開発などに興味と関心をもつ学生を求めています。

教育内容の概要
海洋生命科学に関する基礎及び専門的知識と技術を修得させるとともに、海洋生命科学における

課題設定能力と解決能力、及び高度専門職業人としての基礎を修得させるために、総合科目、基礎科
目、専門科目等の授業及び実験・実習等を体系的に編成し、組織的教育を行います。

総合科目及び基礎科目では、幅広い教養・論理的思考能力・文化的素養・国際的視野・コミュニケー
ション能力を養うこと、大局化した諸課題を総合的に理解・判断できる能力が修得できることを目標
として講義・演習等を編成し、組織的に教育を行います。

また、専門科目では水圏生物を中心とした食資源の栄養、嗜好、健康に役立つ機能を余すところ
なく引き出しつつ、安全な食品を生産するための化学的、微生物学的、物理学的及び工学的な深い専
門的知識・技術を修得します。さらに、海洋生命科学に関する諸課題を多面的に探求・分析・解決で
きる能力を修得できることを目標に講義・演習・実験・実習等、及び卒業論文等を体系的に編成し、
組織的な教育を行います。

学科の情報はこちら
（大学HP）

海洋生命科学部 11



1 週間の時間割例

■ 食品微生物学
食品の安全性を守り、資源環境問題を意識し、微
生物による腐敗や食中毒菌汚染などにより無駄に
食資源が廃棄されることがないよう、食品に関連
する微生物全般における研究を行う

■ 食品衛生化学
食物・薬物アレルギーの原因物質であるアレルゲ
ンの新規検出系の開発や魚介類を中心とした食物
アレルゲンの特性解析、その他、食品衛生に関連
する生化学的・分子生物学的研究を行う

■ 食品栄養化学
食品または食品栄養成分に対する化学・生物化学
的評価、ならびに食品がヒトの健康に寄与する機
構解明を目的とした研究を行う

■ 食品保全化学
油脂の分析法の確立、酸化機構解明、抗酸化剤開
発、生体内機能、代謝機構などに関して研究を行う

■ 生体物質化学
ヒトデなどの未利用生物、フグのような有毒動
物、廃棄物となる魚貝類の不可食部に含まれる有
用な成分や優れた機能を探索し、生化学・医薬資
源として高度に利用することで地球環境の保全に
役立てる研究を行う

■ 食品物性学
食感には甘い、辛いなど五味によるものと、歯ご
たえ、色、形などによるものがある。食品物性学
は後者に着目し、タンパク質や多糖類の性質に基
づいて食品や食品素材の物理化学的性質を説明
し、例えば、介護食や機能性食品の食品開発に役
立つ研究を行う

■ 食品加工学
原料から消費に至るまでの品質や安全性に関わる
プロセスの高精度な定量的解析、先端食品製造装
置・システムの開発設計と操作特性、環境保全と
一体化した素材の開発に関する原理と先端技術な
どについての総合的な研究を行う

■ 食品プロセス工学
食品製造機器の洗浄及び衛生管理に関わる事柄に
ついて、様々な視点（基礎～応用）から研究を行
う

■ 食品冷凍学
食品冷凍技術は多くの周辺要素技術の組み合わせ
であり、物理学・化学・生物学など様々な学問分
野が関係する。これらの技術や知識を総動員し
て、食品の冷蔵・凍結保存を、美味しく、かつ持
続可能とするための研究を行う

■ 食品熱操作工学
様々な加工や調理における熱の伝わりを理解し、
食品素材の変化を予測・制御することを目指す。
過不足のない適切な加熱を実現し、美味しさ＆安
全性を確保する。プロの料理人の技を実現できる
高度な調理シミュレーターの開発など、食品産業
への展開を視野に入れた研究を行う

■ 食品流通安全管理学
食品安全マネジメントシステム、HACCP、品質
評価、トレーサビリティ、リスクコミュニケー 
ションなど、食品安全、品質、経営の視点から、
食品産業の発展に寄与する研究を行う

■ 食品流通安全制御学
安全・安心なフードシステムの構築を目標に、環
境保全、食品の安全性確保と品質保持、食品中の
危害物低減等に着目し、海から食卓までの供給管
理技術の開発研究を行う

括弧付きの科目は、資格取得のための科目です。
オレンジ色の科目は、食品衛生コースの科目です。

［１年次後期（3 ～ 4 学期）］総合科目、基礎科目中心
MON TUE WED THU FRI

1 Practical
EnglishⅡ 日本国憲法 文学 日本語表現法

2 有機化学Ⅰ Basic EnglishⅡ

3 食品生産科学
入門実験 スペイン語Ⅱ 線形代数 スポーツⅡ

4 食品生産科学
入門実験 （ 教育原理 ） 数理解析 生産物理学

5 食品生産科学
入門実験 分子生物学 水産海洋概論Ⅱ 現代倫理学

学科担当教員の
研究分野・内容

大学院進学 68.6
海洋科学専攻科 ー
就職 28.6
その他 2.8

卒業後の進路

味の素、アヲハタ、イオン、伊藤
ハム、ヱスビー食品、エバラ食品
工業、カゴメ、カルピス、紀文、
キユーピー、 ケンコーマヨネーズ、
JT、資生堂、水産庁、スターゼン、
大和製罐、地方自治体職員（食品衛
生監視員、教員）、東洋食品研究所、
東洋水産、永谷園、なとり、ニチ
レイ、日清オイリオ、日清食品、
日清製粉グループ本社、日本食品
分析センター、ニッスイ、日本生
活協同組合連合会、ニップン、日
本ハム、ハウス食品、はごろもフー
ズ、不二製油、プリマハム、ブルドッ
クソース、宝幸、丸大食品、マル
ハニチロ、ミツカン、三菱商事ラ
イフサイエンス、明治、森永製菓、
森永乳業、山崎製パン、ヤマサ醤
油、雪印メグミルク、ロッテ　等

※ 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び海洋科学専攻科（p.43）
を修了すれば、筆記試験が免除されます。

● 高等学校教諭一種免許状（理科・水産）
● 学芸員
● 食品衛生監視員

● 食品衛生管理者
● 三級海技士（航海）※

● 技術士補

取得可能資格

情報通信業
15.0

金融業、
保険業
5.0
卸売業、
小売業
5.0

学術研究、
専門・技術
サービス業
5.0

製造業
40.0

公務
5.0

医療、福祉
15.0

その他
10.0

［３年次前期（1 ～ 2 学期）］専門科目、応用科目中心
MON TUE WED THU FRI

1 食品物性学*3 食品衛生学*6 食品分析学

2 食品工学演習Ⅰ 食品物性学*3 食品加工学 食品生産システム論 食品衛生学*6

3 食品流通
安全管理論*1 食品工学実験 資源利用化学*4 /　　

食品保全化学*5 （水産科教育法Ⅰ） 食品化学基礎実験 /
食品微生物学実験

4 食品流通
安全管理論*1 食品工学実験 資源利用化学*4 /　　

食品保全化学*5 （博物館学Ⅳ） 食品化学基礎実験 /
食品微生物学実験

5 衛生微生物学*2 食品工学実験 衛生微生物学*2 公衆衛生学 食品化学基礎実験 /
食品微生物学実験

*1、2、3、4、5 および 6 はクオーター制導入科目です。
食品流通安全管理論、衛生微生物学、食品物性学、資源利用化学および食品衛生学は 1 学期（4 月～ 6 月上旬）
に、食品保全化学は 2 学期（6 月中旬～ 9 月上旬）にそれぞれ開講されます。

令和 3 年度卒業者（％）

就職先 就職先業種

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照

食品生産科学科
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研究紹介

■ 食品衛生化学

食物アレルギーから考える食品の安全性
私たちの周りは様々な食品であふれていますが、毎日口にするものであ

るからこそ食品の安全性や品質に気を付けなければいけません。特に食物
アレルギーは重篤な健康被害をもたらすこともあるため、その原因物質（ア
レルゲン）や作用機序についての研究は食品衛生上とても重要です。

私たちの研究室では、魚介類やその寄生虫（アニサキス）のアレルゲン
の特定、食品原料・医薬品・化粧品に含まれる成分のアレルゲン性を予測
する新たなシステムの開発、さらには、ヒト脳機能の改善を視野に入れた
イカ由来の神経伝達物質や魚介類の食味向上などについての研究を行って
います。安全で品質が良く人類の幸福につながるような食品を皆さんに提
供できるように、最新技術を駆使して幅広い研究に取り組んでいます。

■ 食品熱操作工学

食品の熱処理の予測と制御
熱処理は、食品の貯蔵寿命を延ばすために最も広く使用されている技術の

1 つであり、微生物を死滅させるともに、食品の風味、食感、外観、および
消化率を改善させます。一方で、過度の加熱は、栄養成分の消失や好ましく
ない食感となって品質が低下する可能性があります。そのため、短時間で均
一な温度分布が得られ、なおかつ環境負荷が少ない熱処理方法が望まれま
す。これを実現できる技術の 1 つが通電加熱です。通電加熱は食品に直接
電流を流すことによって生じるジュール熱を利用したもので、様々な食品加
工への適用が期待できます。さらにコンピューターシミュレーションを活用
することで、熱処理における温度変化を予測し、微生物の死滅の程度や、品
質変化などを計算し、最適な熱処理条件を導くことも重要です。

サンプル処理の様子

コンピューターシミュレーション
による殺菌価分布の予測

ジュール熱の発生に関わる
電気伝導度を測定する様子

有機合成の実験風景

実験動物の飼育風景

アレルゲン特定のための
実験風景

クリーンベンチや実体顕微鏡を
使った研究風景

サバの皮 可食性フィルム

未利用資源の有効活用の一例～
サバの皮から生分解性フィルムの開発

■食品加工学

付加価値の高い
水産食品加工技術に関する研究

一般的な食品加工の工程には、原料の採取、洗浄、混合、加熱、乾燥、
包装、貯蔵などがあります。これらの製造プロセスの中で、食品素材の
みならず、加工・貯蔵の技術およびそれに伴う成分変化は食品の品質に
影響します。私たちの研究室では、化学的、物理的、あるいは生化学的
な視点から、安全かつ付加価値の高い食品（主として水産食品）の製造
プロセスを具体化するための食品設計技術の開発や製造プロセスにおけ
る安全評価システムの確立を目指しています。具体的には、原料から消
費に至るまでの安全性に関わるプロセスの高精度な定量的解析、水産食
品低温利用技術の開発、未利用食料資源の有効利用、及び付加価値の高
い水産食品加工技術の開発に関する総合的な研究に取り組んでいます。

■食品保全化学

食品中の脂質および脂溶性化合物の
健康機能や体の中での役割を調べる

脂質（油）には多種多様な種類があり、体の健康を維持する
ために重要な役割を担っています。私たちは脂質を “ 有機合成 ”
という方法を用いて、新規の脂質や機能性が高い脂質を作り出
し、マウスやラットなどの動物や細胞を用いてその健康機能を
評価しています。健康機能だけでなく、脂質がどのように体内
にとりこまれ、どのような機能が体内で発揮されているのかを
追跡するような実験も行っています。このように食品中の脂質
や脂溶性化合物を用いて人々の健康維持・増進につながるよう
な研究に取り組んでいます。

海洋生命科学部 13



食品生産科学科 4 年（女子）
　豊島岡女子学園高等学校卒業

◆学科の特長、ユニークなところは？
実験・実習が充実しているところです。実習では 1 年生にニ

ジマスの燻製、3 年生で缶詰を製造します。1 年生の後期から開
講される実験では、マヨネーズやかまぼこ、いかめしの製造や、
官能検査の実施など、より実践的な経験が積めます。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
3 年次の食品生産学実習では、実際に食品企業で行われている

ような工場規模の製造を擬似体験できます。学生主体で行うた
め、工程の効率化や異物等の混入を防ぐなどといった衛生管理も
徹底しなければならない点は気が引き締まります。

◆将来の夢、目標は？
食品に携わる仕事に就くことです。食品企業だけでなく、衛生管

理などの間接的に食品に関わる企業・業界にも興味を持っていま
す。これまでに培っ
た経験を活かして
人々の健康と安全
をサポートしたい
です。

食品生産科学科 2 年（女子）
　横浜市立南高等学校卒業

◆どうして東京海洋大学を選んだの？
食べることが好きで食品関係の仕事に興味があったからです。

食品の加工や冷凍などの授業が充実しており、選択の仕方によっ
ては経営の視点からもアプローチできるなど多方面から食品につ
いて学ぶことができるところに惹かれました。

◆学科の特長、ユニークなところは？
食品について物理・化学・生物などあらゆる分野から学ぶとこ

ろです。一見食品には関係のないように見える難しい数式も多々
出てきますが、それが食品のどんな性質に関連しているかを考え
るととても面白いです。

◆受験生に向けて、ひとこと
海洋大では、専門的な授業や実習などを通して充実した学生生

活を送ることができます。食べ物について語り合える一生の仲間
ができること間違
いなしです！

卒業生からのメッセージ

西村　和也さん

　2018（平成 30）年度　海洋生命科学部食品生産科学科卒業
　2020（令和 2 ）年度　大学院海洋科学技術研究科食機能保全科学専攻修了
昭和産業株式会社　基盤技術研究所　分析科学研究室

本学での学びが楽しく、食に関わる研究をしたいと考え、多種多量の穀物と食品素材を扱う
会社に就職しました。現在は、食品の香り成分の分析・研究業務に携わっています。

大学院では、食用油の劣化と微量成分の関係について、有機合成と分析機器を駆使して研究
していました。本学では、専門的な講義や実験、実習を通じて、食品について化学、微生物学、
工学、流通等の観点から多角的に学ぶことができます。6 年間で得られた知識と経験は、社会
人として働く私の糧となっています。食品科学の面白さを、皆様も体感してみませんか。

1時限目
生物化学Ⅰ
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帰宅

サークル

アルバイト

通学

2時限目
課題・自由時間

3時限目
統計学

4時限目
微生物学

夕食
課題・自由時間

昼休み

睡眠

朝食・身支度

起床
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12

課題・翌日の
準備

通学

2時限目
食品加工学

朝食
5時限目

衛生微生物学

昼休み

睡眠

起床
帰宅

夕食

3時限目
資源利用化学

4時限目
資源利用化学

Time Schedule Time Schedule

在学生の声

3 年次実習製品の缶詰所属する学生プロジェクトで開発した麦芽グラノーラのマルシェ販売の様子

神奈川県
出身

東京都
出身

食品生産科学科
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1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

総
合
科
目

共通導入科目
文化学系科目
哲学・科学論系科目
社会科学系科目
健康・スポーツ系科目
外国語系科目

基
礎
科
目

● 水産海洋概論Ⅰ＊
● 水産海洋概論Ⅱ＊
● 基礎微積分Ⅰ＊
● 基礎微積分Ⅱ＊
● 数理解析
● 線形代数
● 物理学

● 化学
● 生物学＊
● データサイエンス

入門 A
● データサイエンス

入門 B

● 統計学＊
● 情報処理概論
● 陸水学

● 物理学実験
● 地学
● 地学実験

グ
ロ
ー
バ
ル
・

キ
ャ
リ
ア

関
連
科
目

● TOEIC 入門＊
● グローバルキャリア入門
● キャリア形成論Ⅰ

● TOEIC 演習＊
● 海外派遣キャリア演習Ⅰ
● キャリア形成論Ⅱ　

● 海外派遣キャリア演習Ⅱ

専
門
科
目

コ
ア
課
程
科
目

● 海洋政策文化入門＊
● 日本経済論
● 経営学
● 水圏環境教育学
● 漁業管理論

● 海洋政策文化研究法＊
● 水産経済学
● 海洋法
● 資源利用関係論
● 海洋環境政策論

● 環境と教育
● 海洋性レクリエー

 ション論
● 国際文化思想論
● 多文化環境論

● 科学技術論
● 生命・環境倫理学

ア
ド
バ
ン
ス
ト
課
程
科
目

共通系
● 海洋政策文化基礎演習 ● 海洋政策文化特別講義 ● 海洋政策文化インターンシップ

● 職業指導

海
洋
産
業
・

海
洋
政
策
系

● 食料経済論
● 経済学演習

● 漁業経営論
● 食品マーケティング論
● 海事法規
● 水産経済学
● 水産調査

● 沿岸域利用論
● 水産物流通論
● 水産経済史
● 資源経済論
● 海洋管理制度論

● 水産政策論
● 沿岸域管理論
● 海洋政策実習
● 沿岸地域社会調査
● 漁村フィールドワー     

ク実習

海
洋
環
境
教
育
・

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
系

● 海と健康
● マリンスポーツ実習
● 水圏環境教育学実習
● 漁具漁法学
● 動物発生学

● 微生物学
● 動物組織学
● 資源生物学実験
● 比較生理学
● 集団生物学

● スポーツ生理学
● 健康・スポーツ科学

 演習
● 水圏環境コミュニケ

 ーション学実習

● 水族栄養学
● 魚群行動学
● 栄養生物化学実験

国
際
・
科
学
文
化
系

● 魚食文化論 ● 海洋文化史
● 国際関係論

● メディア文化論
● 環境文学
● 環境思想
● 海洋文学
● 政治哲学

● 生命・環境倫理学の
 諸問題

● 科学技術論の諸問題
● 国際協力論
● 日本社会理解

卒業研究科目
● 海洋政策文化セミナーⅠ＊
● 海洋政策文化セミナーⅡ＊

● セミナー＊
● 卒業論文＊

Undergraduate Course of Marine Policy and Culture

海 洋 政 策 文 化 学 科

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。

４年間で学ぶ授業例

政策・産業・文化という３つの切り口から、国際的かつ学際的な視野をもって教育を行います。その対象は、法律、経
済、人文学、海洋スポーツ、教育学など、多岐にわたります。こうした教育によって、広い知識を修得すると同時に、物
事を理解し考えるための思考力を育てます。

具体的には、海や人をめぐって起きていることを講義から知り、調査や実習を通して現場の事実を体験的に学び、得ら
れた知見を議論によってさらに深めていくことによって、海洋をめぐるさまざまな課題を政策的に解決する実践力を身に
付けます。

このように、本学科では、理系と文系を問わず総合的な立場から考える力と行動する力を兼ね備え、海と人と社会の望
ましいつながりの実現に貢献できる人材を育成します。

教育内容の概要
海洋生命科学に関する基礎及び専門的知識と技術を修得させるとともに、海洋生命科学における

課題設定能力と解決能力、及び高度専門職業人としての基礎を修得させるために、総合科目、基礎科
目、専門科目等の授業及び実験・実習等を体系的に編成し、組織的教育を行います。

総合科目及び基礎科目では、幅広い教養・論理的思考能力・文化的素養・国際的視野・コミュニケー
ション能力を養うこと、大局化した諸課題を総合的に理解・判断できる能力が修得できることを目標
として講義・演習等を編成し、組織的に教育を行います。

また、専門科目では海洋をめぐる社会科学的・人文科学的諸事象に関する基礎及び専門的知識を
総合的に修得します。具体的には、「海・人・社会」の望ましいあり方を探究することを目的とした
課題設定能力と解決能力を育成します。そのために、経済、法律、国際関係、社会、歴史、思想、文
化、言語、文学、教育、海洋スポーツ等に関する幅広い授業科目を配し、組織的な教育を行います。

学科の情報はこちら
（大学HP）

海洋生命科学部 15



1 週間の時間割例

■ 国際海洋政策
捕鯨問題を含む国際的な漁業や海洋の問題、生物
多様性の保全などの国際環境問題を研究する

■ 国際開発・協力論
水産物をめぐる国際貿易や漁業の国際協力のあり
方を研究する

■ 海事法・海洋法
海洋の法制度と船舶の航行に関する法の研究

■ 海洋環境政策論・海洋管理制度論
海洋資源に関する管理制度を主に環境経済的な視
点から研究する

■ 資源経済論
効率的な資源利用における市場経済の役割と政策
の役割を研究する

■ 水産経済政策論
経済学的視点から海洋、なかでもとくに水産政策
のあり方を研究

■ 水産経済・経営学
経済学的な視点から、資源管理、漁業管理、およ
び地域創生のあり方について研究

■ 流通・マーケティング論
生産と消費を適合させる仕組みや取り組みに関す
る研究

■ 水産経済史
海を舞台とした経済活動の歴史を研究する

■ 沿岸域・海洋管理論
沿岸域・海域の資源環境を持続的に利用する「し
くみ」の望ましいあり方を研究

■ 沿岸域資源論
沿岸域における資源＝人と魚と水の関係について
研究する

■ 水圏環境教育学
身近な水産生物を活用した水圏環境教育プログラ
ムの開発・実践・評価

■ 環境教育論
環境教育の関係について、理論的・歴史的・実践
的な視点から研究する

■ スポーツ生理学、環境生理学
潜水や船酔いなどによって生じる人体の循環系変
化に関する研究

■ 海洋スポーツ、スポーツ方法学
海洋のスポーツと教育に関する研究、スポーツ（競
技を含む）に関する研究

■ 生命・環境倫理学
人間や動植物の生と死、地球環境などに関わる倫
理学的課題を考察する

■ 科学技術史
科学技術をめぐる歴史的・社会的問題の考察

■ 多文化環境論
多様な文化的属性（階級・民族・ジェンダー等）
をめぐる社会的・環境的問題を考察する

■ 社会言語学
言語使用と社会の相互影響についての研究

■ イギリス文学・文化
海洋・環境・人間の観点からイギリスの文学や文
化を研究する

■ フランス文学・思想、アナール派歴史学
近世から今日にいたるフランスの文学・思想・歴史

■ アメリカ文学・文化
海洋・環境・人間の観点からアメリカの文学や文
化を研究する

括弧付きの科目は、資格取得のための科目です。

［１年次］総合科目、基礎科目中心

［３年次］専門科目、応用科目中心

MON TUE WED THU FRI

1 Practical 
EnglishⅡ 日本国憲法 日本経済論 政治学

2 Basic English Ⅱ

3 スペイン語Ⅱ 数理解析 経営学

4 日本語表現法 （ 教育原理 ） スポーツⅡ

5 ヨーロッパ文化論 漁業管理論 水圏環境教育学 水産海洋概論Ⅱ 現代倫理学

MON TUE WED THU FRI

1

2 スポーツ生理学 メディア文化論 沿岸域管理論

3 沿岸域利用論 水産経済史

4 資源経済論 （ 博物館学Ⅳ）

5 生命・環境倫理学 環境思想 環境文学 海洋政策文化
セミナーⅠ

就職先
国家公務員総合職・一般職等（農林
水産省、水産庁、水産総合研究セン
ター、北海道開発局等）、地方公務
員総合職・技術職・教員等（北海道、
青森県、岩手県、山形県、福島県、
東京都、神奈川県、富山県、滋賀県、
山口県、徳島県、高知県、気仙沼市、
新庄市等）、大学教職員（東京海洋
大学、近畿大学、筑波大学等）、共
水連、極洋、漁済連、国分、商船
三井客船、新京成電鉄、セブン ‐
イレブン・ジャパン、JTB、全水加
工連、全漁連、全日本空輸、全農、
中央魚類、テレビ新潟、東洋冷蔵、
ニチモウ、ニチレイ、日本漁業保
険組合、日本航空、ニッスイ、日
本政策金融公庫、日本生命保険、
野村証券、東日本旅客鉄道、マリ
ンフーズ、マルハニチロ、三井住
友海上保険、三菱 UFJ 銀行、明治、
リクルート、理研ビタミン　等

学科担当教員の
研究分野・内容

卒業後の進路
大学院進学 16.7
海洋科学専攻科 8.3
就職 72.2
その他 2.8

運輸業、
郵便業
3.8

金融業、保険業
3.8

その他
4.0

情報
通信業
7.7

卸売業、
小売業
26.9

製造業
26.9

公務
19.2

学術研究、
専門・技術
サービス業
7.7

取得可能資格
● 高等学校教諭一種免許状（理科・水産）
● 学芸員
● 三級海技士（航海）※ 

● 技術士補

※ 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び海洋科学専攻科（p.43）
を修了すれば、筆記試験が免除されます。

令和 3 年度卒業者（％）

就職先業種

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照

海洋政策文化学科
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■沿岸域資源論

「人と魚と水の関係」から
資源について考える

沿岸域資源論は、資源を自然そのものとして捉えるの
ではなく「人と魚と水の関係」として捉えて、資源の持
続的利用とそれによる沿岸地域社会の発展について考究
しています。

漁業をはじめ、釣り、ダイビング、ホエール・ウォッ
チング、環境保護活動等に着目し、それぞれの「人と魚
と水の関係」を規定している生物の生態的特徴、人間の
価値認識、そして自然−人間−社会の関係を統合的に把
握することを重視しています。

■国際海洋政策

国際的な海洋問題に対処するための
政策を学際的に研究

海洋をめぐる問題は、国際的な性質を有することが多く、国内
外で大きな注目を集めています。例えば海洋生物資源の保存と管
理、地球温暖化と海洋、海洋環境の汚染、生物多様性の保全など
の問題が様々なメディアで取り上げられています。

授業では、これらの問題を多角的に分析し、その背景や原因を
理解するとともに、問題の解決に向けて国際社会がどのように取
り組むべきかについて考えます。このことは、持続可能な開発目
標（SDGs）の 14 番目である「海の豊かさを守ろう」という国際
目標を達成するために重要です。

研究室での現地調査の風景　
（栃木県のミヤコタナゴ保護活動への参加）

実習風景
（沖縄県の赤土流出防止活動への参加）

国連持続可能な開発会議（2012 年）での海洋をめぐる議論の現場

海女を対象とした実験の様子

■スポーツ生理学・環境生理学

海洋におけるヒトの活動を
人体生理学から支える

素潜りで水深 100m 以上潜るエリートダイバーに、近赤外線
センサーを装着して潜水中の血液の流れを計測したところ、脳に
血液が集まってくる現象が観察されました。この現象は、これま
でイルカ等で確認されていましたが、ヒトにおいては世界で初め
ての発見でした。

このような潜水に関する人体生理学を中心に、高齢化が進む海
女の腰痛対策、水中での運動が脳の認知機能や自律神経系に与え
る影響などについて研究を行っています。

■海洋文学・環境文学

環境と人との関係性を資源と
その利用とは異なる文脈へと開く

当研究室では、文学作品に表れる海をはじめとする自然環境を
めぐる言説や表象を分析し、人々の想像力の中で自然環境がどの
ように構築され、どのように時代と関わっているのかなどを研究
しています。

海を含むより広い環境や生態系に着目する環境文学批評は、環
境に関する政策の立案や提言を行う上で必要な「環境的想像力」
の養成に不可欠な視点を与えてくれます。

イングランドの秘境、
セルボーン村

（高台からの風景）

18世紀イングランドの温室の再現

研究紹介
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海洋政策文化学科 4 年（女子）
　新潟県立長岡高等学校卒業

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
海が大好きな人たちとの交流で自分もさらに海や川が好きに

なった時、本当にこの大学に入学してよかったと思いました。

◆学科の特長、ユニークなところは？
文理融合していて、自由に学びたいことを選択できる点です。

様々な側面から海について学ぶことで、人と海がどのように関
わっていくべきか広い視野で考える力をつけることができます。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
実際に漁業者の方からお話を伺うなど貴重な経験ができます。

現地でのヒアリングなどは事前学習が非常に重要となるので、積
極的に情報収集をする力や学ぶ姿勢が求められると思います。

◆受験生に向けて、ひとこと
この学科は文理

問わずチャレンジ
できる貴重な学科
だと思います。海
が好きという共通
点から様々な分野
が得意な人たちと
仲良くなれ、とて
も充実した楽しい
大学生活を送るこ
とができます。

海洋政策文化学科 2 年（男子）
　岩手県立花巻北高等学校卒業

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
東京海洋大学には、海に関して様々な関心事を持つ学生が集

まっています。入学後に出会った友人との交流を通じて、新たな
知識を得たり、新たな視点や問題意識に気づくことができたりし
たときに入学してよかったなと思いました。

◆学科の特長、ユニークなところは？
海と人と社会のつながりについて、様々な視点から学ぶ機会が

あります。講義や実習を通じて、水産業のほかにもレジャーや教
育などの幅広い分野で、人が海の恵みを享受していることに気づ
くことができます。

◆将来の夢、目標は？
地元岩手の沿岸地域振興の手伝いとなることをしたいです。

◆ 受験生に向け
て、ひとこと
本学科では、海

洋をめぐる様々な
事 象 に つ い て 人
文・社会科学的な
視点から学ぶこと
ができ、とても有
意 義 で 楽 し い で
す。

卒業生からのメッセージ

久我　颯大さん

　2022（令和４）年度　海洋生命科学部海洋政策文化学科卒業
水産庁　資源管理部　国際課ロシア班

海洋政策文化学科で学ぶ中、世界中の国々と海を通じてつながりのある水産業や水産行政へ
の関心が高まり、水産庁に入庁しました。現在は、ロシアと日本との漁業交渉に関する業務を
担当しております。

学科の授業や実習では、魚を捕ること、そして食卓に届くまでのことについて、マーケティ
ングや海洋法など様々な観点から学ぶことができました。そのような学びや経験は、水産業や
海の利用の全体像を理解し、現場の状況を踏まえ、今後の展開を考える今の仕事に直結してお
り、とても有意義なものだったと思います。海や水産業に興味をお持ちの方、海洋政策文化学
科での、現場に即した多様な視点からの学びはいかがでしょうか。

大学の図書館で
勉強

休憩・研究室へ
移動

大学の図書館で勉強

課題等の作業

風呂

ゼミ
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12

家事

下校
夕食

休憩

朝食家事

睡眠

自由時間・明日の準備

起床

昼休み

登校

課題等の作業

1時限目
漁具・漁法学
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課題・
自由時間

昼休み

5時限目
海洋文化史

夕食

起床

朝食・家事

部活動

2時限目
動物組織学

睡眠

Time Schedule Time Schedule

在学生の声

葉山での海 SUP魚食文化論の授業で捌いた魚

新潟県
出身

岩手県
出身

海洋政策文化学科
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海
洋
工
学
部

TOPIC

海事英語学習・評価プログラムの開発

海事・海洋英語教育の世界拠点を目指して。
文部科学省・現代 GP によるプロジェクト「海事英語学習・評価プログラムの

開発」が平成 19 年度で終了し、海事・海洋英語データベースと海事英語検定試
験の開発、及び「体験型海事英語学習プログラム」の確立という当初の目標を達
成することができました。プログラムの詳細・報告書はホームページをご覧くだ
さい。

本学ではこの取組みを継続し、平成 20 年度以降、毎年度練習船（海鷹丸・汐
路丸）での訓練航海中の海事英語訓練、海外から教員・学生を招聘した短期セミ
ナーを実施し、海事英語教育の国際拠点を目指しています。
● プログラムの詳細・報告書

http://www2.kaiyodai.ac.jp/~takagi/mei/index.html

海洋電子機械工学科

流通情報工学科

海事システム工学科

先輩が東京海洋大学に
入学を決めた理由



海洋工学部は、母体となった商船学校から
数えて 140 年を超える歴史と伝統を持ち、
船舶の運航や管理、動力機関、海洋機器、海
上輸送などに関連する教育研究を行ってきま
した。日本が高度経済成長を遂げた後は、環
境保護や省エネルギーにも教育研究の対象を
広げ、その時代における社会の要求に応えて
きました。

教育の特色としては、現場、現物、現実を
重視した少人数クラスでのきめ細かな修学指
導を重視し、海事関連社会で活躍する優秀な
人材を育成しています。近年では、大学改革
の一環として、海洋開発及び環境エネルギー

分野に関する「高度海洋技術者専門コース」
を開設し、海洋基本計画等で求められる海洋
人材を輩出しています。さらに、流通情報工
学科では、2020 年度から統計学や人工知能
をベースとした AI・データサイエンス系科
目群をカリキュラムに新設し、大学におけ
る SDGs と共に、デジタルグリーン社会を見
据えた次世代を担う人材育成を行います。グ
ローバル教育に関しても、学部の特性に応じ
た海外インターンシップを実施するととも
に、練習船、各種シミュレータなどをフルに
活用した海事英語教育を行っています。

環境に配慮した海洋利用型技術の分野でリーダーとなる

創造力豊かな若者を求めています

海
洋
工
学
部

越中島キャンパス

入学定員総数

160 名

海事システム工学科

59 名

海洋電子機械工学科

59 名

流通情報工学科

42 名

元田　慎一海洋工学部長
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Undergraduate Course of Maritime Systems Engineering

海事システム工学科

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。

４年間で学ぶ授業例

安全で効率の良い船舶運航の実現を目指して、明治の頃より連綿と積み重ねられた経験と知識、そして最新の先進的技
術、その両方を融合して駆使する特徴ある分野です。海事システム工学科では、航海（ナビゲーション）技術や情報処理
技術のほか、語学や法律などを幅広く学びます。

私たちは、皆さんが将来「専門的な職業人になる」または「学究的な挑戦をする」機会を準備しています。

教育内容の概要
実学を重視した講義、実験、演習を中心に、1 年次から専門科目を基礎から応用に向けて学習する

ようにカリキュラムが組まれています。海事技術者としての幅広い視野と豊かな人間性を育むため
に、4 年間を通じて文化学系、哲学・科学論系、社会科学系、健康・スポーツ系、外国語系科目から
なる総合科目を学びます。1 年次から 2 年次前期までは、専門科目の基礎となる数学、物理、情報系
科目からなる基礎教育科目を学びます。短艇実習、海洋実習や海技教育機構の大型練習船による乗船
実習 ( 合計 2 ヶ月間 ) を通して、リーダーシップや協調性を修得します。2 年次後期からは、船舶管
理または海事工学の教育プログラムを選択し、専門科目を学びます。

1. 船舶管理教育プログラムでは、船舶の運航管理や保守管理ができる技術者を育成するための知識や
技術を学びます。

2. 海事工学教育プログラムでは、運航者の視点でものつくりができる技術者を育成するための知識や
技術を学びます。

3. 海技士資格の取得を目指す学生は、船舶管理または海事工学の教育プログラムだけでなく海技士科
目を学び、世界の海技士を教育し、リーダーシップを発揮できるための知識や技術を学びます。4
年次の乗船実習 ( 合計 4 ヶ月 )、卒業後に乗船実習科 (6 ヶ月 ) に進学することで三級海技士 ( 航海 )
免許の取得が可能です。

1 年次 2年次 3年次 4年次

総
合
科
目

文化学系
哲学・科学論系
社会科学系
健康・スポーツ系
外国語系

基
礎
教
育
科
目

● 航海システム概論＊
● 計算機科学
● 情報処理基礎論＊
● データサイエンス入門 A
● データサイエンス入門 B

専
門
科
目

海
事
工
学
系

● 信頼性工学
● 通信ネットワーク
● 海事情報処理
● 船体構造論

● 計測工学Ⅱ
● 制御工学
● 航海システムⅡ
● 船舶制御
● 浮体運動論
● 航海システムⅢ
● 船用工業実務論

● マリナーズファクターと安全運航
● 機関システム工学概論

資
格
・
海
技
士
系

● 航海英語Ⅰ ,Ⅱ
● 海事法規

● Topics in Maritime Linguistics
● 船舶医学
● 海上無線法規
● 海事システム工学実験演習Ⅴ
● 海事教育技法
● 国際海事訓練セミナー
● 船舶実習Ⅱ
● 船舶実習Ⅲ

船
舶
管
理
系

● 海運経営論
● 国際法
● 海洋環境学
● 安全工学

● 輸送管理
● 船舶運航論
● 保険契約法
● 損害賠償法

● 組織管理論
● 海商法
● 海運実務論

● 海上危機管理論

実
習
・

実
験

演
習
系

● 短艇実習＊
● 水泳実習＊
● 船舶実習Ⅰ＊

● 船舶実験Ⅰ（汐路丸）＊
● 船舶実習Ⅰ＊
● 海事システム工学ゼミナールⅠ＊
● キャリア形成論

● 海事システム工学実験演習Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ＊
● 海事システム工学ゼミナールⅡ ,Ⅲ＊
● 船舶実験Ⅱ（汐路丸）＊
● 海洋開発環境エネルギー概論

● 卒業研究＊

共
通
基
礎
専
門
系

● 海事システム工学概論＊
● 電気工学＊

● 船舶基礎力学＊
● 電子通信工学＊
● 信号情報処理＊
● アルゴリズム＊

● 大気環境学＊
● 抵抗推進論＊
● 計測工学Ⅰ＊
● 航海システムⅠ＊

● 運航管理＊
● 船体管理＊

基
礎
数
理
系

● ラプラス・フーリエ解析
● 最適化数学
● 確率論
● 振動と波動
● 複素解析

● 数値解析

学科の情報はこちら
（大学HP）
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1 週間の時間割例

■ 知能システム
知的なマルチエージェントを用いた海上交通流シ
ミュレーションシステムや自律型の水中ロボット
開発などの研究

■ 航行システム工学
航法および航行支援のための装置やシステムに関
する研究

■ 航海システム論
情報通信技術等を利用した運航支援および支援シ
ステムに関する研究

■ 最適航路計画論
気象海象を予測して船舶の運航性能を推定し、最
適な航路計画を行う研究

■ 制御理論、信頼性・安全性工学
制御システム、特に制御ロジックの安全性解析・
設計に関する研究

■ 電子情報工学
ソフトウェア・ハードウェアを通じた画像処理技
術の研究

■ 誘導制御論
船舶を中心とした各種ビークルの運動解析・予
測・制御に関する研究

■ 海洋気象学
大気と海洋の運動や相互作用に関する物理学的研
究

■ 船舶工学
船舶の構造と安定性、船体の運動における抵抗と
推進に関する研究

■ 人間機械系工学
船舶運航者の情報処理と行動特性に適した船舶運
航環境の構築に関する研究

■ 衛星測位工学
高精度位置決定に関する研究

■ 海洋文化学
海の人類学、考古学、歴史学の研究

■ 民事法学
保険法の研究

■ 国際法学・海事法学
国際法、海事法よりみた海洋、海運、船員に関す
る法的な研究

■ 言語情報学
自然言語の音声・統語・意味構造の科学的解明と
英語教育への応用

飯野海運、出光タンカー、NS ユナイ
テッド海運、NTT コミュニケーショ
ンズ、NTT データウェーブ、NTT デー
タフィナンシャルテクノロジー、NTT 
ワールドエンジニアリングマリン、
海技教育機構、海上保安庁、鹿児島
海運、川崎汽船、川崎近海汽船、共
栄タンカー、光電製作所、航空自衛
隊、国土交通省、山九、ENEOS オーシャ
ン、ジャパンマリンユナイテッド、
商船三井、商船三井客船、新来島どっ
く、新日本海フェリー、全日本空輸、
ダイトーコーポレーション、東洋エン
ジニアリング、東洋信号通信社、田
淵海運、中央システム、日本海事協
会、日本海事検定協会、日本海難防
止協会、日本海洋掘削、日本テレビ、
日本郵船、日立情報通信エンジニアリ
ング、ロジスティード、ビューロベ
リタス（フランス船級協会）、ユニバー
サルコムピューターシステム　等

［３年次（前学期）］海事工学系 海技士を目指す場合

［３年次（後学期）］船舶管理系 海技士を目指す場合

MON TUE WED THU FRI

1 運航管理 航海システムⅡ 制御工学

2 航海英語Ⅰ 文学 機械学習 海事法規 海事システム工学
ゼミナールⅡ

3 海事システム工学
実験演習 計測工学Ⅱ 水中考古学 海事システム工学

実験演習

4 海事システム工学
実験演習 海商法 Interactive

EnglishⅠ
海事システム工学

実験演習

5 船舶運航論 海事システム工学
実験演習

海事システム工学
実験演習

MON TUE WED THU FRI

1 浮体運動論 船体管理 航海システムⅢ 歴史学

2 組織管理論 保険契約法 海事システム工学
ゼミナールⅢ

3 海事システム工学
実験演習 数値解析 国際輸送実務論 海事システム工学

実験演習

4 航海英語Ⅱ 海事システム工学
実験演習 輸送管理 Interactive

EnglishⅡ
海事システム工学

実験演習

5 海事システム工学
実験演習 海運実務論 船用工業実務論 海事システム工学

実験演習

取得可能資格
●高等学校教諭一種免許状（商船・工業）
●第一級海上特殊無線技士
●三級海技士（航海）※ 1

●船舶衛生管理者※ 2

●電子海図情報表示装置（ECDIS）講習
の資格※ 3

※１　本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び乗船実習科（p.43）
を修了すれば、筆記試験が免除されます。

※２　乗船実習科（p.43）を修了後、講習受講により取得できます。
※ 3　三級海技士に合格することで、電子海図情報表示装置 (ECDIS) 搭載船舶に乗船で

きる資格を取得できます。

学科担当教員の
研究分野・内容

生活関連サービス業、
娯楽業
4.3

公務
8.7

運輸業、
郵便業
43.5

その他
4.6

建設業
13.0

製造業
4.3

情報通信業
13.0

卸売業、
小売業
4.3

学術研究、
専門・技術
サービス業
4.3

卒業後の進路
大学院進学 8.5
乗船実習科進学 54.9
就職 32.4
その他 4.2

令和 3年度卒業者（％）

就職先 就職先業種

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照

海事システム工学科
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研究紹介

■ 自己位置推定

ロバストな位置推定に関する研究
将来の自動操船支援に必要となるロバストな自己位置推定に関

する研究開発を行っています。GNSS は世界中でメートル級の位
置を取得できる便利なものですが、干渉等に弱く屋外の開けた場
所が前提となります。自動操船では信頼性へのハードルが高いた
め、GNSS のみに頼らない自己位置推定方法を幅広く研究してい
ます。廉価な IMU と GNSS の統合やカメラや Lidar を利用したも
のです。屋外の開けた場所であれば GNSS で cm 級の位置及び速
度推定が可能であり、IMU やドップラソナーを併用することで
着桟時に操船者への負担を減らすための研究及び実験を行ってい
ます。また、河川を含めた自動操船を鑑みて、高架下等でもロバ
ストな位置推定を行うために Lidar やカメラによる精密地図生成
や自己位置推定の研究及び実験を行っています。

複数の研究室の得意な領域を持ち寄り、より堅牢なアルゴリズ
ムを開発しています。

■ 海洋文化学

SDG14 海の豊かさを守ろう
海と日本との深い精神的なつながりは、世界最古の縄文丸木舟

の発掘や、安土桃山期前後における多くのすぐれた日本人船員の
アジアの海での活躍というような歴史的な事実により証明されて
きています。瀬戸内の塩飽水軍の伝統は、明治以降の日本商船隊
にも広く受け継がれました。他方、外国にはその地域ごとに固有
な文化があり、それを理解することなしに、例えば、それぞれの
海域独自の背景をもつ海賊事象などを抜本的に解決するというこ
とは不可能です。

海をめぐる国際情勢はますます複雑化してきており、「国連海
洋法条約」や「船舶と港湾施設の保安のための国際コード（ISPS
コード）」、「水中文化遺産保護条約」その他の国際法が果たす役
割も日々高まってきています。こうした中、国連とユネスコは
2021 年から 2030 年までを「国連海洋科学の 10 年」に定めまし
た。「SDG14 海の豊かさを守ろう」を中心に、「SDG13 気候変動
に具体的な対策を」などへの対応が始まっています。

■ 航海システム論

船舶航行データを運航支援に関する研究
運航支援システムの目的の一つが船舶の衝突リスクを小さくする

ことです。操縦性能・大きさが異なる様々な船舶が航行する東京湾
では、航行規則による船舶交通流の整流や航行管理により大型船同
士が近づくことを避けさせることで衝突の発生回数を減らしていま
す。しかし経済活動や気象海象の変化、海洋土木工事による航行海
域の制限や工事に関わる特殊な船の航行隻数増加により船舶の交通
流が変化することで潜在的な危険が新たに発生しているかもしれま
せん。一方、情報通信技術の発達による新しいシステムが開発・装
備されることにより船舶同士もしくは陸上の監視局でも船舶動静を
把握しやすくなったことから様々な海域にて長期間の船舶航行デー
タの蓄積が可能となりました。

ここでは蓄積される情報を基に海上交通の特性を理解し新しいシ
ステムの利点を活用した衝突リスクの減少、効率的な運航支援に関
する研究を進めています。

SDGs へ取り組み
（ICOMOS:Heritage & the 

SDGs)

GNSS/IMU を利用した
自動着桟支援実験

東京湾内を航行する
AIS 搭載船舶の航跡

Lidar 等による精密地図生成と位置推定

レーダによる船舶動静の計測

水中考古学調査
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海事システム工学科 4 年（男子）
　東邦大学付属東邦高等学校卒業

◆学科の特長、ユニークなところは？
工学的な授業だけでなく、法律や実務論など幅広い勉強がで

きる点です。航海士になるためには分野に問わず多くの知識が
必要となるので、この学科ならではだと感じます。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
団体行動が基本であるため、生活や指導に厳しさがありま

す。しかし、これらを共に乗り越えていく仲間とは信頼関係が
築かれ、厳しくも楽しく過ごすことが出来ます。

◆将来の夢、目標は？
外航船の船長として、海や船のエキスパートとなることで

す。外航船員は、世界の海を舞台に働くことのできる数少ない
職業です。憧れを抱いたこの職業で道を極めたいです。

◆受験生に向け
て、ひとこと
多忙な大学生活

となりますが、単
なる知識だけでは
なく、多くの経験
やかけがえのない
仲間を得られるの
がこの大学の最大
の魅力です！

海事システム工学科 2 年（女子）
　クラーク記念国際高等学校卒業

◆どうして東京海洋大学を選んだの？
帆船の造形美と電子機器がない時代の航海術に惹かれて航海

士を志すようになり、東京海洋大学への進学を決めました。図
書館に航海や船舶に関する蔵書が多いところも魅力的でした。

◆学科の特長、ユニークなところは？
実習が多いところです。座学と実習により実践的な知識が身

につきます。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
覚えることが多く体力も必要ですが、経験を共有できることで、

同じ班になった人とは自然と打ち解けられました。短艇実習で重
いオールを扱う際には、自分の不注意が他の人の怪我につながっ
てしまうかもしれないという緊張感を常に覚えていました。

◆受験生に向け
て、ひとこと
海に関して多分

野にわたる授業が
あるので、学びた
いものが明確にあ
る人だけでなく漠
然と海や船が好き
と思っている人に
もおすすめです。

在学生の声

卒業生からのメッセージ

齊藤　詠子さん

　2014（平成 26）年度　海洋工学部海事システム工学科卒業
　2016（平成 28）年度　大学院海洋科学技術研究科海運ロジスティクス専攻修了
国土交通省　海事局　海洋・環境政策課　技術企画室

海上技術安全研究所での航海支援 / 自動運航システムの開発・評価に係る研究を経て、現在は
国土交通技官として、海事技術の政策に係る企画・立案に携わっています。海事技術や航海・運
航関係の内容は、学部時代から勉強を続けてきた専門分野であり、本学で勉強した基礎が土台と
なって仕事を進める上で大きな力になっています。また、同級生やお世話になった先生方・先輩
後輩と仕事をすることも多く、本学で得られた同級生との絆・人との繋がりは今でも続いていま
す。このように、本学では乗船実習等を通じて海事技術を習得できることに加え、人同士の結び
つきが強くなるような経験ができ、これらの経験は今後の人生に大いに役立つと思います。
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部活動

通学・課題

5限目
海事システム
工学概論

3限目
スポーツⅡ

起床・朝食・
準備

昼休み
2時限目
電気工学

帰宅
夕食・入浴・翌日の準備

1時限目
健康科学
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研究室

自由
時間

昼休み

起床

夕食・入浴

1時限目
制御工学2時限目

船舶医学

睡眠アルバイト

Time Schedule

東京都
出身

新江ノ島水族館　しんかい 2000 乗船実習中の景色

神奈川県
出身
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Undergraduate Course of Marine Electronics and Mechanical Engineering

海 洋 電 子 機 械 工 学 科

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。
（機）の付く科目は機関システム工学コースを対象に開講。
（制）の付く科目は制御システム工学コースを対象に開講。

４年間で学ぶ授業例

船舶に使用されている先進技術を結集した高効率推進システムや船内の住環境を確保するための各種インフラ機器、
様々な機械要素を組み合わせたシステムやロボット等を教材として、機械、電気、制御等の工学の基礎から応用までを幅
広く学びます。

バラエティーに富んだ講義科目と実験・実習・ゼミナールや大型練習船での洋上実習を通じて、船舶・海洋関連機器、
各種プラント設備、省エネ・環境対策機器などのオペレーション、設計・製造・研究開発に指導的な役割を果たすことが
できる高度専門技術者を養成します。

教育内容の概要
ものを「つくる」だけでなく、低環境負荷および高効率で安全に「運用する」技術を含めた総合工学

を基礎から応用に向けて学習するカリキュラムが組まれています。
1 年次より国際的、総合的な視野を養うよう社会科学系や外国語系等の総合科目や専門科目と関連

の深い基礎教育科目とともに専門科目を開講します。
1、2 年次にそれぞれ 1 ケ月の海技教育機構の大型練習船による乗船実習を実施します。講義によ

る理論と実験、実習、演習とさらには実際の船舶による実習を通して、総合的に電子・機械工学など
を教育します。

3 年次以降は、機関システム工学コースと制御システム工学コースの 2 つのコースに分かれます。

1. 機関システム工学コースでは、基礎となる機械・電気・電子などの工学系科目に加え、主に船舶運
航に関する工学について教育を行います。卒業までに最長で 4 ヶ月間の大型練習船による乗船実
習が組み込まれており、船舶運航技術者として必要な教育を行います。また、所定の要件を満たす
ことにより三級海技士 ( 機関 ) の取得が可能となります。

2. 制御システム工学コースでは、講義に加え実験や演習を通して、様々な機器、システムやプラント
の設計・製造および管理の技術者として必要な機械、電気・電子、制御に関する工学について広く
教育を行います。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

総
合
科
目

共通導入科目

哲学・科学論系科目
社会科学系科目
健康・スポーツ系科目
外国語系科目

文化学系科目

基
礎
教
育
科
目

● 微分積分Ⅰ＊
● 微分積分Ⅱ＊
● 線形代数Ⅰ＊
● 線形代数Ⅱ＊
● 物理学＊
● 数学演習
● 力学＊
● 天文学
● 物理学実験

● 化学熱力学
● 統計学
● 計算機科学
● 情報処理基礎論
● 航海システム概論
● 電子機械工学入門＊
● 基礎ゼミナール
● データサイエンス入門 A
● データサイエンス入門 B

● 常微分方程式
● 電磁気学
● 物質科学
● 化学実験
● 契約法

専
門
科
目

機
関
系

● 機関システム工学入門＊ ● ターボ動力工学Ⅰ＊
● 内燃機関工学Ⅰ＊
● 補助機械工学＊
● 電気工学＊

● ターボ動力工学Ⅱ
● ガスタービン工学
● 内燃機関工学Ⅱ
● エネルギー工学＊
● 海洋流体工学
● 原子力機関工学

● 冷凍空調工学
● 流体機械工学
● 電気機器学
● 機関システム管理工学

● 電気推進基礎論

機
械
系

● 機械加工学 ● 材料力学＊
● 機械力学＊
● 金属材料学＊
● 環境材料学

● 工業熱力学＊
● 伝熱工学
● 流体工学＊

● トライボロジー
● 機械設計製図＊
● 材料物理工学
● 計算物理学

電
子
・
制
御
系

● 制御工学Ⅰ＊
● 基礎電子工学＊
● 振動と波動

● ロボット工学Ⅰ＊
● ロボット工学Ⅱ
● ソフトウェア工学
● 制御工学Ⅱ
● 電子回路論

● 応用制御工学
● 半導体工学（制は必修）
● 計測工学
● 化学エネルギー変換

工学

● 水中機器学

そ
の
他

A
● 船舶工学Ⅰ
● 船舶工学Ⅱ

● 機関英語Ⅰ
● 機関英語Ⅱ（機）
● 国際法

● 海運経営論
● 海運実務論

● 船舶医学
● 海事法概論

B

● ラプラス・フーリエ
     解析
● 確率論
● 最適化数学

● 複素解析
● データ構造と
     アルゴリズム

● 信号情報処理
● 信頼性工学
● 機械学習
● 数値解析

● 舶用工業実務論
● 海洋開発環境エネ

ルギー概論

実
験
・
実
習
等

● 水泳実習＊
● 短艇実習＊
● 船舶実習Ⅰ＊

● 電子機械工学実習＊
● キャリア形成論
● 船舶実習Ⅰ＊

● 電子機械工学実験＊
● 制御システム工学

演習＊（制）
● 材料・機械力学演習＊

● 電子機械工学
     ゼミナール＊
● 学外実習
● 船舶実習Ⅱ＊（機）

● 船舶実験（汐路丸）＊（機）
● 船舶実習Ⅲ（機）
● 卒業研究＊
● 職業指導
● 機関実務実習（機）● 熱流体工学演習＊

● 船舶実験（汐路丸）＊（制）

学科の情報はこちら
（大学HP）
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1 週間の時間割例

■ 内燃機関
舶用ディーゼル機関の燃焼および排ガス浄化に関
する研究

■ ターボ動力
蒸気およびガスタービンシステムに関する研究

■ 機械設備
冷凍・空調に関連するシステムなどのエネルギー
有効利用に関する研究

■ 動力エネルギー
舶用ボイラや原子炉等の伝熱流動特性の改善や安
全性の向上に関する研究

■ 電気動力
パワーエレクトロニクスに基づく電力変換技術と
船舶省エネに関する研究

■ トライボロジー
材料、設計、潤滑のアプローチから機械の摩擦・
摩耗特性を向上する研究

■ エネルギー変換
家庭・産業用の冷凍空調機器・ヒートポンプ・熱
交換器の省エネ・システム高性能化に関する研究

■ 機械材料
新再生可能エネルギー用材料とインフラ構造物高
寿命化（腐食・金属疲労）に関する研究開発

■ 機械設計
小型機械から大型機械まで、可動部の摩擦潤滑に
関する研究

■ システム物理
シミュレーション等への物理学の応用研究

■ 電子デバイス
分子デバイス・バイオセンシング素子の開発等、
これまでにない機能を持つ新規デバイスの研究

■ ロボット
水中・水上ビーグルなど海洋探査機器ならびに関
連要素技術に関する研究

■ オートマティクス
制御システムの設計法とその船舶、ロボット、プ
ラントなどへの応用についての研究

■ 機関管理
船舶の機関室全体の最適管理に関する研究

■ 情報通信
ソフトウェア、ハードウェアを通じた情報通信技
術と応用に関する研究

■ 電子制御
産業機器、交通・輸送機器等の電子制御、コン
ピュータ制御に関する研究

■ 大気環境物理
地球大気、雲、エアロゾル等が地球環境へ与える
影響に関する研究及び大気レーザーリモートセン
シング手法の研究

■ 物質科学
新規磁気機能開拓のための物質合成と物性評価に
関する研究

IHI 原動機、飯野海運、石井鐵工
所、いすゞ自動車、出光タンカー、
今治造船、内海造船、NS ユナイ
テ ッ ド 海 運、NOK、 海 技 教 育 機
構、かもめプロペラ、川崎汽船、
キヤノン、国土交通省、五洋建設、
ENEOS オーシャン、ジャパンマリ
ンユナイテッド、商船三井、スズ
キ、セイコーエプソン、全日本空
輸、ダイキン工業、ダイハツディー
ゼル、常石造船、東亜建設工業、
日本海事協会、日本海洋掘削、日
本郵船、東日本旅客鉄道、日立建
機、富士通ゼネラル、本田技研工
業、三井 E&S、三菱電機、ヤマハ
発動機、ヤンマー　等

［２年次］総合科目、基礎科目中心

［３年次］専門科目、応用科目中心 ［機関］…機関システム工学コースの科目
［制御］…制御システム工学コースの科目

MON TUE WED THU FRI

1 民族誌 ターボ動力工学Ⅰ

2 機械力学 補助機械工学 電気工学 内燃機関工学Ⅰ 制御工学Ⅰ

3 環境材料学 Effective EnglishⅡ 伝熱工学 振動と波動 複素解析

4 化学実験 確率論 電子機械工学実習 Interactive English
Ⅱ

5 化学実験 電子機械工学実習 国際政治学

集 中 （ 1 0 月 ）／ 船 舶 実 習Ⅰ（ 2 年 次 ）

MON TUE WED THU FRI

1 信頼性工学 信号情報処理 ターボ動力工学Ⅱ ソフトウェア工学 機関英語Ⅰ

2 エネルギー工学 Effective EnglishⅠ 機械学習 半導体工学 海運経営論

3 冷凍空調工学 内燃機関工学Ⅱ
［機関］ Intensive EnglishⅠ 制御工学Ⅱ

4
機械設計製図

［機関］
電子機械工学実験

［機関］ ロボット工学Ⅰ 電気機器学電子機械工学実験
［制御］

機械設計製図
［制御］

5 材料・
機械力学演習

集中（11 月）船舶実習Ⅱ［機関］／集中（11 月）制御システム工学演習及び船舶実験（汐路丸）［制御］

取得可能資格
●高等学校教諭一種免許状（商船・工業）
●三級海技士（機関）※ 1

●船舶衛生管理者※ 2

※１　本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、機関システム工学コース及
び乗船実習科（p.43）を修了すれば、筆記試験が免除されます。

※２　機関システム工学コース及び乗船実習科（p.43）を修了後、講習受講により取得で
きます。

学科担当教員の
研究分野・内容

学術研究、
専門・技術
サービス業
9.1

運輸業、
郵便業
9.1

鉱業、採石業、
砂利採取業
4.5

製造業
50.0

建設業
9.1情報通信業

9.1

公務
9.1

卒業後の進路
大学院進学 34.4
乗船実習科進学 24.6
就職 34.4
その他 6.6

令和 3年度卒業者（％）

就職先 就職先業種

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照

海洋電子機械工学科
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研究紹介

■ 電気動力

電気エネルギーの船舶・水中機器応用
発電機や電動機（モータ）に代表される電気機器は、船内における電気

エネルギーの生成、プロペラを回転させる動力源などに利用されています
が、年々厳しくなる排ガス規制や燃費改善の観点から、効率の良い運用が
求められています。

本研究室では、本学の大型練習船を含む各種の船舶運航データの実測お
よび解析を行うことで、より良い船内電機システムを検討しています。ま
た、水中探査機向けのワイヤレス給電装置の開発にも取り組んでいます。

■ 電子デバイス

生体機能を取り入れた
新しい機能デバイスの開発

CPU などの半導体デバイスでは、電子や光などの電磁気的な相互作
用による機能に一極集中しています。

一方、生体系では免疫反応、たんぱく質合成、遺伝システムといった
多様な機能を利用しています。

本研究室では、大きく性質が異なる無機系と生体系を融合したハイブ
リッドな素子構造を構築し、これらの機能を融合した新デバイスの開発
を行っています。現在、微細加工技術を駆使したバイオセンサの開発を
進めています。多様性保全のための研究に展開したいと考えています。

■ 電子制御

海洋ロボット（ROV）の開発
海洋は人類にとって未知の領域です。海洋を探索するロボットに ROV（Remotely 

Operated Vehicle）があります。我々は電子回路と制御の技術を使って ROV の研究
開発を行っています。ROV はマイコンや DSP（Digital Signal Processor）といった
電子部品の塊です。これらの複数の電子回路を組み合わせ水中で動作可能なロボッ
ト制御システムを作りあげます。また、電子回路だけでなく制御ソフトウエアや
Deep Learning に代表される AI を使った画像認識技術も重要です。これらの技術
を応用し、磯焼けの原因となっているウニを駆除する ROV 研究をしています。

■ オートマティクス

本質を見極め、意のままに操る !!!
船舶や飛行機、電車などの我々の身の回りの物は固有の動特性（ダ

イナミクス）を有しており、様々な動きをします。これらの対象を意
のままに動かすためには、その動きを支配する本質的な要素（運動方
程式や伝達関数）を見極め、適切な制御手法を用いる必要があります。 

この技術を探求しているのが「制御工学」です。我々とともに、よ
り良い制御手法を研究しませんか？

■ 機械設備

冷凍・空調システムのエネルギー有効利用、
環境調和技術の実現

冷凍・空調の分野では、作動媒体やエネルギーの使用による環境負荷を
低減するための技術が求められています。熱駆動型の吸収冷凍機の利用も
その対応策のひとつで、自然界に存在する水などを作動媒体とし、太陽熱
や未利用熱を利用することができます。このような熱駆動型の冷凍機を主
な対象に、エネルギーの有効利用を図り自然環境に調和する機器やシステ
ムをどのように実現していくかという問題に取り組んでいます。

練習船の運航データの
計測作業

実験用吸収冷凍装置

回転型倒立振子実験装置

センサ表面の原子間力顕微鏡像

ワイヤレス給電装置
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海洋電子機械工学科 2 年（男子）
　千葉県立千葉高等学校卒業

◆学科の特長、ユニークなところは？
マリンエンジニアの養成だけでなく、システムエンジニアな

ど、その他陸上職としても即戦力として勤務できるようなレベ
ルでの授業が幅広く展開されていることです。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
学科の人数が少ないので、ほぼ全員と会話したり、交友を深

めたりする機会が生まれることが楽しいです。厳しさという面
では、初航海で船酔いした人が多かったということがあげられ
ます。

◆将来の夢、目標は？
マリンエンジニアとして勤務しながら、世界各国を見て回る

ことです。

◆受験生に向け
て、ひとこと
授業以外にも、

部活動にもユニー
クなものが様々あ
ります。是非海洋
大に入って、この
ユニークな学園生
活をエンジョイし
てほしいです。

海洋電子機械工学科 4 年（男子）
　北海道帯広柏葉高等学校卒業

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
気の置けない友人たちと出会い、彼らと出かけたりご飯を食

べているとき。授業や実習、学外でも一緒に過ごしているうち
に、深い絆が生まれたと感じます。

◆学科の特長、ユニークなところは？
12 人乗りの手漕ぎボートに乗る短艇実習、1 ヶ月間の乗船実

習、ヨットやカヌーに乗る生涯スポーツなど、他大学にはない
ような授業がたくさんあること。船舶に関連した授業も多いで
すが、機械系やプログラミングなど幅広い分野を学べるところ
もおもしろいと思います。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
乗船実習で実際に機器類を操作しているときは失敗が許され

ない緊張感がありますが、大学の授業で習ったことが活かされ
ている実感ができ
て楽しいです。

◆将来の夢、目標
は？
世界中の人々の

役に立つような製
品の開発に携わる
エンジニアとなっ
て、社会全体に貢
献できるような人
間になりたいです。

卒業生からのメッセージ

髙橋　賢人さん

　2019（令和元）年度　海洋工学部海洋電子機械工学科卒業
　2021（令和３）年度　大学院海洋科学技術研究科海洋システム工学専攻修了
株式会社タダノ　生産技術部　海外ものづくり強化グループ

本学科最大の特徴は乗船実習があることだと考えています。共同生活で様々な人と関わるこ
とになるため自然と友達が増えていきます。また、船で使われている機械の多くは人の生活に
必要なものです。これらが動いている所を見ながら学べる環境は他にない大変貴重なものでし
た。現在、私はクレーンメーカーの生産技術者として溶接設備導入の仕事に携わっています。
人と関わりながら機械に触れるという点において本学科で得られたことは大いに役に立ってい
ます。船はもちろんのことそれ以外の知識や経験も多く得られる学科です。興味がある方は、
是非、本学科で充実した学生生活を送ってみてはいかがでしょうか？
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帰宅

移動

昼休み

起床

2時限目
Effective English Ⅰ

1限目
材料力学

5時限目
文化人類学

入浴・就寝準備

アルバイト

課題・予習の
取り組み

夕食

睡眠

朝食通学

移動
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入浴

研究・課題

準備

昼休み
2時限目
機械応用力学※大学院授業科目

3時限目
内燃機関システム工学

※大学院授業科目

通学
身支度

睡眠

Time Schedule Time Schedule

千葉県
出身

在学生の声
北海道

出身

サークル活動 乗船実習
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文化学系、哲学・科学論系、社会科学系、健康・スポーツ系、第二外国語など

Undergraduate Course of Logistics and Information Engineering

流 通 情 報 工 学 科

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。

４年間で学ぶ授業例

商品を効率よく生産・輸送・保管するために、物と情報の流れを計画・管理することをロジスティクスといいます。ロ
ジスティクスにおいては、輸送・保管の技術・方法はもちろん、企業・経済の仕組み、商品の発注や品質の維持のための
情報システム、環境問題、関連する公共政策などについての知識が必要となります。流通情報工学科では、工学系（流通
工学）・社会科学系（流通経営学）・情報系（数理情報）の 3 つのカリキュラムを融合させ、幅広い知識を習得し、ロジス
ティクスについて体系的に学びます。また、理論と実践のバランスのとれたカリキュラムと少人数教育を通じ、丁寧で質
の高い指導を実現し、広い視野と高い問題解決の能力を有する学生を育成します。

教育内容の概要
１、２年次に国際交流の基盤となる、幅広い視野と豊かな人間性の育成を目指すために、主として

哲学・科学論系、社会科学系、外国語系等からなる総合科目と数学や情報科目等からなる基礎教育科
目を開講します。

３、４年次に現代社会の大規模かつ複雑な諸課題について理解・認識し、対応できる実践的指導力、
課題解決能力、コミュニケーション能力を養うために、ゼミナール及び卒業研究を開講します。

また、４年間を通じて論理的思考能力や適切な判断力を養うために、少人数体制による理論と実践
を共に重視した授業を実施するとともに、ロジスティクスのスペシャリストとしての幅広い教養、深
い専門的知識による問題解決能力を養うために、工学系（ロジスティクス・交通計画・物流システム）、
情報系（数理情報・データサイエンス・システム工学・プログラミング）、社会科学系（経済学・商学・
経営学）の３分野の科目をバランスよく開講します。

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次　

総
合
科
目

● Practical English Ⅰ ,Ⅱ＊
● Basic English Ⅰ ,Ⅱ＊
● 情報リテラシー＊
● 日本語表現法＊

● Effective English Ⅰ ,Ⅱ
● Interactive English Ⅰ ,Ⅱ
● Intensive English Ⅰ ,Ⅱ
● GLI 演習Ⅰ ,Ⅱ

基
礎
教
育
科
目

● 微分積分Ⅰ ,Ⅱ＊
● 線形代数Ⅰ ,Ⅱ＊
● 物理学＊
● 情報処理基礎論＊
● 基礎ゼミナール
● データサイエンス入門 A
● データサイエンス入門 B

専
門
科
目

情
報
系

● 基礎プログラミング演習＊ ● 最適化数学
● 確率論＊
● 流通情報システム＊
● データサイエンス演習＊
● データ構造とアルゴリズム＊
● 応用プログラミング＊
● ラプラス・フーリエ解析
● 複素解析
● データベース工学

流
通
情
報
工
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
＊

● 機械学習
● 数値解析
● 通信ネットワーク
● データサイエンス

● 卒業研究＊工
学
系

● 物流施設計画学
● コンテナ輸送工学＊
● ロジスティクス概論＊

● 物流リスク工学
● 流通情報工学実験＊
● 流通基盤計画学＊
● 流通最適化工学＊
● 物流管理工学＊

● 流通データ分析
● 流通オペレーションズ・リサーチ
● 通関実務論
● 交通計画学
● 作業管理工学
● 港湾環境工学
● 衛星測位工学
● 安全工学
● 海洋開発環境エネルギー概論
● 流通情報工学演習＊

社
会
科
学
系

● 産業政策論＊
● 流通経済論＊
● 交通経済論＊
● 国際経済論＊
● キャリア形成論

● マーケティング論
● 保険契約法
● 産業経済論
● 流通チャネル論
● 国際交通論
● 物流・交通政策の経済分析
● 損害賠償法
● 船用工業実務論

学科の情報はこちら
（大学HP）
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1 週間の時間割例

■ 物流安全工学・物流環境工学
3 次元重心検知理論に基づく物流現場の安全確
保・環境改善

■ 地域計画
地域・都市を支える交通など基盤施設の計画とそ
の工学的研究

■ 貨物交通計画
貨物流・貨物交通、及び、関連施策に関する研究

■ 物流システム工学
空間情報工学・自動認識技術の活用による物流の
安全・効率性

■ 作業管理
物流センター内業務の改善及び物流の環境負荷低
減

■ サプライ・チェイン最適化
サプライ・チェインにおける様々な最適化モデル
とアルゴリズム

■ 流通情報システム
情報通信技術による流通システムの高度化

■ 数理物理学
自然や社会・経済、情報、人工知能等における数
理構造の解明と応用

■ 統計科学
データを用いた実証研究とリスク管理に関する統
計理論の研究

■ 非線形解析
応用数学における最適化問題、非線形問題の理論
的研究

■ 比較教育学
タイ教育の研究、ASEAN 諸国の教育研究

■ 水産物加工・流通
水産物流通の主幹をなす卸売市場システム、及び
構造変動する水産加工業の研究

■ 産業経済
グローバル化とイノベーションに伴う産業構造の
変化と企業の対応

■ 公共経済
国際化・地方分権時代の公共部門と民間部門の役
割分担

■ 国際経営
企業の海外進出行動・戦略の多様化と経済的影響

■ マーケット・デザイン
効率的な市場の設計の研究

■ 機械学習
機械学習を用いた時系列データのモデリング手法
の開発と新たな流体モデルの構成

就職先
いすゞ自動車、SBS 東芝ロジスティ
クス、NTT データ、エバラ食品工
業、F-LINE、オカムラ、花王、鹿
島建設、キヤノン、キユーソー流
通システム、鴻池運輸、国土交通
省、国分、コマツ物流、サイバー
エージェント、山九、JR 東日本、
JR 東日本情報システム、全日本空
輸、東京都庁、トヨタ自動車、ダ
イキン工業、ダイフク、TOTO、
ニ チ レ イ ロ ジ グ ル ー プ 本 社、 日
通 NEC ロジスティクス、日本通
運、日本パレットレンタル、日本
放送協会、ロジスティード、フコ
ク情報システム、富士通、三井住
友海上火災保険、三井倉庫サプラ
イチェーンソリューション、三菱
商事ロジスティクス、三菱倉庫、
三菱電機ロジスティクス、安田倉
庫、郵船ロジスティクス、りそな
ホールディングス　等

取得可能資格
● 高等学校教諭一種免許状（工業）
● 授業で関係する内容を学べる資格：情報処理技術者、通関士、中小企業診断士、

ビジネス・キャリア検定（ロジスティクス管理、ロジスティクス・オペレーション）

［１年次］総合科目、基礎科目中心

［３年次］専門科目、応用科目中心

MON TUE WED THU FRI

1 統計学 Practical EnglishⅠ Basic EnglishⅠ 電子機械工学入門

2 ドイツ語Ⅰ 海洋工学概論

3 ロジスティクス
概論 物理学 化学熱力学 線形代数Ⅰ 天文学

4 スポーツⅠ 微分積分Ⅰ 情報リテラシー 哲学

5 計算機科学

MON TUE WED THU FRI

1 衛星測位工学

2 港湾環境工学 機械学習 データサイエンス 作業管理工学

3 流通情報工学演習 国際交通論 流通オペレーションズ
リサーチ Intensive EnglishⅠ 交通計画学

4 損害賠償法 産業経済論 Interactive EnglishⅠ 通関実務論

5 流通情報工学
ゼミナールⅠ

学科担当教員の
研究分野・内容

不動産業、
物品賃貸業
2.5

学術研究、
専門・技術
サービス業
2.5

サービス業
2.5

運輸業、
郵便業
32.5

情報通信業
32.5

金融業、
保険業
2.5

製造業
12.5

公務
2.5

その他
7.5

建設業
2.5

卒業後の進路
大学院進学 12.8
乗船実習科進学 ー
就職 85.1
その他 2.1

令和 3年度卒業者（％）

就職先業種

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照

流通情報工学科
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研究紹介

■ 物流システム工学

地球環境と調和した
持続可能な国際物流の実現

海に囲まれた日本にとって、国際物流は生活を支える重要なインフラ
であり、地球環境への影響は地球全体の問題として考えることが重要で
す。近年、地理情報システム（GIS: Geographic Information System）を
用いることで、位置に関する情報を持ったデータ（地理空間データ）を含
む大量のデータ（ビッグデータ）の解析が効率的に行えるようになりまし
た。GIS は地理空間データを総合的に管理・加工し、視覚的に表示し、
高度な分析や迅速な判断を可能にします。国際物流における船舶運航に
関するビッグデータを用いて、航行中のエネルギー消費に基づいて温
室効果ガスの排出量を計算し、GIS を用いて環境影響を評価する研究を
行っています。

■ 貨物交通計画

都市圏貨物交通シミュレーション
交通・物流や情報技術の進化、また、経済・社会情勢の変化に伴い、

都市における貨物交通の課題は変化を続けています。例えば、人々
がオンラインショッピングをより頻繁に利用することによって生じ
るモノの流れの変化や、宅配の需要に対して、どのような対策が効
果的か、評価をする必要があります。本研究では、共同配送、夜間
配送、クラウド配送などのスキームや、宅配自転車、宅配ロボット、
ドローン等の新しい交通手段を用いた輸送等の影響を評価するため
に、個人や企業がどのようにモノの流れに関わる意思決定をし、そ
れが交通手段によってどのようにして実現されるかをシミュレート
するためのモデルの開発や、施策の影響分析を行います。

■ マーケットデザイン

公平で効率的な分配のための仕組みづくり
医療や教育などの一部の大変重要なモノは、通常のモノと異なりマー

ケットメカニズムを通じた分配が必ずしも適切とは言えません。例え
ば、大学教育や保育所のサービスを受けられる人が一部の豊かな人に限
られてしまうと、さらに貧富の差が拡大してしまう恐れがあります。ま
た、豊かな人だけが優先的にワクチン接種などができ、命が助かるよ
うな仕組みは適切とは言えないでしょう。そのようなモノの分配につい
て、様々な要因を考慮に入れながら議論するのがマーケットデザインと
よばれる分野です。

本研究では、特に未就学児の保育所への割当や、入試制度などについて、
それぞれのもつ背景を考慮しながら、望ましい仕組を議論していきます。

時間枠付き配送計画問題

3 次元直方体配置問題

都市貨物交通
モデルのフロー

シミュレーションの
概要

船舶からの温室効果
ガスの排出量の分布

シミュレーションの
出力例

GIS に関する
研究指導の様子

シミュレーションの結果
（ ど ち ら も Okumura, Y. (2019), 

School Choice with General 
Constraints: A Market Design 
A p p r o a c h  f o r  t h e  N u r s e r y 
School Waiting List Problem 
in Japan. Japanese Economic 
Review 2019 70(4), 497-516
より転載）

「保育所への割当の仕組の変更
したことによる待機児童数への
影響のシミュレーション」

■ 最適化アルゴリズム

コンピュータで最適な答えを探す

様々な条件を満たしながら最も良いものを選択する問題は最適
化問題と呼ばれます。例えば、トラックで客に荷物を運ぶ問題は
配送計画問題と呼ばれ研究されていますが、これはトラックの順
路を求める最適化問題です。順路の数は有限個なのでそれら全て
を探索すれば最適な答えが見つかりますが、数が多すぎてコン
ピュータでも全てを探すことはできません。そこで最適な答えを
上手に探す計算方法（アルゴリズム）が必要になります。世の中
の多くの問題は最適化問題として表現できますが、それらに対し
て効率的な最適化アルゴリズムを研究しています。
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流通情報工学科４年（男子）
　大阪府立北野高等学校卒業

◆どうして東京海洋大学を選んだの？
学ぶ内容が専門的で将来性があり、さらに大学が東京にある

ことから、それまでと違う経験ができて面白くなりそうだと考
えたので選びました。

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
自分の学んでいる内容を話した時に面白いと思ってもらえた

り、東京のさまざまなところに遊びに行けるなど、面白い機会
が増えたときです。

◆学科の特長、ユニークなところは？
日本では非常に珍しい物流・流通について幅広く学べるとこ

ろです。近くに江戸時代の商業の中心である日本橋があること
や、沢山の物流センターがあるのでモチベーションになります。

◆実習の楽し
さ、厳しさは？
港 湾 の 施 設 や

コ ン テ ナ を 近 く
で 見 た り、 操 船
が で き た り と 本
当 に い い 経 験 に
な り、 楽 し か っ
たです。

流通情報工学科 2 年（女子）
　江戸川女子高等学校卒業

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
自分の興味の幅が広がったときです。もともとは都市や交通

について学びたくて入学しましたが、「ロジスティクス概論」
や「コンテナ輸送工学」など、専門性が高くユニークな授業を
１年生の時に受けることができたのはよかったです。

◆学科の特長、ユニークなところは？
文系の人も理系の人もいるところです。本学科は文系理系どち

らでも受験でき、入学してからも、工学系、情報系、社会科学系
と幅広く学ぶことができます。学生の中でも興味を持っている分
野がそれぞれ違うので、色々な人がいるのが面白いところです。

◆将来の夢、目標は？
運輸業に携わり、日本の物流を支えたいです。

◆受験生に向け
て、ひとこと
東京の真ん中と

は思えない緑豊か
な キ ャ ン パ ス で
す。国の重要文化
財である明治丸は
最高の映えスポッ
トです。とても楽
しい大学なので是
非来てください！

卒業生からのメッセージ

小川　叶子さん

　2017（平成 29）年度　海洋工学部流通情報工学科卒業
ダイキン工業株式会社　空調営業本部　設備営業部

空調メーカーで営業を技術面でサポートする業務をしております。
本学に入学したきっかけは、東日本大震災で物不足に直面し、改めてロジスティクスの重要

性に気づいたためです。本学科で学ぶことはニッチにも思われますが、ロジスティクスの基礎
だけでなく、実際の企業や現場から応用～改善活動まで幅広く学ぶことができます。

大学時代に学んだことが、ロジスティクスと直接関わりのない今の仕事にも活きていると実
感しています。ぜひ本学科で実りのある大学生活を送ってください。

課題・
翌日の準備

昼休み

0 1
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4
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9

10
1113

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23

12

起床
朝食4時限目

Interactive 
English Ⅰ

3時限目
水中考古学

勉強・
自由時間

2時限目
データサイエンス

通学

睡眠

帰宅

夕食

入浴

自由時間
0 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
1113

14

15

16

17
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19

20

21

22
23

12

朝食・準備

起床

部活

通学
昼休み

5時限目
文化人類学

3時限目
Effective English Ⅰ 2時限目

最適化数学

大学で課題を
こなす

帰宅

入浴
夕食

睡眠

Time ScheduleTime Schedule

大阪府
出身

在学生の声
東京都

出身

ダンス部のステージ 実習で見た巨大なコンテナ船

流通情報工学科
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海
洋
資
源
環
境
学
部

TOPICS
グローバル人材育成支援プログラム

海洋資源環境学部の※グローバル人材育成支援プログラム
本学部の前身である海洋科学部の「グローバル人材育成支援プ

ログラム」は、2012 年に文部科学省の「経済社会の発展を牽引す
るグローバル人材育成支援事業（特色型）」に採択され、最終評
価（2017 年）で高い評価を受けました。2017 年に海洋資源環境
学部創設後も、国立大学理系学生のグローバル人材育成改革を先
導し、より優れたプログラムになるように改善に努めています。 
● 詳細　https://www.kaiyodaiglobal.com/

JABEE 認定教育プログラム

国際化に対応した技術者教育プログラム
日本技術者教育認定機構（JABEE）は、技術者を育成する教育プログラムを審

査し認定する組織です。東京海洋大学の前身である東京水産大学水産学部の水
産学プログラムは、2004 年に農学一般関連分野として初の JABEE 認定を受けま
した。大学統合により東京水産大学水産学部を継承した東京海洋大学海洋科学
部も 2008 年に継続認定され、2017 年度に改称 ･ 設置した海洋生命科学部 ･ 海
洋資源環境学部は、2018 年度に認定されています。

JABEE 認定課程修了者には、「技術士」の一次試験が免除され、「修習技術者」
として就職活動で大きな強みを持ちます。さらに実務経験を積んで国家資格
「技術士」試験に合格すれば、高度な技術者として確たる評価を受けることに
なります。JABEE は、2005 年か
らワシントン協定（Washington 
Accord：技術者教育の実質的同
等性を相互承認するための国際
協定）に加盟していることから、
認定者には国際的に活躍する機
会が広がります。

STEP 1
社会が求める国際人として基礎英語力の向上
学部 4 年次への TOEIC スコア 600 点の進級要件化

グローバルな視野でキャリアを見渡せる学士力
学部３、４年次での海外派遣キャリア演習

STEP 2

大学院レベルでの高度な論理的英語討論力
大学院（博士前期課程）授業の完全英語化

STEP 3

※グローバル人材育成支援プログラムは、海洋生命科学部と海洋資源環境学部の共通のプログラムです。

海洋資源エネルギー学科

海洋環境科学科

先輩が東京海洋大学に
入学を決めた理由



海洋資源環境学部は、海面及びその上を覆
う大気から海底、海底下までの総合的な海洋
科学 ･ 海洋生物学に関する理解を基盤に、再
生可能エネルギー ･ 海底資源の利用、海洋環
境の保全 ･ 修復等の分野を教育・研究する、
海洋環境科学科と海洋資源エネルギー学科で
構成されています。

本学部では、海洋環境保全と海洋資源利用
の両立、海の環境保全と資源 ･ エネルギー探
査 ･ 開発 ･ 利用についての教育 ･ 研究を進め
ています。また、海の現場で活躍するための
実地訓練 ･ 安全教育、実験、実習を重視して
います。これらの特色ある教育・研究から、
海の平和的かつ積極的な開発 ･ 利用と環境保

全の調和を図り「新たな海洋国家」の実現に
貢献でき、かつ国際的にも活躍できる人の育
成を行っています。さらに SDGs の一つであ
る「持続可能な開発のために海洋・ 海洋資源
を保全し、持続可能な形で利用する」ことを
実践し、国内外でリーダーとして活躍できる
人を育てるために「質保証」を伴う統合的で
実践的なカリキュラムを備えています。

グローバルな課題へ挑戦し、先進的な研究
に取り組んでいる海洋資源環境学部で共に学
び、研究をすることで海のスペシャリストを
目指す皆さんを待っています。

海の資源開発と環境保全のスペシャリストを

目指しませんか

海
洋
資
源
環
境
学
部

品川キャンパス

入学定員総数

105 名

海洋環境科学科

62 名

海洋資源エネルギー学科

43 名

宮本　佳則海洋資源環境学部長
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1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

総
合
科
目

共通導入科目
文化学系科目
哲学・科学論系科目
社会科学系科目
健康・スポーツ系科目
外国語系科目

基
礎
科
目

● 基礎微積分Ⅰ＊
● 基礎微積分Ⅱ＊
● 物理学＊
● 化学＊
● 生物学＊

● 地学＊
● 数理解析
● 線形代数
● データサイエンス入門 A
● データサイエンス入門 B

● 数理科学
● 物理数学
● 統計学
● 情報処理論

● 物理学実験
● 化学実験
● 生物学実験
● 地学実験

グ
ロ
ー
バ
ル
・

キ
ャ
リ
ア

関
連
科
目

● TOEIC 入門＊
● グローバルキャリア入門
● キャリア形成論Ⅰ

● TOEIC 演習＊
● 海外派遣キャリア演習Ⅰ
● キャリア形成論Ⅱ

● 海外派遣キャリア演習Ⅱ

専
門
科
目

基
礎
専
門
科
目

● 物理学概論Ⅰ
● 化学概論Ⅰ
● 生物学概論
● 地球科学概論Ⅰ

● Natural Sciences ＊
● 物理学概論Ⅱ
● 化学概論Ⅱ
● 地球科学概論Ⅱ
● データサイエンス

● 数値モデリング
● 職業指導

● 水産海洋概論Ⅰ
● 水産海洋概論Ⅱ

● 物理海洋学Ⅰ
● 海底科学Ⅰ
● 乗船実習Ⅰ

● 海洋政策学
● 環境アセスメント論
● 海域連携利用論
● 海洋資源環境キャリア実習
● 乗船実習Ⅱ

● 乗船実習Ⅲ
● 乗船実習Ⅳ

海
洋
学
科
目
群

● General Oceanography ＊
● 環境情報解析学Ⅰ
● 沿岸海洋学Ⅰ
● 生物海洋学
● 環境動態学Ⅰ
● 海洋学実習Ⅰ

● 物理海洋学Ⅱ
● 化学海洋学
● 環境動態学Ⅱ
● 環境情報解析学Ⅱ
● 海底科学Ⅱ

● 海洋学実習Ⅱ
● 海洋科学実験
● 海底科学実験

海
洋
生
物
学
科
目
群

● 海洋生物学Ⅰ
● 海洋生物学Ⅱ
● 海洋生物学Ⅲ

● Aquatic Biology ＊
● 海洋生物学Ⅳ
● 環境生命化学Ⅰ
● 環境生命化学Ⅱ
● 海洋生態学Ⅰ

● 海洋生物学実験Ⅱ
● 海洋生物学実験Ⅲ
● 海洋生物学実験Ⅳ
● 環境生命化学実験
● 臨海生物学実習

● 海洋生態学Ⅱ
● 海洋生物学実験Ⅰ

卒業研究科目
● 卒業論文＊
● セミナー＊

Undergraduate Course of Ocean Sciences

海 洋 環 境 科 学 科

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。

４年間で学ぶ授業例

大気や海底を含む海洋に関する科学的な基礎及び多様な海洋生物と環境との相互作用を総合的に理解し、洋上での海洋
観測・探査、海洋生物の種・生態・生活史などの調査、海洋生物の理解や海洋生物がもつ有用分子の利用のための化学・
生化学的解析、人間活動の環境への影響の予測などに必要な科学と技術を学び、これらについて研究します。

本学科には、大気から海底を含む海洋を包括した基盤的な学問分野である「海洋科学」、多様な海洋生物と環境との相
互作用に関する学問分野である「海洋生物学」、およびこれらの境界領域を総合的に学べるカリキュラムがあります。海
洋における諸現象と海洋生物との関係について測定・解析・理解・予測・利用を実行する能力及び国際的な対応力を身に
つけ、海洋研究、生物資源調査、環境影響評価、環境管理 ･ 保全、海洋開発などの実務に関連する研究機関、教育機関、
国・自治体機関及び企業で活躍できる人材を育成します。

教育内容の概要
大気や海底を含む海洋並びに多様な海洋生物と環境との相互作用に関する基礎及び専門的な知識と

技術を修得させ、これらの分野における課題の設定能力と解決能力、及び高度専門職業人としての基
礎を修得させるために、総合科目、基礎科目、専門科目等の授業及び実験・実習等で組織的教育を行
います。

総合科目及び基礎科目では、幅広い教養・論理的思考能力・文化的素養・国際的視野・コミュニケー
ション能力を養い、大局化した諸課題を総合的に理解・判断できる能力が修得できるように講義・演
習等を通して学びます。

専門科目では、水圏における物理学的、化学的、生物学的、地学的事象の原理とその相互作用につ
いて基礎を幅広く学び、海洋全体を包括する基盤的な「海洋科学」、又は多様な海洋生物と環境との
相互作用に関する ｢海洋生物学｣、およびこれらの境界領域を総合的に学ぶとともに専門的な技術を
修得します。

学科の情報はこちら
（大学HP）
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■物理海洋学
海洋における物理現象の探求と変動予測、黒潮、
親潮、極域、海洋風成大循環、深層循環、海洋中
の微細混合

■化学海洋学
海洋における化学物質の循環について研究

■生物海洋学
水圏生物の生産と環境要因との関係を研究

■地球流体力学
大気海洋循環力学、海洋波動、潮汐、沿岸流、渦
力学、回転水槽実験

■気候変動力学
大気海洋相互作用と気候変動、極域海洋海氷変動

■資源情報解析学
生物資源の生態と環境要因（場の環境）との関係

■衛星計測学
衛星リモートセンシングによる海洋環境変動要因の解明

■資源環境動態学
海洋の物理過程と生物生産の動態との関係の究明

■環境測定学
海洋の光および濁り環境の動態

■環境数理解析学
数理モデルを用いて科学の諸現象のメカニズムを探求

■生元素循環学
海洋生物群集が駆動する生元素循環について研究

■海洋無機化学
水圏における元素の溶存状態の解析やその分布などの分析

■海底生物地球化学
海底における生物代謝および地球化学的プロセスの研究

■海底物質科学
海底における金属元素の動態や分布に関する鉱物
学的・地球化学的研究

■藻類学
海藻、淡水藻、珪藻等の分類、形態、生活史、生態等

■無脊椎動物学
水域の無脊椎動物の分類、形態、生活史、生態等

■魚類学
魚類（仔稚魚）の形態、摂餌生態、群集生態等

■浮遊生物学
浮遊生物の分類、生理、生態、生活史

■鯨類学
鯨類（クジラ・イルカ等）の生態、形態や適応戦
略等

■海洋生態学
海洋生態系内での生物の機能と動態

■個体群生態学
水圏生物個体群の生態や個体数密度等の定量的研究

■海洋生化学
有用な環境微生物・酵素・遺伝子の探索、解析、改良、応用

■水圏生態化学
海洋生物由来の医薬品候補物質や毒素の化学構造と作用

■生体機能利用学
海洋と環境に関わる生体化学機能の解明とその有効利用

学科担当教員の
研究分野・内容

1 週間の時間割例

ア ル フ ァ 水 工 コ ン サ ル タ ン ツ、
エ ニ グ モ、NTT コ ム ウ ェ ア、 オ
リ ッ ク ス 水 族 館、 海 上 保 安 庁、
CLINKS、高校教員、合食、水産庁、
東京電力ホールディングス、東洋
信号通信社、東洋水産、東洋冷蔵、
都道府県水産試験場、都道府県庁
及び市区職員、全国漁業協同組合
連合会、ナフコ、BML フード・サ
イエンス、三浦工業、三井住友海
上火災保険、臨海　等

［２年次］基礎専門科目を中心に実験・実習などを選択

［３年次］注）主に 3 年次以降は 4 学期制となり、週 2 回講義がある。物理学、化学、生物、地学、
情報解析学系の専門科目が開講され、専門分野を自由に選択できる。

MON TUE WED THU FRI

1 生涯学習社会論／
生涯学習指導論 数理科学 Interactive English Ⅰ 心理学

2 分析化学 海洋生物学Ⅱ 教育思想史 Effective English 物理数学

3 生物学実験／
地学実験 Natural Science 教育心理学 化学概論Ⅱ

4 生物海洋学 生物学実験／
地学実験 情報処理論 物理学概論Ⅱ

5 海洋生物学Ⅰ 生物学実験／
地学実験 海洋生物学Ⅲ 博物館教育論

MON TUE WED THU FRI

1 環境動態学Ⅱ 環境動態学Ⅱ

2 環境生命化学Ⅰ 海洋生物学Ⅳ 環境生命化学Ⅰ 海洋生物学Ⅳ

3 物理海洋学Ⅱ
環境生命化学Ⅱ 海底科学Ⅱ 物理海洋学Ⅱ

環境生命化学Ⅱ キャリア形成論Ⅱ 海底科学Ⅱ

4 化学海洋学
海洋生態学Ⅰ 環境情報解析学Ⅱ 化学海洋学

海洋生態学Ⅰ 博物館学Ⅳ 環境情報解析学Ⅱ

5 海洋生物学実験Ⅰ

卒業後の進路
大学院進学 63.9
海洋科学専攻科 8.2
就職 24.6
その他 3.3

取得可能資格
● 中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）
● 高等学校教諭一種免許状（水産）
● 技術士補
● 学芸員
● 三級海技士（航海）※
※ 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び、海洋科学専攻科（p.43）

を修了すれば、筆記試験が免除されます。

生活関連
サービス業、娯楽業
6.7

教育、
学習支援業
13.3

卸売業、小売
20.0

公務
33.3

情報通信業
20.0

電気・ガス・
熱供給・水道業
6.7

令和 3 年度卒業者（％）

就職先 就職先業種

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照
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研究紹介

■水圏生態化学

海洋生物が持つ毒素や
有用化合物について調べる

海洋生物は特異な化学構造や顕著な生物活性を有するさまざま
な有機化合物を持つことが知られています。

当研究室では、海洋生物から薬の候補になりそうな化合物や毒
素を取り出して、その構造を解析し、さらに作用メカニズムを追
求するという研究を主に行っています。その結果、クラゲなどの
刺胞動物やラン藻など微細藻類からさまざまな新しい化合物を発
見しています。今後、これら化合物が医薬学や生理学の発展に寄
与することを願っています。

■環境測定学

海の環境・汚染の計測手法の開発

人為的な活動により、海に様々な物質が流入し、海中に分布
し環境を変化させています。海洋マイクロプラスチック（以下
MPs）はその一例です。5mm 以下のプラスチックが MPs と定義
されています。MPs は世界中の海域に分布しており、様々な生
物へ影響を及ぼしています。しかし、MPs の採取ネットのサイ
ズより小さな MPs の濃度分布についてあまり解明が進んでいま
せん。当研究室では、小さな MPs の測定手法の開発に取り組ん
でいます。また MPs の影響は多岐にわたることから、他の研究
室とも共同して研究を進めています。

■海洋物理学

深層大循環の変動と実態解明に迫る

地球規模で大気海洋システムを理解し、将来の気候を高精度で
予測することが社会的に強く求められています。気候変動の鍵を
握る南大洋で、現在進行している温暖化の兆候や影響を定量的に
把握する海洋観測、変貌メカニズムを解明するコンピュータ実験
を行っています。

このほか物理学分野では、日本周辺の海洋動態のメカニズムを
解明するコンピュータモデルの開発や海況予測、リアルタイム観
測システムの開発、衛星観測ビックデータの解析を通して、海の
環境を保全し活用することを目指しています。

■藻類学

大型藻類の研究を通じた
生物多様性の解明と環境保全

海藻は日本人に馴染み深い食材ですが、海藻の生き様や生育条
件は意外に分かっていません。本研究室では、様々な環境から採
集した海藻の形態、遺伝子、生殖・生理特性を調べ、生育環境に
よる違いや、他の生物との関わりについて研究しています。海藻
の多様性は変化に富んだ沿岸環境によって維持されていることが
分かってきました。絶滅危惧種の多い淡水大型藻の生態も調査し
ており、希少種の保護や生育環境の保全に役立てたいと考えてい
ます。

ニューストンネットで採取されたマイク
ロプラスチック。赤外分光分析でプラス
チックの種類を調べる

南大洋に設置している巨大係留系

都内で見つかった淡水産大型藻類

東京湾でのサンプル採集

ニューストンネットによる
マイクロプラスチックの採取

海藻のモニタリング調査

係留観測網で捉える大循環の変貌

アンドンクラゲと刺胞動物に特異的な化合物
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海洋環境科学科 2 年（男子）
　神奈川県立希望ケ丘高等学校卒業

◆どうして東京海洋大学を選んだの？
母校での活動の一環で、海洋大の館山ステーションにお邪魔さ

せていただきました。もともと生物に興味があったのですが、そ
の体験を経て海洋大の他にない環境で学びたくなり選びました。

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
高校ではいなかった生物のニッチな話ができる人がたくさんい

ること！！

◆学科の特長、ユニークなところは？
実習でまとまった期間船に乗れる、生物の中でもより細分化さ

れたジャンルにまでフォーカスを当てた授業が多い！

◆受験生に向けて、ひとこと
やりたいことを突き詰める人が多くて好奇心をとことん満た

せ る 大 学 で す！！
海、生き物が好き
な人はぜひ！

海洋環境科学科 4 年（男子）
　さいたま市立浦和高等学校卒業

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
練習船に乗って船上生活をしているときに他の大学ではできな

かっただろうなと思います。陸の全く見えない海域では夕日や星
空がとても綺麗で癒されます

◆学科の特長、ユニークなところは？
本学科で学べる海洋学は広い学問分野でありながら横断的でも

あります。研究テーマの異なる人の話も自分の研究とつながって
いたりと知識と興味がどんどん広がります。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
陸で座って勉強した内容が、目の前の現象や体験として結びつ

く事が面白さだと思います。団体行動が苦手な人は苦痛かもしれ
ませんが、友人と 1 週間以上生活をともにするのもなかなかで
きない経験です。

◆受験生に向け
て、ひとこと
学問に限らず、

あらゆる興味を探
求していくことが
大 学 の 楽 し さ で
す。なんとなく海
に興味のある方、
本学科は学問領域
が広くておすすめ
ですよ。

神奈川県
出身

埼玉県
出身

大島の海　ダイビングサークルにて 実習で使われる観測機器の準備の様子

在学生の声

卒業生からのメッセージ

田中　里実さん

　2015（平成 27）年度　海洋科学部海洋環境学科卒業
仙台管区気象台　気象防災部　地域防災推進課

私は大学卒業後気象庁に入庁し、現在は仙台管区気象台で地域の防災・減災を目指して市町
村の防災対策を支援したり、災害発生時には気象台職員を派遣するといった仕事をしています。

大学では化学海洋学研究室に所属し、海水に溶けている二酸化炭素の濃度などを調査してい
ました。乗船漁業実習や研究室での東京湾の観測にも参加し、気象庁で海洋観測をしているこ
とを知り入庁しました。入庁後は海洋気象観測船に乗船し観測を行う部署に配属され、その後
は約 2 年ごとに様々な部署を回っています。大学では船に乗ることも含めて珍しい実習が多
く、座学だけでは知り得なかった分野にも目を向けることができたと考えています。
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1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

総
合
科
目

共同導入科目
文化学系科目
哲学・科学論系科目
社会科学系科目
健康・スポーツ系科目
外国語系科目

基
礎
科
目

● 基礎微積分Ⅰ＊
● 基礎微積分Ⅱ＊
● 物理学＊
● 化学＊
● 生物学＊

● 地学＊
● 数理解析
● 線形代数
● データサイエンス入門 A
● データサイエンス入門 B

● 化学実験
● 生物学実験
● 地学実験
● 数理科学
● 物理数学

●    統計学
● 情報処理論
● 物理学実験

グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア

関
連
科
目

● TOEIC 入門＊
● グローバルキャリア入門
● キャリア形成論Ⅰ

● TOEIC 演習＊
● 海外派遣キャリア演習Ⅰ
● キャリア形成論Ⅱ　

● 海外派遣キャリア演習Ⅱ

専
門
科
目

基
礎
専
門
科
目

● 物理学概論Ⅰ＊
● 化学概論Ⅰ
● 生物学概論
● 地球科学概論Ⅰ

● Natural Sciences ＊
● 物理学概論Ⅱ＊
● 基礎工学Ⅰ＊
● 基礎工学Ⅱ＊
● General Engineering ＊

● 化学概論Ⅱ
● 地球科学概論Ⅱ
● データサイエンス

● 数値モデリング
● 基礎工学Ⅲ
● 電気電子工学
● 職業指導

● 水産海洋概論Ⅰ
● 水産海洋概論Ⅱ

● 海底科学Ⅰ
● 海洋資源エネルギー学実習Ⅰ
● 乗船実習Ⅰ

● Marine Resource and Energy ＊
● 海底科学Ⅱ
● 海洋政策学
● 環境アセスメント論
● 海域連携利用論
●海洋資源環境キャリア実習
● 海洋資源エネルギー学実習
● 海洋自然エネルギー学
● 海洋エネルギー工学Ⅰ
● 海洋エネルギー工学Ⅱ
● 物理海洋学Ⅰ
● 乗船実習Ⅱ

● 乗船実習Ⅲ
● 乗船実習Ⅳ

海
洋
開
発
学
科
目
群

● 海洋資源地球化学
● 海洋地盤工学
● 海洋資源工学Ⅰ
● 海洋資源工学Ⅱ
● 海洋開発学実験
● 海洋開発学研究の最前線

応
用
海
洋
工

学
科
目
群

● 海洋計測学
● 海上安全工学
● 海洋音響学

● 応用情報学
● 応用海洋工学実験
● 沿岸工学

● 応用海洋工学研究の最前線

卒業研究科目
● 卒業論文＊
● セミナー＊

Undergraduate Course of Marine Resources and Energy

海 洋 資 源 エ ネ ル ギ ー 学 科

＊を付した科目は必修です。　※令和 5 年度時点。令和 6 年度より 2 学期制から 4 学期制への移行に伴い、カリキュラムを変更予定。

４年間で学ぶ授業例

海洋・海底資源の探査・計測、開発や利用と周囲環境への影響把握､ 海洋エネルギーに関連する大気・海水流動の解析
技術、エネルギー変換、海洋・生物生態調査、海上・海中・海底における諸活動を支える計測機器、移動体、構造物に関
する運用・制御などに必要な科学と技術を学び､ これらについて研究します。本学科には、海洋エネルギーや海底資源利
用に関連する科学技術と、海上・海中・海底における諸活動を支える海洋工学を重点的に学べるカリキュラムがあります。

環境保全を前提とした海洋開発現場で国際的に対応できる資質を備え、海洋の利用や資源・エネルギーに関連する企業、
国・自治体機関での実務分野（基本設計・施工、環境影響評価、コンサルティングなど）、基礎研究分野、行政分野で活
躍できる人材を育成します。

教育内容の概要
海洋・海底資源、再生可能エネルギー、環境保全、海上・海中・海底での活動に関する基礎及

び専門的な知識と技術を修得させ、これらの分野における課題の設定能力と解決能力、及び高度
専門職業人としての基礎を修得させるために、総合科目、基礎科目、専門科目等の授業及び実験・
実習等で組織的教育を行います。

総合科目及び基礎科目では、幅広い教養・論理的思考能力・文化的素養・国際的視野・コミュ
ニケーション能力を養い、大局化した諸課題を総合的に理解・判断できる能力が修得できるよう
に講義・演習等を通して学びます。専門科目では、海洋・海底の資源、エネルギー等について基
礎を幅広く学び、再生可能エネルギーや海底資源の探査・利用に関する科学技術と、海上・海中・
海底での活動を支える海洋工学を重点的に学ぶとともに専門的な技術を修得します。

学科の情報はこちら
（大学HP）
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■デバイス工学
海洋エネルギー・資源利用のための超電導・電気
電子デバイスや機器の開発

■海洋地球化学
地球化学的・地質学的手法による海底資源に関す
る海洋物質循環・海洋環境の研究

■海洋地盤工学
海洋構造物の基礎の変形と安定、海底地盤の調
査、海底斜面の崩壊、海底鉱物資源の開発

■海域地震学
海域地震観測による地球内部構造・地震活動の研
究

■海洋底地質学
地質学的手法による海洋底における資源・環境・
災害の評価とプロセスの解明に関する研究

■物理探査・地震学
地震学的手法による海陸の地下構造探査と地下環
境変化の 4 次元モニタリングの研究

■海洋気象学
海洋の気象現象把握と気象情報を活用した再生可
能エネルギーへの応用研究

■海洋安全工学
船舶・海上労働の安全に関する諸現象の解析

■応用情報学
水面下の生物等の行動を解明するためのシステム
開発と実践

■沿岸域工学
沿岸での波浪や海浜変形、海洋構造物周辺の諸現
象、沿岸防災などの研究

■海洋数理工学
海洋における諸現象に対して非線形力学系・複雑
系の観点から数理モデルを構築 し数値解析を行
う

■海洋音響計測学
生物等を対象とした音波による水中センシング技
術の開発と応用

■海洋生物音響学
海洋生物の音に関する研究、音を用いた行動・生
態研究

■海洋システム制御工学
海洋クレーン、水中ビークルなど海洋機械システ
ムの自動制御手法

■海洋環境化学工学
鉱物資源開発の環境影響抑制技術、海水を用いた
鉱物分離技術、廃水処理技術

学科担当教員の
研究分野・内容

1 週間の時間割例

［2年次］基礎専門科目を中心に実験・実習などを選択

［３年次］

MON TUE WED THU FRI

1 数理科学 Interactive English
Ⅰ 情報処理論 心理学

2 Effective English Ⅰ 物理数学

3 生物学実験／
地学実験 Natural Science 化学概論Ⅱ

4 生物学実験／
地学実験  物理学概論Ⅱ

5 生物学実験／
地学実験 英米表象文化入門 博物館教育論 

MON TUE WED THU FRI

1 海域連携利用論 海域連携利用論 海洋地盤工学

2 海洋エネルギー
工学Ⅰ 沿岸工学 海洋エネルギー

工学Ⅰ 海洋地盤工学 沿岸工学

3 海洋資源工学Ⅰ 海底科学Ⅱ 海洋資源工学Ⅰ キャリア形成論Ⅱ 海底科学Ⅱ 

4 海洋自然
エネルギー学  海洋自然

エネルギー学

5 電気電子工学 海洋音響学 電気電子工学 博物館教育論 海洋音響学 

取得可能資格
● 中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）
● 高等学校教諭一種免許状（水産）
● 技術士補
● 学芸員
● 三級海技士（航海）※
※ 本学は第一種養成施設として国の登録を受けており、学部及び、海洋科学専攻科（p.43）

を修了すれば、筆記試験が免除されます。

注）主に 3 年次以降は 4 学期制となり、週 2 回講義がある。物理学、化学、生物、地学、
情報解析学系の専門科目が開講され、専門分野を自由に選択できる。

イオスエンジニアリング＆サービ
ス、SCSK、ESRI ジ ャ パ ン、ENEOS 
グローブ、海上自衛隊、京葉ガス
エナジーソリューション、構造計
画研究所、ジャパンガスエナジー、
ジャパン・リニューアブル・エナ
ジー、鳥取県庁（水産職）、日本気
象協会、日立パワーソリューショ
ンズ、ファイナンシャルブレイン
システムズ、光岡自動車、若築建
設、ワールドハイビジョンチャン
ネル　等

卒業後の進路
大学院進学 61.0
海洋科学専攻科 19.5
就職 17.1
その他 2.4

公務
14.3

学術研究、
専門・技術
サービス業
14.3

電気・ガス・
熱供給・水道業
14.3

製造業
14.3

情報通信業
28.5生活関連

サービス業、
娯楽業
14.3

令和 3 年度卒業者産業別就職状況（％）
※進学等を除く学部卒業者の実績

※大学院修了者の就職状況は P.44 参照

令和 3 年度卒業者（％）

就職先 就職先業種

海洋資源エネルギー学科
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研究紹介

■デバイス工学

海洋エネルギー機器の高性能化を実現する
超電導回転機の開発

島国の日本において海洋資源の魅力は計り知れません。海は他の
再生可能エネルギーと比べてエネルギー密度が高く、天候の変化に
よる出力変動の少ない有望なエネルギー資源です。

私たちは、海洋エネルギー資源を無駄なく利用して持続可能社会
の実現へ貢献するため、小型・軽量・高出力・高効率な超電導発電
機 / モータの設計・試作と、そのために必要な極限環境技術やセン
シング技術などについて「ものづくり」を通じた開発を行っていま
す。

■環境化学工学

環境に配慮した海底鉱物資源開発技術・
鉱物処理技術の検討

金属資源の安定的な供給を目指し、環境に配慮した金属資源開
発技術に関する研究を行っています。例えば、海底鉱物資源開発
に伴って発生しうる金属含有廃水や尾鉱の適切な処理方法を検討
しています。天然の熱水鉱石試料を用いた不溶化試験を行い、鉱
物分析や地球化学モデリングによる解析を活用することで、処理
に適した化学反応条件を検討します。また、微生物－鉱物反応に
注目した研究にも取り組み、海底熱水鉱床の成因における海洋微
生物活動の寄与や、海洋微生物を用いた新たな有用鉱物分離技術
の開発を行っています。

■海洋気象学

洋上気象現象の把握
大気と海洋は相互作用により現象を作り出しており、海洋も含

めた気象現象を統一的に研究する必要があります。
しかし、洋上で時空間的に連続した海洋気象観測は容易ではあ

りません。
当研究室ではフィールドの観測に加えて人工衛星データや気象

シミュレーションによる洋上の気象現象の把握に取り組んでいま
す。特に洋上風力発電に必要な海上風に関する研究を継続してお
り、中長期のデータ解析による建設適地の選定に貢献しています。

■物理探査・地下モニタリング研究

地震波で地下を探る・診る
海洋や陸の地下には地震を発生させるプレート境界や断層、火

山噴火を起こすマグマ溜、石油や鉱物などの天然資源が集まる鉱
床等があります。

これらの場所では地震や噴火などの自然現象や人類による資源
開発によって地下の状態が時間と共に変化し、地球環境や我々の
生活にも影響を及ぼします。そこで東京海洋大学では人工地震波
をつかって地下構造を探ったり、地下の状態変化を診たりするた
めの技術開発や研究をおこなっています。

微生物を用いた鉱物分離実験の様子

人工衛星搭載マイクロ波散乱計に
よる世界の海上風観測

日本周辺海域の高度別年平均風速分布

金属廃水処理実験の様子

大規模洋上風力発電所の風車後流

エアガン音源システム
による地震探査観測作
業風景

超電導回転機の発電試験
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海洋資源エネルギー学科 4 年（女子）
　春日部共栄高等学校卒業

◆入学してよかったと思ったのは、どんな時？
海洋資源エネルギー学実習Ⅱで神鷹丸に乗船したとき。エアガ

ンや採水などの海洋調査の一端を体験する機会があり、海洋大な
らではの実習といえると思います。

◆学科の特長、ユニークなところは？
品川キャンパスで唯一工学系統の科目を学ぶ学科になっている

ように思います。また、様々な研究室があり、学べる分野の幅が
広い点が特長であると感じています。

◆実習の楽しさ、厳しさは？
乗船機会のある実習では、船内での活動すべてが新鮮で楽し

かった一方、海洋資源環境キャリア実習Ⅰでは、慣れない中での
資料作成や発表準備等に苦労しました。

◆ 受 験 生 に 向 け
て、ひとこと
大学受験を突破

して、自らの興味
関心や好きな学び
を追求できる喜び
を 分 か ち 合 い ま
しょう！

海洋資源エネルギー学科 2 年（男子）
　静岡市立高等学校卒業

◆どうして東京海洋大学を選んだの？
オープンキャンパスで受講したメタンハイドレートに関する体

験講義が印象的で、この学科に興味を持ちました。大学全体の雰
囲気や実際の講義内容などを聞き、受験することに決めました。

◆学科の特長、ユニークなところは？
海洋資源エネルギー学科は特に物理系の科目が多いのが特徴で

す。しかし、一年の間に基礎を学ぶことができるので高校で物理
をあまりやってこなかった人でも問題なく講義を受けられると思
います。話のおもしろい先生がたくさんいます。

◆受験生に向けて、ひとこと
海洋資源関係の研究に興味のある人はこの学科がおすすめで

す。実際に船に乗って実習を受けられるので、将来海で仕事をし
たい人にとって非常に有用な経験を積むことができます。

埼玉県
出身

海洋資源環境キャリア実習Ⅰでの活動学食でよく食べる「カレー（大）」

在学生の声

卒業生からのメッセージ
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朝食
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Time Schedule Time Schedule

池口　徳臣さん

　2021（令和 3 年）年度　海洋資源環境学部海洋資源エネルギー学科卒業
ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社　洋上風力開発本部

私は、再生可能エネルギー事業を手掛ける会社で、洋上風力発電事業のプロジェクトマネー
ジャーを担当しています。具体的には、事業計画策定のための海底地盤調査や風況調査、風車
基礎の設計や漁業共生策の検討など、幅広い業務にプロジェクトマネージャーの立場で携わっ
ています。入学当時から再生可能エネルギーに興味があり、専門科目は「海洋開発学」を選択
し、研究室では浮体式洋上風力発電に関するテーマの研究をしました。本学科の魅力は海洋資
源エネルギーという幅広い分野を座学だけでなく実習での経験をふまえたうえで、より興味の
ある専門分野について学べることです。

静岡県
出身

海洋資源エネルギー学科
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専攻科・実習科

海洋科学専攻科
本学の海洋生命科学部及び

海洋資源環境学部、長崎大学
水産学部、鹿児島大学水産学
部の卒業生に対して、1 年間の
課程で海洋科学専攻科を置い
ています。

本専攻科は、海洋・水産分
野における船舶の運航に関する高度な知識と技術を持った海洋
人材を育てるために設置されています。

海鷹丸での航海実習や漁業実習、海洋観測実習、ならびに寄
港地での学術交流等によって国際的な視野をもった優れた船舶
職員の養成を図っています。

上記の学部及び本専攻科は、三級海技士（航海）の第一種養
成施設として国の登録を受けており、学部及び本専攻科の課程
を修了した者は、三級海技士（航海）の国家試験のうち筆記試
験が免除されます。

乗船実習科
海洋工学部では、海事シス

テム工学科及び海洋電子機械
工学科・機関システム工学コー
スの卒業生に対して、6 か月間
の課程で乗船実習科を置いて
います。

乗船実習は、海技教育機構
の帆船や汽船練習船または船社のコンテナ船、LNG 船等で実
習を行い、大型船の船舶職員として必要な様々な知識・技術を
習得します。

また、各寄港地では現地の人達との交流を通じ、国際人とし
ての基本を身につけます。海洋工学部は、三級海技士（航海・
機関）の第一種養成施設として国の登録を受けており、乗船実
習科を修了した者は、三級海技士（航海）又は三級海技士（機
関）の国家試験のうち筆記試験が免除されます。

卒業後の進路について
本学では、キャリア支援センターと就職担当教員が就職支援をしています。就職ガイダンスや学内企業セミナーなどを実施し、最新の

企業情報を提供しています。さらに、船舶の運航に関する高度な知識と技術を習得するための海洋科学専攻科や乗船実習科、あるいは学
部の専門基礎教育に立脚した高度専門職業人や先端領域を切り拓く研究者を育成する大学院海洋科学技術研究科博士前期・後期課程への
進学指導も行っています。

海洋生命科学部

就職者 35.4

進学者
60.6

その他 4.0

海洋工学部

就職者 46.9

進学者
49.7

その他 3.4

海洋資源環境学部

就職者 21.6

進学者
75.5

その他 2.9

卒業後の進路

令和 3 年度卒業者（％）
卒業者 

175 人

令和 3 年度卒業者（％）
卒業者 

179 人

令和 3 年度卒業者（％）
卒業者 

102 人

博士
後期
課程

博士
後期
課程

海洋生命科学部

就　職

博士前期課程

海洋科学
専攻科

就　職

博士前期課程

乗船実習科

海洋資源環境学部
海洋工学部

公務
5.7 情報通信業

2.9

教育、
学習支援業
8.6

運輸業、
郵便業
65.7

製造業
11.4

学術研究、
専門・技術
サービス業
5.7 運輸業、

郵便業
66.6

教育、
学習支援機構
11.0

航海課程

情報通信業
5.6

製造業
5.6

漁業5.6

建設業
5.6

教育、学習
支援機構  5.3学術研究、専門・技術

サービス業
5.3

運輸業、郵便業
73.7

機関課程機関課程製造業
10.4

建設業
5.3

就職先業種
就職先業種

令和 3 年度修了者合計（％）
修了者 

38 人

令和 3 年度修了者合計（％）
修了者 

20 人

令和 3 年度修了者合計（％）
修了者 

20 人
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教育、学習
支援業
44.0

生活関連
サービス業、
娯楽業
4.0

製造業
4.0

学術研究、専門・技術
サービス業
12.0

その他
24.0

公務
8.0

卸売業、
小売業
4.0

建設業
3.9

その他
9.6

運輸業、郵便業
6.3

製造業
42.0

情報通信業
15.5

電気・ガス・
熱供給・水道業
2.4

学術研究、専門・
技術サービス業
8.2

卸売業、
小売業
3.9

公務
8.2

令和 3 年度修了者
合計（％）
修了者

242 人

令和 3 年度修了者
合計（％）
修了者

30 人

就職先業種

就職先業種

大学院

大学院海洋科学技術研究科

時代や社会に機動的に対応でき、地球規模での海洋に関わる諸問題の解決に創造的に立ち向かい、
かつ、海洋とその関連産業分野における先端領域を切り拓く意欲と能力を持つ学生  

求める
学生像

大学院 博士後期課程

各学部それぞれの研究内容をさらに専門的に探求し、問題提起と解決を試みます。また、複雑に融合した学際領域についても新しい教
育研究分野として創生し、新発見、証明、応用を目指して探求します。

本研究科は、博士前期課程と博士後期課程の 2 区分制となっており、博士前期課程（Master’s Course）は、 「海洋生命資源科学」 「食機
能保全科学」 「海洋資源環境学」 「海洋管理政策学」「海洋システム工学」「海運ロジスティクス」「食品流通安全管理」の 7 専攻で構成し、
学部の専門基礎教育に立脚した高度専門職業人を養成します。

博士後期課程（Doctoral Course）については、「応用生命科学」「応用環境システム学」の 2 専攻で構成し、先端領域を切り拓く自立し
た高度専門職業人を養成します。 

2020 年 4 月より、新たに導入するビックデータや人工知能に関する教育と本学の卓越した海洋の知見を融合し、AI の社会実装を主導
する「海洋 AI イノベータ」の育成を目的とした海洋産業 AI プロフェッショナル育成卓越大学院プログラムがスタートしました。

海
洋
科
学
技
術
研
究
科

課程 専攻名 入学定員 専攻分野名

博士前期課程
（修士課程）
総定員 228 名

海洋生命資源科学専攻 50 水圏生物科学、生物資源学、海洋生物工学

食機能保全科学専攻 32 食品保全機能学、食品品質設計学

海洋資源環境学専攻 65 海洋環境科学、海洋資源エネルギー学

海洋管理政策学専攻 22 海洋政策学、海洋利用管理学、海洋環境文化学

海洋システム工学専攻 19 動力システム工学、海洋機械工学、海洋サイバネティクス、海洋探査・利用工学

海運ロジスティクス専攻 32 情報システム工学、環境システム工学、海洋テクノロジー学、海上安全テクノロジー、流通シ
ステム工学、流通経営学

食品流通安全管理専攻 8 食品流通安全管理学

博士後期課程
（博士課程）
総定員 40 名

応用生命科学専攻 19 応用生物科学、食品機能利用学、応用生物工学

応用環境システム学専攻 21 海洋環境学、環境保全システム学、海洋利用システム学、海上安全テクノロジー、ロジスティ
クス、海洋機械システム学、産業政策文化学、海洋探査・利用工学

主な就職先
大学院 博士前期課程

修学支援制度
在学期間短縮制度：

優れた業績を上げた学生が標準修業年限を短縮して早期に修
了できます。
長期履修制度：

職業を有している等の事情により標準修業年限（博士前期課
程は２年、博士後期課程は３年）を超えて一定の期間にわたっ
て計画的に教育課程を履修することが出来ます。

リカレント教育の取組み
職業実践力育成プログラム（文部科学大臣認定）：

食品流通安全管理専攻では、社会的実践を学ぶケースメソッド
授業等で食のリスク管理のプロフェッショナルを養成しています。

国際教育研究プログラム
共同学位プログラム：

海外大学との共同学位プログラム（ダブルディグリー）を積
極的に進めています。
OQEANOUS Plus プログラム：

上海海洋大学、韓国海洋大学校、チュラロンコン大学（タイ）、
カセサート大学（タイ）、マラヤ大学（マレーシア）、ボゴール農
科大学（インドネシア）と本学の 7 大学が連携して、海洋の持続
的開発と利用に関わる分野において、相互理解を深める学生の双
方 向 教 育 と 高
度 な 専 門 能 力
を 付 与 す る た
めの 質 的 保 証
を 伴 っ た プ ロ
グ ラ ム を 実 施
しています。
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奨学金の受給があり最長 1 年間の留学ができる制度

欧州（ノルウェー）
ノルウェー科学技術大学

北米（カナダ）
ヴィクトリア大学

中東（トルコ）
 イスタンブール大学

アジア（中国）
上海海事大学

アフリカ（ナミビア）
ナミビア大学

アジア（タイ）
カセサート大学

中南米（ブラジル）
サンパウロ大学

欧州（アイスランド）
アイスランド大学

アジア
7カ国・地域
33大学

欧州
2カ国
4大学

中南米
3カ国
3大学

アフリカ
1カ国
1大学

中東
1カ国
4大学

大洋州
1カ国
1大学

北米
1カ国 
1 大学

留学可能な協定大学一覧（16 ヵ国・地域 49 大学）

学生交流協定校への交換留学（短期派遣）

世界各国の大学と短期交換留学という形で学生交流に関する協定を結んでいます。交換留学には、滞在期間中「受け入れ大学は入学金、
授業料を徴収しない」「履修した科目の単位を認定できるようにする」「生活面、教育面での指導や、適当な宿舎を探せるよう受け入れ側
で援助する」などいくつかのメリットがあります（本学への授業料を納入する必要がありますが、海外の大学の授業料は日本より高額な
ので有利です）。

学生交流協定校への学生の派遣については、いくつかの奨学金制度があり、学内での選考により受給者を決定いたします。奨学金を受
給するためには、成績、語学力はもとより留学目的についての意識や留学先での学習計画について十分な準備が要求されます。

3

3

8

4
6

2

1 2

7

5

1

4

5 6

7 8

アジア

中国

中国海洋大学
大連海事大学
ハルビン商業大学
上海海事大学
大連海洋大学
上海海洋大学
広東海洋大学
浙江海洋大学
華東理工大学
集美大学
華東師範大学
香港大学生物科学学院

台湾
台湾海洋大学
国立高雄科技大学
台湾大学理学院

インドネシア
ボゴール農科大学
ディポネゴロ大学
ハサヌディン大学

韓国

釜慶大学校
全南大学校
韓国海洋大学校
木浦海洋大学校
釜山大学校
江原大学校

フィリピン サンカルロス大学

ベトナム
カントー大学
ハノイ工科大学

タイ

カセサート大学
チュラロンコン大学
プリンスオブソンクラ大学
マエファラン大学
マヒドン大学
ワライラック大学

中東 トルコ

エーゲ大学
イスタンブール大学
チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学
ムーラ・シツゥキ・コシマン大学水産学部

大洋州 オーストラリア タスマニア大学

欧州

アイスランド
アイスランド大学
アクレイリ大学

ノルウェー

スタバンゲル大学理工学部
ノルウェー科学技術大学
ノルウェー北極大学
ノード大学

北米 カナダ ヴィクトリア大学

中南米
ペルー ラ・モリーナ国立農業大学
ブラジル サンパウロ大学
アルゼンチン サンマルティン大学

アフリカ ナミビア ナミビア大学
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留学先
野上　颯さん

原　エミリさん

海洋工学部　海洋電子機械工学科 
機関システム工学コース 3 年

海洋資源環境学部
海洋環境科学科３年

留学先 ビクトリア大学（カナダ）

私は 2022 年秋学期（9 ～ 12 月）にカナダ・
ヴィクトリア大学へ交換留学しました。

留学を決意したのは専門用語を英語で学
びたいと思ったからです。9 月頃のヴィク
トリアは暖かく天気の良い日々が続いてい
ました。ヴィクトリア大学のキャンパスは
自然豊かでリスが多く、たまにクジャクを
見かけることもあります。大学外でも野生
のクジャクを見つけることがありました。

緑が多いキャンパスで約 4 ヶ月間過ごせ
て非日常感を味わえました。海洋生物の授
業では英語の論文をたくさん読んでレポー
トを書いたり、クイズを毎週受けたりする
な ど 大 変 な こ と も た く さ ん 経 験 し ま し た

私は 2022 年 8 月から約 5 か月間、タイの
カセサート大学の工学部 機械工学科に交換
留学をしました。留学中は国際寮に滞在し
て、カセサート大学のメインキャンパスであ
るバンケーンキャンパスに通学しました。バ
ンケーンキャンパスは 15 もの学部で構成さ
れているため、敷地面積が 136 ヘクタール
ととても広いです。そのため、通学の際やキャ
ンパス内を移動するときはスクールバスやバ
イクタクシーをうまく利用しないと時間がか
かってしまうので、慣れるまで少し大変でし
た。しかし、その分図書館や運動場、学生食
堂の規模が大きく、学生用のジムやテニス
コート、そしてタイならではのムエタイリン
グなどがあり、施設面がとても充実していま

が、これを経験することによって新たな自
信につながりました。分からないことがあ
るときは教授に質問したり、友達に頼った
りしました。

ヴィクトリア大学の留学生係は皆さん親
切で、交換留学の手続きで分からないこと
があるとき非常にお世話になりました。留
学は貴重な経験であり、自分を高められる
良い機会ですので挑戦してみてはいかがで
しょうか。

留学先 ノルウェー北極大学
（ノルウェー）

飯嶋　雄大さん
海洋資源環境学部
海洋環境科学科 3 年

2022 年 8 月から 2022 年 12 月の 5 か月間、
ノルウェーのトロムソにあるノルウェー北極
大学に交換留学を行いました。ノルウェー北
極大学は北極圏にある大学です。

私が到着したときは白夜で、ノルウェーか
ら帰国する時には極夜でした。ノルウェーで
の生活は日本に比べ生活費が高額でしたが、
楽しく留学生活を送ることができました。授
業時間は長いですが、どの授業でも 15 分間
の休憩をはさむのでゆっくり勉強でき、講義
だけではなくディスカッションなども行うの
で退屈せずに勉強することができました。

授業のない日は友人らと車を数台借りて旅
行をし、ハイキングや釣りなどいろいろなこ
とを経験しました。積もった雪にも移りこみ

そうなオーロラや、凍るほど冷たい海の上に
浮くサウナ、海に囲まれたサッカー場での
サッカーなど様々な心に残る経験をすること
ができました。

日本での大学生活とは全く違う環境に戸惑
うかもしれませんが、ノルウェーに行くにし
ろ他の国に行くにしろ、まずは交友を深めコ
ネクションを広げることが留学生活を楽しむ
ためのポイントだと思っています。特に、極
夜の時期にノルウェーに行く場合には友人と
の交友は精神面の健康のためにも大切です。
留学は、困難も多いですが自分の視野、コネ
クションを広げるいい機会です。きっとあな
たの将来の道も開けると思います。

した。授業は機械工学の他にタイ語や卓球の
授業などを履修しました。講義の形式自体は
日本と変わりませんでしたが、1 コマが 3 時
間もあったり、タイ人の学生のほぼ全員がタ
ブレット端末の電子ノートで板書を取ってい
たりと端々に文化の違いを実感しました。ど
の授業も面白かったですが、特に会話する機
会の多い卓球の授業では授業を通してタイ人
の学生と仲良くなり、一緒にご飯や遊びに行
くことができたので、履修してよかったと思
いました。人が温和で物価の安いタイは留学
先としてとてもお薦めできます。VISA の申
請や各種手続きに時間がかかるので、留学を
検討されている方は早め早めに準備するよう
にしましょう。

国際交流体験 所属と学年は派遣時点のものです。

カセサート大学
（タイ王国）
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地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム
世界戦略魚の作出を目指したタイ原産魚介類の
家魚化と養魚法の構築

世界人口の増加や気候変動等による食料不
足への懸念が高まっています。食料を増産す
るための養殖が世界中で注目されています。
近年、養殖による生産量は増大しています。
しかし、海外で養殖されている魚介類の多く
は生産国にとっては外来種であり、自然界へ
逃亡した際の生態系への影響が懸念されてい
ます。

東京海洋大学は海外の大学や研究機関と協
力して研究を進めています。その中で本研究
はタイ原産魚介類であるアジアスズキ（バラ
マンディ）とバナナエビを世界中で食べられ

魚介類は品質の差が市場価値に大きく影響
することから、様々な角度から品質評価技術
が研究されてきました。例えば魚肉中のうま
み成分であるイノシン酸の含量や脂質含量、
また鮮度を示すとされる K 値などが品質指
標として広く使用されています。しかし、こ
れらの分析には手間と時間がかかり、また魚
を破壊処理しなければならないという問題が
あります。そのため漁港や市場などの水産現
場ではこれら分析が広く普及しているとは言
い難く、未だに多くの場合で、漁師や市場関
係者の経験や勘により、魚の外観から鮮度や

これまで取り組んできた日中韓の海洋系３
大学（東京海洋大学、上海海洋大学、韓国海
洋大学校）によるプログラムに ASEAN 諸国
の４大学（チュラロンコン大学、カセサート
大学、マラヤ大学、ボゴール農科大学）を加
えて、日中韓と ASEAN 諸国が一体となった
教育交流プログラムであり、令和３年度「大
学の世界展開力強化事業」に採択されまし
た。持続可能な海洋開発・利用の分野におい
て、相互理解を深める学生の双方向教育と問
題解決の高度な専門能力を付与するための大

るようになる「世界戦略魚」の主な研究対象
種とし、タイの国立水産研究機関や大学と共
同研究を進めています。

タイとの共同研究では魚介類を家畜のよう
に飼い易くする家魚化を行うための養殖技術
の開発、ゲノム情報を基盤とした育種技術の
開発、感染症防除法の開発、餌の改良による
効率的な生産技術の開発、天然個体のもつ多
様な遺伝子資源を永久保存し、そこから個体
を作る技術の開発を進めています。

将来、本研究による成果は持続的で安定な
食料生産の発展に貢献できると考えています。

脂乗り等の品質が評価されています。東京海
洋大学食品生産科学科では、世界的な水産大
国ノルウェーの中核的水産研究機関である
Nofima との協力により、ディープラーニン
グを用いた画像解析によりサバを中心とした
鮮魚および冷凍魚の品質を完全非破壊かつ迅
速・簡便に行うための国際標準となる AI シ
ステムの確立を進めています。

学院レベルでの質的保証を伴った単位互換制
度を実現し、７大学間の学生相互派遣事業を
展開しています。

本プログラムの IJP（国際協働教育プログ
ラム：４ヵ月程度、６単位以上取得）及び
STP（ショートタームプログラム：２週間程
度、２単位取得）は、学部４年生でも参加す
ることができます。また、本プログラムで取
得した単位は、大学院先行履修制度により、
大学院に進学した際の博士前期課程選択科目
に含めることができます。

海外との共同研究

学生交流

鮮魚および冷凍魚品質の
非破壊迅速評価 AI システムの開発

OQEANOUS Plus プログラム
（オケアヌス　プラス　プログラム）

韓国海洋大学校 Hanbada 号にて

上海海洋大学海洋科学学院でのイカの耳石の取り出し実験
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富浦ステーション（千葉）
操船や水泳、水圏環境に関する

実習、新入生のオリエンテーショ
ン、フレッシュマンセミナー、ク
ラブ活動の合宿等に使用されてい
ます。

吉田ステーション（静岡）
ウナギ・アユ・コイ・金魚等の

温水性淡水魚を中心に飼育してい
ます。水族病理学や水族養殖・育
種学、食品生産学などに関連した
基礎から応用までの幅広い実習と
研究を行っています。

館山ステーション（千葉）
海洋環境、海洋生物に関する実習と、養殖

技術、海洋生物の研究を行っています。館山
湾奥には支所があり、水泳・漕艇・操船・漁
業・環境観測に関する実習を行う他、練習船
の停泊地としても機能しています。

大泉ステーション（山梨）
八ヶ岳山麓の敷地内にある大湧水の豊富な

水を使い､ ニジマス､ ヤマメ､ イワナ等の冷
水性淡水魚類を飼育しています。生物生産や
生物保全、さらに食品科学に関連した基礎か
ら応用までの幅広い実験 ･ 実習を行っていま
す｡

清水ステーション（静岡）
一万平方メートルを越える占有海面は取

水・排水権を有し、研究者が自由に海面を使
用できる施設となっています。船舶や海洋構
造物の防食・防汚性に関する研究、バラスト
水処理装置の実海試験、海洋微生物電池の開
発研究等を行っています。

水圏科学フィールド教育研究センター

練習船

本学の全ての学部学生、大学院生等を乗船対象者として運航する
ために様々な工夫を施し、2021 年 10 月 13 日に就航しました。先
代汐路丸と青鷹丸が行ってきた船舶職員の養成、海技必修科目の実
習、海洋環境観測等を引き継ぎ、最新の海洋環境観測設備類を装備
して、海事産業の人材育成や研究機能を併せ持つ、海洋系総合大学
の練習船として大いに活躍する練習船です。

最新の航海計器、観測機器を搭載し、南極海を含む世界中の海を
行動範囲として、航海技術のみならず、水産・海洋に対する高度な
知識と海上技術を身につけた学生の養成を行っています。

また、漁業実習・海洋観測やマイクロプラスチックなど漂流物の
観測を通して、環境の保全や、地球環境の変動など人類を含む地球
上の生物に影響を与える事象の調査・研究に従事しています。

日本周辺から太平洋赤道海域までを航海し、水産・海洋に関する
実習、海技教育などに取り組み、高度な海上技術者を養成していま
す。海中はもちろんのこと海底下までも調査できる最新鋭の観測装
置を搭載しています。近年ではプラスチックゴミ等の海洋汚染の実
態調査・研究にも従事しています。

海
うみ

鷹
たか

丸
まる

［1,886 トン］

汐
しお

路
じ

丸
まる

［775 トン］

神
しん

鷹
よう

丸
まる

［986 トン］ 
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施設紹介

旧東京商船大学と旧東京水産大学の附属図書館の蔵書を継承し、海洋に関する古今東西の専門書を豊富に所蔵しています。また、電子 
ジャーナル等の電子的コンテンツやツールの導入・維持にも積極的に取り組み、本学における学習支援及び研究活動に即した支援等、学術情
報基盤の整備を継続して行っています。

附属図書館（両キャンパス）

医師、看護師等のスタッフが中心となって、学生と教職員の健康診断や健康相談、メンタルヘルスのためのカウンセリング、簡単な疾病の
治療、けがの応急処置、病院の紹介を行っています。大学の感染対策や実習に参加する学生の健康管理にも取り組んでいます。

保健管理センター（両キャンパス）

ネットワーク・サーバの管理、コンピューターを利用する教育・研究の支援を行っています。SINET（学術情報ネットワーク）を通じ外部
と接続し、学内外との電子情報交換窓口としての役割を果たしています。

総合情報基盤センター（両キャンパス）

本学では、一定の英語能力を学部４年次への進級要件とし
て課しています（海洋生命科学部・海洋資源環境学部：TOEIC 
L&R スコア 600 点、海洋工学部：CEFR B １レベル）。

品川キャンパスに設置されたグローバルコモンには、英語学
習のための各種教材を揃えるとともに、自習スペース（個人ブー
ス 20 席、スピーキング練習用防音ブース 3 室）を設け、個人
のレベルに合わせた学習環境を提供しています。また、英語学
習アドバイザーによるサポートを行うとともに、グローバル企
業や外国の大学研究室での現地研修に関する情報も提供してい
ます。

越中島キャンパスの附属図書館にも個人ブース 3 席がある
英語学習スペースを設け、教材を充実させています。

グローバル教育研究推進機構（グローバルコモン）

国の重要文化財「明治丸」と
百周年記念資料館、明治丸記念
館及び現存する日本最古の２つ
の天文台（第一、第二観測台 

（登録有形文化財））等から構成
され、「海洋立国日本」の歴史
と文化を学ぶ場としての役割を
担うとともに、越中島キャンパ
スに接する水辺やキャンパス内
の緑が織り成す豊かな自然環境
と融合して、地域に開かれた多
様な文化交流の場の創出を目指
しています。

明治丸海事ミュージアム（越中島キャンパス）

マリンサイエンスミュージアム（品川キャンパス）
明治 35 年、旧東京水産大学

の前身である農商務省水産講習
所にできた標本室に始まりま
す。

本館は平成 28 年 1 月に改修
し、海の生き物の標本や漁具な
どの展示を通じて、海洋生物や
海と人との関わりを紹介してい
ます。また、別館にセミクジラ
など大型鯨類の骨格標本を展示
している「鯨ギャラリー」があ
ります。

練習船／水圏科学フィールド教育研究センター／施設紹介 49
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海王祭実行委員会

越中島キャンパスの学園祭
「海王祭」の企画運営を行う

委員会です。

海洋工学部学生会

越中島キャンパスに所属する
各団体が十分な活動を行う
ための支援をしています。

年間スケジュール

海王祭　 6 月上旬　開催

プラネタリウム公開、ロープワーク体験、ステージ企画、写真展、
茶会、ビンゴ大会、調査研究船「やよい」試乗会を行うとともに海
洋工学部の一般公開を兼ねて、研究室、　実験室、重要文化財「明
治丸」、百周年記念資料館を公開しています。

越中島
キャンパス

海鷹祭　 11 月上旬　開催

マグロの解体、切り身の即売、ウミガメの標本の展示、ニジマス
の薫製作成実演等、海と「さかな」に関するものが盛り沢山です。
各サークルによる研究活動の発表、バンドライブなどのイベントも
にぎやかです。また、マリンサイエンスミュージアムでは学芸員を
目指す学生が展示品の説明をします。

品川
キャンパス

学生が主体となって運営する大学祭は、越中島キャンパスと品川キャンパスでそれぞれ開催されます。

入学式
オリエンテーション

定期健康診断

大学祭（越中島
キャンパス海王祭）

夏季休業
「海の日」記念行事

品川キャンパス自治委員会

品川キャンパスに通う学部学生が
サークル活動や海鷹祭をより

有意義なものにできるよう
支援しています。

海鷹祭実行委員会

品川キャンパスの学園祭
「海鷹祭」の企画運営を

行う委員会です。

８月７月６月５月４月

大学祭

学食・生協
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一般的なクラブのほかに海洋に関するユニークなものもあります。

10 月期入学式 冬季休業 学位記・
修了証書授与式

春季休業

9 月期学位記・
修了証書授与式

大学祭
（品川キャンパス海鷹祭）

3月2月1月12月11月10月９月

海洋大で唯一ウミガメを
学べるサークルです !

江ノ島の海で非日常な週末！

初心者、経験者関係なく、
選手・マネージャー共に
大募集中です！

英語、話してみませんか？

釣り研究同好会

共にプレーできる日を楽しみにしています！

バドミントン部

ESS 部

初心者からマニアまで !
生き物系サークルです !!

一緒に釣りしませんか !!

動植物研究会

初心者大歓迎 !! 一緒に漕ぎましょう !!

シャチ研究会

一緒に鉱物・化石採集や
天体観測へ！

天文地学部

ヨット部うみがめ研究会

海鷹祭実行委員会

海鷹祭の企画運営を
行う委員会です。

初心者・兼部も大歓迎！
お気軽にどうぞ！

合唱部 ダンス部

初心者大歓迎です！
一緒に楽しく踊りましょう！

柔道部
初心者から経験者まで
一緒に強くなりましょう！

鯨類好きはぜひ鯨類好きはぜひ
シャチラボへ！

カッター部

クラブ・サークル

海洋研究会
標本作成から水質調査まで
海を楽しみましょう！

硬式野球部

海洋大で一番歴史のある
生物系サークルです！

水産生物研究会

キャンパスライフ 51
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漕艇部

学生支援・相談

●学生支援教員制度

学生支援教員制度は、毎年
新入生を対象として、学部学
科ごとに複数名の教員が、入
学から卒業するまでの 4 年間
にわたり、修学支援を行う制
度です。具体的には、勉学上・
進路上の悩みをはじめ、学生
生活全般にわたる相談事に対
し担当教員から適切なアドバ
イスが受けられます。

●学生相談
（カウンセリング）
施設紹介のページの「保健

管理センター」でも、ご案内
していますが、学生生活、進路、
対人関係等で悩みがある場合
は、各キャンパスの専門カウ
ンセラーに相談することがで
きます。

【学生相談体制について（主なもの）】
※その他、相談内容に合わせた相談体制となっています。

学生自治団体
● 品川キャンパス自治委員会
● 海洋工学部学友会
● 海鷹祭実行委員会

● 海洋工学部学生会
● 海王祭実行委員会
● サークル委員会

運動系クラブ・サークル
● カッター部
● サッカー部
● ソフトテニス部
● ネットボール部
● バスケットボール部
● バドミントン部
● フットサル部
● ボードセーリング部
● 漕艇（ボート）部
● ヨット部
● ラグビー部
● 弓道部
● 空手道部
● 剣道部
● 硬式庭球部（品川地区）

● 硬式庭球部（越中島地区）
● 硬式野球部
● 合気道部
● 山岳部
● 柔道部
● 女子カッター部
● 男子カッター部
● 女子バレーボール部
● 軟式野球部
● 水泳部
● 卓球部
● 男子バレーボール部
● 木曜会
● 陸上競技部

文化系クラブ・サークル
● ESS
● Killer Whale lab.（シャチラボ）
● アウトドアライフ同好会
● うみがめ研究会
● オーケストラ部
● ギター部
● シティーミュージック部
● ダンス部
● ビート・シャークス・

ジャズ・オーケストラ部
● フォークソング部
● ブラスバンド部
● ロボット研究会
● 海事普及会
● 海洋研究会

● 合唱部
● 国際交流サークル
● 写真部
● 水産生物研究会
● 潜水部
● 茶道部
● 釣り研究同好会
● 動植物研究会
● 美術部
● 軽音楽部
● 天文地学部
● サメ・エイ研究同好会ふかふか
● 越中島写真部
● 深海魚同好会

初心者大歓迎！
日本一へ共に漕ぎ出そう！

毎週金曜日に楽しく
セッションしています！

ようこそ、海の世界へ

海洋大で運動するなら
男女共にバスケ部へ！

どんなジャンルも大歓迎！
自由にやりましょう！

バスケットボール部

国際交流サークル
留学生との交流は
刺激的で楽しいです！

美術部

フォークソング部

好きな音楽を♪
好きなだけ♪未経験者大歓迎！のびのびと活動できます！

写真部

ラグビー部

ラグビー部は現在 30 人以上が在籍しており、日々楽しく活動して
おります。興味がある方は是非グランドに足を運んでみてください！

潜水部

ビートシャークス
ジャズオーケストラ部

主な活動は同定会や標本の作成です。

深海魚同好会

みんなで楽しくテニス！
初心者歓迎！
みんなで楽しくテニス！

硬式庭球部
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下記日本学生支援機構の給付奨学金と連動した入学料・授業料免除を実施
しています。
制度の詳細は以下の文部科学省特設 HP よりご確認ください。
https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm

※入学時及び在学中に入学に要する費用の改定を行っ
た場合は、改定した時から新入学料及び新授業料が
適用されます。

授業料等

保 護 者 の
みなさまへ 学生生活サポート

入学に要する費用（予定） 入学料免除・授業料免除

経済支援給付制度 学資負担者の経済状況の悪化により、家計が急変した学生への経済支援制度

※入学料並びに授業料は申請すれば納付期限を一定期間猶予することが可能です。

奨学金

日本学生支援機構奨学生
経済的理由で修学が困難な優れた学生に学資の貸与を行い、ま

た、経済・社会情勢等を踏まえ、学生等が安心して学べるよう、「貸
与」または「給付」する制度です。

■奨学金には、「貸与型」の奨学金と「給付型」の奨学金があります。
制度の詳細は以下の日本学生支援機構 HP よりご確認ください。

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/
index.html

学業優秀学生奨学金
■ 博士後期課程進学者への奨学金（大学院生対象）

成績優秀な博士前期課程在籍者のうち、博士後期課程へ進学す
る者を対象に支給される奨学金。年間 10 位以内に、10 万円を
上限に支給。

修学支援事業基金による学資支給事業（給付型）
■日本学生支援機構給付型奨学金（と連動した授業料免除）につい

て審査の結果、対象外となった学生（若干名）に対して、大学へ
の寄付金を活用して、1 人 10 万円を支給する奨学金制度です。

各種保険

学生教育研究災害傷害保険（学研災）
教育研究活動中の事故による災害保障制度で、3,300 円（4 年間

分）の保険料です。正課・学校行事・課外活動中・通学中に傷害を
被った場合、約款の定めるところにより、死亡保険金、後遺傷害保
険金および医療保険金が支払われます。

学生教育研究賠償責任保険（学研賠）
学生が、正課中、学校行事中およびその活動を行うための往復中

で、学生の被る種々の賠償責任事故に対する被害救済の保険制度
で、1,360 円（4 年間分）の保険料です。ただし、この保険に加入

するには上記の学生教育研究災害傷害保険に加入していなければな
りません。　※こちらの保険は、課外活動中での事故は補償の対象外です。

学研災付帯学生生活総合保険
左記の「学研災」と「学研賠」には全学生が必ず加入しますが、

これらの保険の補償内容を更に充実させた制度として、この学研災
付帯学生生活総合保険が新設されました。内容は、自主参加のイン
ターンシップやボランティア・アルバイト活動など正課・学校行事
以外の分野も含め 24 時間補償されます。保険料は４年間約 35,000
～ 70,000 円です。
※大学に届け出たインターンシップは学研災及び学研賠で補償されます。

東京海洋大学校友会

東京海洋大学校友会
本学と卒業生や各種卒業生団体、大学の教職員、学部学生、大学

院生、留学生さらには在学生の保護者の方々を含めた連携強化を目
的として、「オール海洋大」で構成し、交流促進、相互支援、最新
情報の共有化などの交流の場として本学の絆をつなぎます。（入会
金、年会費無料）

校友会の主な事業
●校友会システムを活用した校友同士の情報発信や卒業生 OB、OG

との交流支援
●ホームカミングデー等の開催による校友相互の交流支援
●留学生を含む校友間の海外交流支援等

282,000 円■ 入学料

535,800 円■ 授業料 （年額）

テキスト代の費用■ その他
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学生寮

左：朋鷹寮（品川キャンパス）
右：海王寮（越中島キャンパス）

学生に生活と勉学の場を提供し、修学上の便宜を図るために、品
川・越中島両キャンパス内に設置されています。どちらの学生寮と
も、JR・京浜急行品川駅や JR 越中島駅の徒歩圏内と都心へのアク
セスが便利です。 

もっと詳しく知りたい方は大学 HP　→　学生生活　→　学生寮

学生寮の選考方法 学生寮の応募方法
通学の困難度（片道の通学時間が 2 時間以上のものを優先）及び家庭の

経済状況（本学所定の選考基準により算出した「家計評価」による）を考
慮し選考します。

詳細は、入試募集要項又は大学 HP「学生寮」のページをご覧ください。

※選考方法は変更の可能性があります。変更の際は、大学 HP や入試募集要項にてお知らせします。

入寮についての問い合わせ先／学生サービス課学生生活係　TEL.03 - 5463 - 0433 ／ 0429

朋鷹寮（品川キャンパス） 海王寮（越中島キャンパス）

寄 宿 料 １年間 56,400 円（月額 4,700 円） １年間 36,000 円（月額 3,000 円）［タイプⅠの場合］
光 熱 水 費 等 １年間 約 48,000 円（月額約 4,000 円） １年間 約 54,000 円（月額約 4,500 円）
入 寮 費 30,000 円（入寮時のみ） 30,000 円（入寮時のみ）

諸 経 費
朋鷹寮自治会が別途徴収

1 年間 /24,000 円（月額 2,000 円）、500 円（入寮時のみ）

海王寮寮務委員会が別途徴収

1 年間 /33,600 円（月額 2,800 円）、7,000 円（入寮時のみ）
共 益 費 1 年間 /38,400 円（月額 3,200 円） 1 年間 /38,400 円（月額 3,200 円）

間 取 り

施設及び設備の概要

学生寮の経費

※入寮時には、寄宿料・諸経費・光熱水費・共益費を６ヶ月分まとめて徴収します。徴収方法等については入寮選考結果と共にお知らせします。

※経費負担については、全体的に見直しを検討しており、変更の可能性があります。変更の際は、大学 HP や入試募集要項にてお知らせします。

朋鷹寮（品川キャンパス） 海王寮（越中島キャンパス）

住 所
〒 108 - 0075 東京都港区港南 4-5-7
最寄駅：品川駅（JR・京急線）徒歩 15 分

天王洲アイル駅（りんかい線・東京モノレール）徒歩 10 分

〒 135-0044 東京都江東区越中島 2-2-8
最寄駅：越中島駅（JR 京葉線・武蔵野線）徒歩 2 分

門前仲町駅（地下鉄東西線・大江戸線）徒歩 10 分
月島駅（地下鉄有楽町線・大江戸線）徒歩 10 分

建 物 鉄筋コンクリート５階建２棟 鉄筋コンクリート４階建４棟、２階建１棟

居 室 224 室【洋室・個室】 334 室【洋室・準個室】
（１室を２部屋に区切り２人で使用）男子 129 室、女子 38 室

面 積 男子寮、女子寮共：12.25㎡／居室 男子寮、女子寮共： 約 12.5㎡ / １人あたり

設 備
ベッド、机、椅子、本棚、ロッカー、テレビ端子、エアコン
ミニキッチン、ユニットトイレ

ベッド、机、椅子、本棚、ロッカー、テレビ端子、エアコン
LAN ケーブル端子

※毛布、ふとん等は各自準備してください。 ※毛布、ふとん等は各自準備してください。

共 用 設 備

●１階 ……… 事務室、多目的ホール、放送室、寮委員室、
自動販売機コーナー、荷物専用エレベーター、
洗濯室・シャワー室（浴槽なし）、トイレ、倉庫、
メールボックス等

●１～４寮 ……… 談話室（ミニキッチン）、洗濯室、洗面所、ト
イレ、女子用シャワー室（女子棟２・４階の
み）、自動販売機（１階のみ）、メールボック
ス（１階のみ）

●５寮１階 ……… 男子用共同浴場・男子用シャワー室、会議室、
多目的ホール、物品庫等●２～５階 ……… 洗濯室・シャワー室（浴槽なし）、談話室

●５寮２階 ……… 談話室（ミニキッチン）、洗濯室、洗面所、ト
イレ、トランクルーム等

※全館防犯カメラ設置、エントランスオートロック完備 ※全館防犯カメラ設置、エントランスオートロック完備
※エレベーターはありません
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2024 年度 募集人員

※海洋生命科学部及び海洋工学部の一般選抜は、第１志望学科のみ志願することができます。
海洋資源環境学部の一般選抜は、前期日程・後期日程とも海洋資源環境学部の 2 学科間で、第 2 志望を認めます。

（注 1）	 総合型選抜 Aは一般、総合型選抜 Bは専門学科・総合学科卒業生、総合型選抜 Eは社会人をそれぞれ対象とした選抜です。
（注 2）	 総合型選抜 C－Ⅰは帰国生・帰国子女を対象とした選抜です。
（注 3）	 総合型選抜 C－Ⅱは日本の高等学校在籍中に 1年（School	Year）以上の海外留学経験を有する者を対象とした選抜です。
（注 4）	 総合型選抜D（商船教員養成コース）は水産・海洋系高等学校、または水産・海洋系の学科あるいはコースを持つ高等学校の教員を養成するコースです。
（注 5）	 学校推薦型選抜 Aは公募制の選抜です。学校推薦型選抜 Bは専門学科・総合学科卒業生（水産・海洋系）を対象とした公募制の選抜です。
（注 6）	 海洋生命科学部の入学定員小計 170 人には、水産教員養成課程の 7人を含みます。○印の数は、水産教員養成課程の募集人員で外数です。○印のつかない一般と区別

します。
（注 7）	 海洋生命科学部海洋生物資源学科の前期日程の水産教員養成課程の募集人員には、総合型選抜 A、学校推薦型選抜 Bの水産教員養成課程の募集人員を含みます。
（注 8）	 海洋生命科学部の前期日程の募集人員には、総合型選抜 B、総合型選抜 C－Ⅰ、総合型選抜 C－Ⅱ、総合型選抜 E、学校推薦型選抜 B（海洋生物資源学科）の募集人

員を含みます。
（注 9）	 海洋生命科学部の総合型選抜 A、学校推薦型選抜 A、学校推薦型選抜 B（食品生産科学科）の合格者が募集人員に満たない場合は、その数を一般選抜前期日程の募集

人員に加えて募集します。
（注 10）	海洋工学部の前期日程の募集人員には、総合型選抜 C－Ⅰ、総合型選抜 Eの募集人員を含みます。
（注 11）	海洋工学部の総合型選抜 A、総合型選抜 B、総合型選抜Dの合格者が募集人員に満たない場合は、その数を一般選抜の募集人員に加えて募集します。
（注 12）	海洋資源環境学部の前期日程の募集人員には、総合型選抜 C－Ⅰ、総合型選抜 C－Ⅱ、総合型選抜 E、学校推薦型選抜 Bの募集人員を含みます。
（注 13）	海洋資源環境学部の学校推薦型選抜 Aの合格者が募集人員に満たない場合は、その数を一般選抜前期日程の募集人員に加えて募集します。
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海
洋
生
命
科
学
部

海洋生物資源学科
〈水産教員養成課程〉

68 42 18 8 － 若干名 若干名
－

若干名 － 若干名
若干名

③ ③ － 若干名 － － － － － 若干名

食品生産科学科
〈水産教員養成課程〉

55 30 14
－ －

若干名 若干名
－

若干名 10 1
若干名

③ ② － － － － － ①

海洋政策文化学科
〈水産教員養成課程〉

40 21 12 5 若干名 若干名 若干名
－

若干名 2 －
若干名

① ① － － － － － － － －

小　計 170
(163 ＋⑦ )

93 ⑥ 44 13 若干名 若干名 若干名 － 若干名 12 1 ① 若干名

海
洋
工
学
部

海事システム工学科 59 36 14 7 2 若干名 － － 若干名 － － 若干名

海洋電子機械工学科 59 34 14 6 3 若干名 － 2 若干名 － － 若干名

流通情報工学科 42 20 14 7 1 若干名 － － 若干名 － － 若干名

小　計 160 90 42 20 6 若干名 － 2 若干名 － － 若干名

海
洋
資
源
環
境
学
部

海洋環境科学科 62 37 ※ 14 ※ － － 若干名 若干名 － 若干名 11 若干名 若干名

海洋資源エネルギー学科 43 27 ※ 11 ※ － － 若干名 若干名 － 若干名 5 若干名 若干名

小　計 105 64 25 － － 若干名 若干名 － 若干名 16 若干名 若干名

合　計 435
(428 ＋⑦ )　

247 ⑥ 111 33 6 若干名 若干名 2 若干名 28 1 ① 若干名

入試概要
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海洋生命科学部

● 区分欄のうち、専門は専門学科・総合学科卒業生、帰国は帰国子女、留学は留学経験者の略である。
● 総合型選抜の受験者数は、第２次選抜の受験者数である。
●（　）内は女子学生を内数で示す。
● 水産教員養成課程の募集人員は、一般選抜前期日程の海洋生物資源学科に 3名、食品生産科学科に 2名、及び海洋政策文化学科に 1名、学校推薦型選抜Ｂ（専門）の食品
生産科学科に 1名ずつ含まれている。なお、海洋生物資源学科の水産教員養成課程 3名には、総合型選抜Ａ（一般）の若干名、総合型選抜Ｂ（専門）の若干名が含まれている。

学科名 入学定員 区　　分 募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 入学者数 備　考

海洋生物資源学科 71名

総合型

A 一般 8 77	 （26） 9.6 25	 （9） 8	 （3） 8	 （3）

CⅠ 帰国 若干名 1	 （1） － 1	 （1） 0	 （0） 0	 （0）

CⅡ 留学 若干名 － － － － －

E 社会人 若干名 － － － － －

学校推薦型 B 専門 若干名 1	 （0） － 1	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

一般選抜
前期 45 200	 （55） 4.4	 194	 （54） 46	 （12） 46	 （12）

後期 18 170	 （58） 9.4	 107	 （35） 20	 （6） 20	 （6）

小　計 71 449	（140） 6.3 328	 （99） 75	 （21） 75	 （21）

私費外国人留学生 若干名 10	 （6） － 9	 （5） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 71 459 （146） 6.5 337 （104） 75 （21） 75 （21）

食品生産科学科 58名

総合型

CⅠ 帰国 若干名 1	 （1） － 1	 （1） 1	 （1） 1	 （1）

CⅡ 留学 若干名 － － － － －

E 社会人 若干名 － － － － －

学校推薦型
A 一般 10 39	 （32） 3.9 39	 （32） 10	 （9） 10	 （9）

B 専門 2 1	 （0） 0.5 1	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

一般選抜
前期 32 94	 （57） 2.9 93	 （56） 35	 （24） 35	 （24）

後期 14 75	 （46） 5.4 38	 （23） 14	 （10） 14	 （10）

小　計 58 210	（136） 3.6 172	 （112） 61	 （44） 61	 （44）

私費外国人留学生 若干名 2	 （1） － 0	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 58 212 （137） 3.7 172 （112） 61 （44） 61 （44）

海洋政策文化学科 41名

総合型

A 一般 5 19	 （9） 3.8 13	 （7） 3	 （1） 3	 （1）

Ｂ 専門 若干名 3	 （2） － 3	 （2） 1	 （1） 1	 （1）

CⅠ 帰国 若干名 － － － － －

CⅡ 留学 若干名 － － － － －

E 社会人 若干名 － － － － －

学校推薦型 A 一般 2 2	 （1） 1.0	 2	 （1） 1	 （1） 1	 （1）

一般選抜
前期 22 45	 （24） 2.0	 43	 （22） 28	 （17） 28	 （17）

後期 12 118	 （59） 9.8	 61	 （29） 12	 （3） 10	 （3）

小　計 41 187	 （95） 4.6 122	 （61） 45	 （23） 43	 （23）

私費外国人留学生 若干名 － － － － －

合　計 41 187 （95） 4.6 122 （61） 45 （23） 43 （23）

合　　計 170名

総合型

A 一般 13 96	 （35） 7.4 38	 （16） 11	 （4） 11	 （4）

Ｂ 専門 若干名 3	 （2） － 3	 （2） 1	 （1） 1	 （1）

CⅠ 帰国 若干名 2	 （2） － 2	 （2） 1	 （1） 1	 （1）

CⅡ 留学 若干名 － － － － －

E 社会人 若干名 － － － － －

学校推薦型
A 一般 12 41	 （33） 3.4	 41	 （33） 11	（10） 11	（10）

B 専門 2 2	 （0） 1.0	 2	 （0） 2	 （0） 2	 （0）

一般選抜
前期 99 339	（136） 3.4	 330	（132） 109	 （53） 109	 （53）

後期 44 363	（163） 8.3	 206	 （87） 46	 （19） 44	 （19）

小　計 170 846	（371） 5.0	 622	（272） 181	 （88） 179	 （88）

私費外国人留学生 若干名 12	 （7） － 9	 （5） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 170 858 （378） 5.0 631 （277） 181 （88） 179 （88）

令和 5 年度 入学者選抜データ

令和 5年４月１日現在
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海洋工学部

● 区分欄のうち、専門は専門学科・総合学科卒業生、帰国は帰国生、商船は商船教員養成コースの略である。
● 総合型選抜の受験者数は、第２次選抜の受験者数である。
●（　）内は女子学生を内数で示す。

学科名 入学定員 区　　分 募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 入学者数 備　考

海事システム
工学科

59名

総合型

Ａ 一般 7 25	 （3） 3.6 25	 （3） 7	 （1） 7	 （1）

Ｂ 専門 2 2	 （0） 1.0	 2	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

CⅠ 帰国 若干名 － － － － －

Ｅ 社会人 若干名 2	 （0） － 1	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

一般選抜
前期 36 83	 （8） 2.3 80	 （8） 41	 （3） 38	 （3）

後期 14 82	 （9） 5.9 41	 （4） 18	 （1） 16	 （1）

小計 59 194	 （20） 3.3 149	 （15） 66	 （5） 61	 （5）

私費外国人留学生 若干名 1	 （0） － 1	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 59 195 （20） 3.3 150 （15） 66 （5） 61 （5）

海洋電子機械
工学科

59名

総合型

Ａ 一般 6 8	 （1） 1.3	 7	 （1） 4	 （0） 4	 （0）

Ｂ 専門 3 2	 （0） 0.7 2	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

CⅠ 帰国 若干名 2	 （2） － 1	 （1） 1	 （1） 1	 （1）

Ｄ 商船 2 3	 （0） 1.5 3	 （0） 2	 （0） 2	 （0）

Ｅ 社会人 若干名 － － － － －

一般選抜
前期 34 98	 （15） 2.9 95	 （15） 45	 （9） 38	 （7）

後期 14 103	 （16） 7.4 54	 （8） 21	 （0） 15	 （0）

小計 59 216	 （34） 3.7 162	 （25） 73	 （10） 60	 （8）

私費外国人留学生 若干名 2	 （0） － 2	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 59 218 （34） 3.7 164 （25） 73 （10） 60 （8）

流通情報工学科 42名

総合型

Ａ 一般 7 6	 （0） 0.9 6	 （0） 4	 （0） 4	 （0）

Ｂ 専門 1 1	 （0） 1.0 1	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

CⅠ 帰国 若干名 － － － － －

Ｅ 社会人 若干名 － － － － －

一般選抜
前期 20 98	 （26） 4.9 93	 （26） 26	 （7） 21	 （4）

後期 14 130	 （35） 9.3 61	 （19） 30	 （8） 22	 （7）

小計 42 235	 （61） 5.6 161	 （45） 61	 （15） 48	 （11）

私費外国人留学生 若干名 2	 （1） － 1	 （1） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 42 237 （62） 5.6 162 （46） 61 （15） 48 （11）

合　　計 160	名

総合型

Ａ 一般 20 39	 （4） 2.0 38	 （4） 15	 （1） 15	 （1）

Ｂ 専門 6 5	 （0） 0.8	 5	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

CⅠ 帰国 若干名 2	 （2） － 1	 （1） 1	 （1） 1	 （1）

Ｄ 商船 2 3	 （0） 1.5	 3	 （0） 2	 （0） 2	 （0）

Ｅ 社会人 若干名 2	 （0） － 1	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

一般選抜
前期 90 279	 （49） 3.1	 268	 （49） 112	 （19） 97	 （14）

後期 42 315	 （60） 7.5	 156	 （31） 69	 （9） 53	 （8）

小計 160 645	（115） 4.0	 472	 （85） 200	 （30） 169	 （24）

私費外国人留学生 若干名 5	 （1） － 4	 （1） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 160 650 （116） 4.1 476 （86） 200 （30） 169 （24）

令和 5年４月１日現在
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海洋資源環境学部
学科名 入学定員 区　　分 募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 入学者数 備　考

海洋環境科学科 62名

総合型

CⅠ 帰国 若干名 1	 （1） － 1	 （1） 0	 （0） 0	 （0）

CⅡ 留学 若干名 1	 （0） － 1	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

E 社会人 若干名 － － － － －

学校推薦型
A 一般 11 58	 （33） 5.3 58	 （33） 11	 （3） 11	 （3）

B 専門 若干名 2	 （0） － 2	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

一般選抜
前期 37 169	 （77） 4.6	 164	 （76） 39	 （16） 39	 （16）

後期 14 80	 （36） 5.7	 44	 （21） 15	 （6） 13	 （6）

小	計 62 311（147） 5.0	 270	（131） 66	 （25） 64	 （25）

私	費	外	国	人	留	学	生 若干名 1	 （0） － 1	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

合　計 62 312 （147） 5.0 271 （131） 66 （25） 64 （25）

海洋資源
エネルギー学科

43名

総合型

CⅠ 帰国 若干名 － － － － －

CⅡ 留学 若干名 － － － － －

E 社会人 若干名 － － － － －

学校推薦型
A 一般 5 14	 （6） 2.8 14	 （6） 5	 （1） 5	 （1）

B 専門 若干名 1	 （0） － 1	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

一般選抜
前期 27 105	 （39） 3.9	 104	 （39） 31	 （10） 30	 （9）

後期 11 46	 （16） 4.2 23	 （10） 11	 （5） 10	 （5）

小	計 43 166	 （61） 3.9	 142	 （55） 47	 （16） 45	 （15）

私	費	外	国	人	留	学	生 若干名 4	 （0） － 3	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

合　計 43 170 （61） 4.0 145 （55） 48 （16） 46 （15）

合　　計 105名

総合型

CⅠ 帰国 若干名 1	 （1） － 1	 （1） 0	 （0） 0	 （0）

CⅡ 留学 若干名 1	 （0） － 1	 （0） 0	 （0） 0	 （0）

E 社会人 若干名 － － － － －

学校推薦型
A 一般 16 72	 （39） 4.5 72	 （39） 16	 （4） 16	 （4）

B 専門 若干名 3	 （0） － 3	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

一般選抜
前期 64 274	（116） 4.3 268	（115） 70	 （26） 69	 （25）

後期 25 126	 （52） 5.0 67	 （31） 26	 （11） 23	 （11）

小	計 105 477	（208） 4.5 412	（186） 113	 （41） 109	 （40）

私	費	外	国	人	留	学	生 若干名 5	 （0） － 4	 （0） 1	 （0） 1	 （0）

合　計 105 482 （208） 4.6 416 （186） 114 （41） 110 （40）

男子
64

女子
36

海洋資源環境学部

入学者数
110人

大学全体

男子
67

女子
33

入学者数
458人

（152人）

（306人）

海洋工学部

男子
86

女子
14

入学者数
169人

（145人）

（24人）

（40人）

（70人）

海洋生命科学部

男子
51

女子
49

入学者数
179人

（91人）

（88人）

令和 5 年度入試男女別入学状況（%）

令和 5年４月１日現在

● 区分欄のうち、帰国は帰国子女、留学は留学経験者、専門は専門学科・総合学科卒業生の略である。
●（　）内は女子学生を内数で示す。
● 一般選抜（前期日程・後期日程）の志願者数及び受験者数は、第１志望の志願者数及び受験者数を示す。
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海洋資源環境学部
その他
1.9

進学者
75.9

就職者
22.2

卒業者数
108人

（82人）

（24人）

大学全体
その他
2.8

進学者
59.2

就職者
38.0

卒業者数
463人

（176人）

（13人） （2人） （7人） （2人）

（274人）

海洋工学部
その他
4.0

進学者
52.5

就職者
43.5卒業者数

177人

（93人）
（77人）

海洋生命科学部
その他
1.1

進学者
56.3

就職者
42.6卒業者数

176人

（99人）

（75人）

都道
府県

海洋生命
科学部

海洋
工学部

海洋資源
環境学部 総計

京都府 6 1 10 5 2 0 18 6

大阪府 21 1 15 3 10 1 46 5

兵庫県 17 5 12 4 11 3 40 12

奈良県 0 0 1 0 2 0 3 0

和歌山県 4 1 0 0 3 0 7 1

鳥取県 3 1 3 2 2 0 8 3

島根県 3 0 4 1 0 0 7 1

岡山県 6 4 5 1 9 4 20 9

広島県 5 0 18 7 5 1 28 8

山口県 3 2 5 2 1 0 9 4

徳島県 1 0 1 1 1 0 3 1

香川県 4 1 1 0 0 0 5 1

愛媛県 8 1 3 1 3 1 14 3

高知県 0 0 0 0 1 1 1 1

福岡県 11 2 8 0 7 2 26 4

佐賀県 4 0 3 0 0 0 7 0

長崎県 9 2 4 1 1 0 14 3

熊本県 3 0 4 1 5 2 12 3

大分県 0 0 0 0 1 1 1 1

宮崎県 2 0 4 1 1 1 7 2

鹿児島県 4 3 7 2 0 0 11 5

沖縄県 2 1 9 1 7 1 18 3

その他 7 2 3 0 5 1 15 3

合計 846 179 645 169 477 109 1968 457
外国人
留学生 12 0 5 0 5 1 22 1

学部計 858 179 650 169 482 110 1990 458

都道
府県

海洋生命
科学部

海洋
工学部

海洋資源
環境学部 総計

北海道 14 2 12 4 9 3 35 9

青森県 5 2 6 2 3 2 14 6

岩手県 1 0 1 1 0 0 2 1

宮城県 9 3 11 5 1 0 21 8

秋田県 1 1 5 2 1 1 7 4

山形県 6 1 0 0 3 1 9 2

福島県 4 2 3 0 3 1 10 3

茨城県 29 4 22 6 11 2 62 12

栃木県 3 1 12 3 8 2 23 6

群馬県 8 1 6 2 1 0 15 3

埼玉県 73 16 49 15 48 11 170 42

千葉県 103 20 62 16 32 12 197 48

東京都 275 48 163 36 143 28 581 112

神奈川県 124 26 93 22 84 14 301 62

新潟県 2 1 5 2 4 2 11 5

富山県 3 0 2 0 2 0 7 0

石川県 1 1 8 2 1 0 10 3

福井県 1 1 0 0 0 0 1 1

山梨県 4 2 8 3 8 1 20 6

長野県 10 5 10 4 9 3 29 12

岐阜県 2 1 2 1 3 1 7 3

静岡県 18 5 13 3 17 5 48 13

愛知県 19 4 20 5 8 1 47 10

三重県 5 3 8 2 0 0 13 5

滋賀県 3 2 4 0 1 0 8 2

東北
甲信越 23／5.0%

北陸 4／0.9%

中国 25／5.5%

近畿 26／5.7%

四国 6／1.3%

九州・沖縄 21／4.6%
その他 3／0.7%

24／5.3%

北海道
9／2.0%

関東 285／62.4%

東海 31／6.8%

● ブロック名 入学者数／割合
※私費外国人留学生を除く。
　その他は高卒認定、外国の学校等を示す。

志願者 入学者

海洋生命科学部 海洋工学部 海洋資源環境学部

公務
24.0

卸売業、
小売業
5.3

卸売業、
小売業 
5.3

教育、学習支援業 2.6

運輸業、
郵便業5.3

製造業
33.3

学術研究、専門・技術
サービス業 4.0

宿泊業、
飲食
サービス業 
5.3

複合サービス事業
4.3

サービス業
 7.9

金融業、保険業1.3
その他
5.4

情報通信業
4.0

その他1.5
その他4.3

建設業
3.9

運輸業、
郵便業
18.4

製造業
27.6

サービス業
2.7

公務
7.9

学術研究、
専門・技術
サービス業
2.6

鉱業、
採石業、
砂利採取業
4.3

情報通信業
18.4

生活関連
サービス業、
娯楽業 
4.3

製造業
17.4

公務
4.3

情報通信業
17.4

卸売業、
小売業
8.7

教育、学習支援業 6.7

電気・ガス・
熱供給・
水道業
4.0

電気・ガス・
熱供給・
水道業
2.6

電気・ガス・
熱供給・
水道業
13.0

サービス業
8.7

建設業
4.3

運輸業、
郵便業
4.3

学術研究、
専門・技術
サービス業
4.3

令和 5 年度 都道府県別志願者・入学者データ

令和 4 年度 卒業生の進路状況（％）

令和 4 年度 卒業生の就職状況（％）

入試・入学・就職関連データ 59



野球場

第2グラウンド

第1グラウンド第1グラウンド第1グラウンド第1グラウンド第1グラウンド

寮地区

校舎地区

プールプールプール

ポンド

①①①①①①①

②②

④④④④

③③③

⑤

⑧⑧⑧ ⑦⑦⑦

⑨

⑲
⑲⑲⑲⑲⑲ ⑲⑲⑲⑲⑲

⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳

㉑㉑㉑
㉒

⑲⑲⑲⑲⑲ ⑲⑲⑲

⑪

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

⑬⑬⑬⑬⑬

⑭ ⑮

㉓

⑯⑯⑯ ⑰
⑱⑱⑱

⑩⑥

重要文化財重要文化財重要文化財重要文化財重要文化財
明治丸明治丸明治丸明治丸

㉔㉔㉔

㉕

正門

①①①①

㉙㉙㉙

②②②②②

③

㉛㉛㉛㉛

④④

野球場 グラウンドグラウンドグラウンド

プールプール

雲鷹丸雲鷹丸雲鷹丸雲鷹丸雲鷹丸

⑥⑥⑥⑥

⑦ ⑧

⑨

⑳

⑩

⑬ ⑭
⑮

㉓㉓㉓㉓

㉘㉘㉘

㉔

㉕㉕㉕
㉗㉗㉗㉗

⑯

⑰

⑱

㉚

㉚㉚㉚㉚㉚㉚
㉚㉚㉚㉚㉚

⑲⑲⑲⑲

⑪

⑫⑫⑫⑫ ㉑㉑㉑
㉒㉒㉒

㉖㉖㉖㉖

ポンド

⑤

正門

品
川
駅

キャンパスガイド

海洋生命科学部・海洋資源環境学部（品川キャンパス）

海洋工学部（越中島キャンパス）

武道館
弓道場
課外活動施設
艇庫
国際交流会館
学生寮（朋鷹寮）
楽水会館
白鷹館（就職支援室）

8号館
9号館
特殊実験棟（総合情報基盤センター）
回流水槽実験棟
放射性同位元素管理センター
水理模型実験棟
漁業機械学実験実習棟
体育館

船舶機関室シミュレータセンター棟
明治丸記念館

1号館
2号館
3号館
4号館
講義棟（学務部）
5号館
6号館
7号館（産学・地域連携推進機構）

艇庫
課外活動棟
船舶運航性能実験水槽棟
学生寮（海王寮）
国際交流会館
八十五周年記念会館
体育館
マリン・カフェ

守衛所
保健管理センター
本部管理棟
中部講堂
マリンサイエンスミュージアム
鯨ギャラリー
附属図書館
大学会館（グローバル教育研究推進機構）

守衛所
産学・地域連携推進機構
越中島オープンラボ棟
1号館
百周年記念資料館
第 1実験棟
第 2実験棟
第 3実験棟

ターボ動力実験棟
産学・地域連携推進機構
附属図書館越中島分館
2号館（総合情報基盤センター）
3号館
越中島会館（保健管理センター）
第 4実験棟
第 5実験棟
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千葉
品川

天王洲アイル天王洲アイル

羽田空港

東京

秋葉原

神田

上野

月島

門前仲町門前仲町

新木場

新宿

池袋

田端

飯田橋

浜松町浜松町

高田馬場

大井町

京急蒲田

成田空港

西船橋西船橋

蘇我

佐倉

成田

至 八王子至 八王子

至 三鷹･中野

至 光が丘至 光が丘

至 和光市

至 新潟、盛岡、山形至 大宮

品川キャンパス

越中島キャンパス

大崎大崎

越中島越中島

ＪＲ線

京浜急行
りんかい線
モノレール
大江戸線
東西線

京葉線、
武蔵野線

有楽町線

乗り換え

新幹線

交通案内

品川キャンパス

越中島キャンパス

東京モノレール

至 浜松町

至 東京 至 横浜・渋谷

JR線・京浜急行線

至 羽田

天王洲アイル駅

りんかい線

ふれあい橋

品川
キャンパス

東洋水産

中央卸売市場
天王洲橋

新東海橋
楽水橋みたて橋

郵便局
コクヨ

NTT
港南口（東口）

高輪口（西口）
品川駅

門
正

裏門

●

●

●●

●

至 両国

至 勝どき

至 中野

至 東京

至 和光市

至 西船橋

黒船橋

相生橋

至 蘇我・舞浜

2番口

4番口

至 新木場

有楽町線

東西線

「越中島」JR京葉線・武蔵野線出口

「月島」地下鉄出口
2番口

「門前仲町」地下鉄出口

JR京葉線
越中島
キャンパス

寮地区

清
澄
通
り

都
営
大
江
戸
線

正
門

● JR 線、東海道新幹線及び京
浜急行線「品川駅」自由通路
港南口（東口）を経て正門ま
で徒歩 10 分

●東京モノレール・りんかい線
「天王洲アイル駅」から

ふれあい橋を渡り正門まで
徒歩 20 分

〒 108-8477
東京都港区港南 4-5-7
TEL.03-5463-0400（代表） 「品川キャンパス」から都心をのぞむ

「越中島キャンパス」関東平野をのぞむ

● JR 京葉線・武蔵野線
「越中島駅」（各駅停車のみ）
2 番出口徒歩 2 分

● 地下鉄東西線、大江戸線
「門前仲町駅」4 番出口
徒歩 10 分

● 地下鉄有楽町線、大江戸線
「月島駅」2 番出口徒歩 10 分

〒 135-8533
東京都江東区越中島 2-1-6
TEL.03-5245-7300（代表）



2024（令和6）年度 学部入試日程
●学部入試の出願はインターネット出願で行います
www.kaiyodai.ac.jp/ から入試情報または大学で学びたい方をクリック！

東京海洋大学では、海洋に関することはもちろん、持続可能な社会に貢献する数多くの
研究に取り組んでいます。世界の最先端の研究を行う教授陣、それらの研究を実践の中
から吸収する学生達。その研究者や、学生などの『今』を切り取った映像サイエンティ
ストプロフィールを是非、ご覧ください !!

「海洋大 研究活動」で検索！

東京海洋大学の動画を見よう

Scientist Profile

東京海洋大学ホームページ

入試区分 出願期間 入学試験日・面接日 合格発表日 備考

総合型選抜

海
洋
生
命
科
学
部

海洋生物資源学科 
食品生産科学科

2023 年
11/1（水）～ 11/6（月）

第１次選抜 2023 年 11/22（水） 2023 年 12/8（金） 総合型選抜（C、E）は、第 1 次選抜で最終合
格となります。

第２次選抜 2023 年 12/19（火） 2024 年 1 /16（火） 海洋生命科学部海洋生物資源学科の総合型
選抜（A）のみ第 2 次選抜を実施します。

海洋政策文化学科 2023 年
9/1（金）～ 9/7（木）

第１次選抜 2023 年 9/29（金） 2023 年 11/ 1（水） 総合型選抜（B）は、第 1 次選抜で最終合格
となります。

第２次選抜 2023 年 11/22（水） 2023 年 12/8（金）
総合型選抜（A）の条件付合格者には、最終
結果を 2024 年 2 月 7 日（水）★以降に通知し
ます。

海洋工学部 2023 年
9/1（金）～ 9/7（木）

第１次選抜 2023 年
9/13（水）～ 9/21（木） 2023 年 10/13（金） 書類選考

第２次選抜 2023 年 10/20（金） 2023 年 11/10（金）

海洋資源環境学部 2023 年
11/1（水）～ 11/ 6（月） 2023 年 11/22（水） 2023 年 12/8（金）

学校推薦型選抜

海
洋
生
命
科
学
部

海洋生物資源学科

2023 年
11/1（水）～ 11/ 6（月）

第１次選抜 2023 年 11/22（水） 2023 年 12/8（金）

第２次選抜 2023 年 12/19（火） 2024 年 1 /16（火） 海洋生命科学部海洋生物資源学科の学校推
薦型選抜（B）のみ第2次選抜を実施します。

食品生産科学科
2023 年 11/22（水） 2023 年 12/8（金）

海洋資源環境学部

海洋生命科学部
海洋政策文化学科

2024 年
1/22（月）～1/31（水）★ 書類選考 2024 年 2 / 7（水）★

一般選抜・私費外国人
留学生特別入試

海洋生命科学部 
海洋工学部 
海洋資源環境学部

前期日程
2024 年

1/22（月）～1/31（水）★

2024 年 2/25（日） 2024 年 3 / 8（金）
※私費外国人留学生特別入試は前期日程の
出願期間、試験日、合格発表日と同じ。

後期日程 2024 年 3/12（火） 2024 年 3 /22（金）

OPEN CAMPUS
東京海洋大学で「1日大学生」してみよう。

オープンキャンパスを夏と秋の 2 回、開催します！
大学・学部紹介、模擬講義、研究室紹介、入試相談など
盛りだくさんのメニューでみなさまの参加をお待ちして
います。

学　部 第１回（夏季） 第 2 回（秋季）

オンデマンド 全学部 2023年7月20日（木） 2023年10月下旬～

対面

海洋生命科学部 2023年8月2日（水） 2023年10月22日（日）

海洋工学部 2023年7月28日（金） （未定）

海洋資源環境学部 2023年8月1日（火） 2023年10月22日（日）

█ パソコン・スマートフォン・携帯電話

https://djc-mb.jp/kaiyodai/

█ カスタマーセンター
TEL　050-3540-5005（平日 10：00 ～ 18：00）

█ パソコン・スマートフォン・携帯電話

https://telemail.jp/shingaku

█ カスタマーセンター
TEL　050-8601-0102（9：30 ～ 18：00）

大学案内等の資料請求方法
「テレメール」から請求 「モバっちょ」から請求

出願にあたっては、必ず本学ホームページにて最新の情報を確認してください。　★日程が変更される予定です。
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